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　　　　　プロローグ







「話せよ、江え本もと」

　黒いダウンジャケットを着て、マスクを顎あごまでずり下げた八や代しろ秀ひで英あきは、そう繰くり返した。

　その目は明らかに怒っており、手袋をしたままの手はきつく握にぎり締しめられていた。よもや、病人を殴ることはないと思うが、それも返答次第かも知れない、と文ふみ人ひとは思った。

「俺おれたちに何を隠してるんだ？　おまえ、雲くも木きに何をした？」

　八代の隣となりで雲木詠よみは、眼鏡めがねの奥から不安そうな目を文人に向けていた。ファーのついた白いロングコートを着ていたが、そのあちこちには黒い染みが付いていた。

　僕の血か、と文人は申もうし訳わけなく思った。クリーニングで落ちなかったら弁べん償しようしなくちゃ、となんだか場違いなことを考えた。

　それは、二人ふたりに向き合いたくない、という気持ちの表れかも知れなかった。

　二人は同じ鐘しゆ翠すい善ぜん高校一年のクラスメートで、そして《本》にされかけた経けい験けんを持つ。それももしかしたら、自分と関かかわったからかも知れないのだ。

　さっきからハサミが刺さった背中がずくずくと痛む。ひょっとしたら傷口が開いたのかもしれない。ナースコールを押してこの二人ふたりに帰ってもらうか、という考えが浮かんだがすぐに打ち消した。それは《友達》のすることじゃない。

　その二文字が、いまは胸に突き刺さる。紙の心しん臓ぞうを抉えぐろうとする。

（いっそ、全部話すか……？　この胸の心臓を見れば、二人も信じてくれる──いや、信じないわけにはいかないはずだ。雲くも木きには、コミエスの件の記き憶おく操そう作さをまだしていないし、八や代しろは何な故ぜか《人間印いん刷さつ機き》の件を覚えていると言っているんだから）

　そういえばコミエス──同人誌即売会はどうなったのだろう、と文ふみ人ひとは思った。自分が黒衣の男にボコボコにされ、あまつさえハサミを突き立てられた現場は何人もの人間が見ている。救急車まで来たのだ。騒さわぎになっていないはずはない。それだけでも、雲木が説明を求めるのは当然だった。

　けど、と文人は躊躇ためらう気持ちを殺すことができなかった。懸け念ねんをどうしても打ち消すことができなかった。

　全すべてを話したら、この二人はどうするつもりだろう──そのことだ。

　事件の記憶を改かい竄ざんしたのは、理由はどうあれ、許されることではない。ひとつそうしたことがあれば、他ほかも疑いたくなるのが心理だ。

　しかも事は記憶であり、気持ちである。

　どこまで知っているのだろう、知られているのだろう、という疑念、不安はどうしたって消せないだろう。

　実際、文人は雲木が自分のことを好きだということを知ってしまっている。そして彼女の方ではそうとは知らなかった。

　これはひどい。ひどいズルであり、インチキだ。

「おい、江え本もと」

　八代の声にはっきりと苛いら立だちが混じったが、文人はそれでも決めることができなかった。

（いっそ殴ってもらおうか……）

　それで、いまこの場は勘かん弁べんしてくれるなら、それでもいい気がしてきた。きっとまだ麻ま酔すいが抜けていないせいなのだ。こんなに頭が回らないのは。

「──今日きようは、その辺で勘弁してやってくれんか？」

　その声に八代たちは振り返り、八代は明らかに退ひいた。怯おびえた、と言ってもいいかも知れない。はっきりとそうわかった。

　だが、病室の入り口に立っていたのはフィフだった。ドアに手をかけ、寄りかかるようにして立っていた。それだけだった。いまはハサミも背負ってはいない。

「フィフちゃん……」

　雲木の声にも、ひどい動揺が聞いて取れた。やはり、怯え、と言ってもいい。

（なんだ？）

　文ふみ人ひとにはその理由がわからなかった。

　八や代しろはまだわかる。

　前回のことを覚えているのなら、そういう気持ちにもなるかもしれない。

　だが、雲くも木きは何を見たのだろう。

　八代の向こうに見えるフィフには、特に変わった様よう子すは見られない。白銀の長い髪によく似合っている白いロングコートは残念ながらあちこちが汚れていたが、それだけだ。

「フミヒトは今日きよう、ぼこぼこにされたのじゃ。体もじゃが、プライドもぼこぼこじゃ。そんな状態の《友達》に、追おい討うちをかけてくれるな。本当に望むなら、怪け我がが治った暁あかつきには拙せつから説明しよう。この件は、拙こそが主役じゃからな」

　言って、退出を促うながすかのように、フィフは体をずらして戸口を開あけた。

　しかし八代は動こうとはしなかった。

　なんとしても今夜、決着をつけてしまいたい、という気持ちがその背中にありありと感じられた。その思いも、文人にはわからなくはなかった。《人間印いん刷さつ機き》事件からこっち、ずっとひとりであの悪夢を抱えてきたのなら、さらに待て、というのは酷こくかも知れない。

（けど僕は、ずっとその悪夢の中にいるんだぜ？）

　皮肉めいた気持ちで、文人はそんなことを思った。思ってしまってから、ひどく嫌いやな気持ちになった。これこそが被害者面づらというやつだろう。

「……八代」

　動かない八代の袖そでを雲木が引いた。

「フィフちゃんの言う通りだよ。江え本もとは変な奴やつに殺されかけたんだから。わたしも色いろ々いろ知りたいことはあるけど、とにかく今日は帰ろ？　ね？」

　けど、と八代は呻うめいた。

　フィフはしかし、それ以上は急せきたてるようなことはしなかった。

　文人も、黙だまって待った。

　やがて八代は大きなため息をひとつつくと、わかった、と言った。

「今日は帰ってやる。だが、必ず真実を聞かせてもらうぞ」

「今度こそ確かく実じつに忘れるという選せん択たく肢しもあるぞ？」

　フィフの言葉に八代は何も答えず、マスクを口に引き上げると大おお股またで病室を出て行った。挨あい拶さつもなかった。

　雲木はそれでも気き丈じように文人を振り返ると、お大事に、とだけいい、それからフィフを、何か異様なものでも見るような目で見て、無言でその脇わきをすり抜け、八代のあとを追って病室を後にした。

「あーあ。嫌われたかの？」

　フィフは寄りかかったまま、ドアを後ろ手に閉めた。どうでもいいような口く調ちようだった。そうして、何な故ぜか片足で跳はねるようにベッドの傍そばに来て、立った。

「元気そうではないか」

「そう見えるなら、お前にも眼鏡めがねが必要だな」

　まだそんな軽口を叩たたける自分に、文ふみ人ひとは驚おどろいた。気持ちの方もぼこぼこにされたというフィフの台詞せりふは噓うそではなかったのに。

「思ったよりも、という意味じゃ」

　フィフはポケットに手を突っ込んで仁に王おう立だちのまま、そう言った。

「殺されなかったし、手足も、指もついておる。背中の傷も肺はいには達しておらんのじゃろ？」

「でも、完敗だよ」

　ため息をつくと、喉のどが痛んだ。

　ハサミが刺さった背中が一番重症だが、他ほかにも全身打ち身だらけで、あばらにもヒビが入っているらしい。骨折を免まぬかれたのが奇跡のようなものだ。

「しかたあるまい」

　フィフは小さく息をついた。

「そなたは優ゆう秀しゆうな《まいすた》ではあるが、それを除けば一介の学生じゃ。しかも、取り立てて運動が得意なわけでもない。むしろ苦にが手てじゃろ？」

「否定はしないけどさ。でも、あいつも人間の《マイスター》だろ？　しかも結構、オヤジっぽかったのに……」

　黒い着物を纏まとい、単眼鏡モノクルをかけた男。

　思い出してもすごい力だった。人のことをサッカーボールか何かのように蹴けり飛ばすとは、信じられなことをしてのけた。

「若いからといって、勝てるというものでもあるまい。それに、あいつは何か自分の体にしていたぞ。逃げていくときに、チラッと見えた」

「何かって？」

「あの男、顔にひどい傷を負っていたのに、血が出ていなかった。まともじゃない」

「そうなのか？」

　まったく気付かなかった。疑いもしなかった。

（そう言えば、ミロがあいつの顔を──）

　文人は、はっとしてフィフを見た。

「そうだ、フィフ！　僕の作った《本》から猫が──人猫が《飛び出し》てきたんだ！　僕はあいつに助けられたんだ！　あれはいったいどういうことなんだ!?　僕が作ったのはただの仕掛け絵本で、《禁書》じゃなかったのに！」

「落ち着け、フミヒト」

　思わず起き上がろうとした文ふみ人ひとを、フィフはその紫むらさき色いろの目だけで制した。

「知っておる。これじゃろ？」

　フィフはコートのジッパーを下ろすと、中から《本》を──文人が生まれて初めて作った『子猫はたたらない！』を取り出し、そっとかけ布ぶ団とんの上に置いた。

　表紙には黒々と血がついていたが、汚れというよりは初めからそこにあった模も様ようのようにも見えた。

「回収して、ビーに調しらべさせた。結けつ論ろんから言えば、これは《禁書》じゃ」

「え!?」

　文人は驚おどろいて『子猫はたたらない！』を手にした。

（そんな馬ば鹿かな）

　ありえない話だった。使用した紙は画材店で買った一般的なものだ。《禁書》は、何であれ、他ほかの《禁書》から外はずした無地の紙を使って作製しなければ、顕けん在ざい化かはしないはずなのだ。重要なのは《マイスター》の意思だといっても、ただの紙で作った《本》が《禁書》になるはずはない。少なくとも、文人はそう教わった。

「フィフの記き憶おくが違っていたということか？」

「拙せつの記憶は違わない。忘れている事はあっても、違うことはない。そなたの《本》が《禁書》になったのは、別の理由じゃ。ビーが突き止めた。突き止めたが──」

　フィフは、長い髪と同じ白銀の眉まゆをきゅっと歪ゆがめた。

　それだけで文人は、その理由が自分にとって面おも白しろい話ではないことを悟った。

「言ってくれ」

　先を促うながしたが、フィフは唇を硬く引き結んだ。拒絶の意思の表れに思えた。それは、言いたくない、聞かせたくない、どちらなのだろう？　だが、どちらにしても文人は聞かなければ、知らねばならなかった。この先、開く本、開く本、全部が《禁書》になっては困る。

「フィフ。なんで、僕の《本》は変化した？」

　文人は訊たずねた。既すでに起きてしまったことを今いま更さら悔くやんでも意味がない。するなら反省だ。そして次に対処する。それが大事だった。

　フィフは病室の無む味み乾かん燥そうな天てん井じようを仰あおぎ、何な故ぜか少し泣きそうな顔をした。だが、やがて意を決したのか、小さく息を吐いて文人を見た。

　その目の強さに今度は文人が挫くじけそうになったが、なんとか顔に出さずに済ませた。

「フミヒト。簡かん単たんに言えば、原因はそなたの血じゃ」

　思わず胸の革表紙を押さえていた。フィフは、そうじゃ、と頷うなずいた。

「血液は心しん臓ぞうを通って全身に送り出される。その時に少しずつ《禁書》であるそなたの心臓を構成する《紙》が溶けているらしい。それがこの《本》に飛び、染みこむことで、ただの紙であったものが《禁書》へと変化した──ビーはそう言っている」

「僕の血が……」

　革表紙を挟んでいても、掌てのひらに鼓こ動どうを感じる。血が送られている。だがいまこの瞬しゆん間かんも、その血に《紙》が混じっているというのか。

「フミヒト」

　フィフの手が伸びてきて、文ふみ人ひとの病人服の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「ビーは、そなたが《本》になりつつあると言っている。《紙》が融とけた血が全身を巡めぐり、その成分が、少しずつ少しずつそなたを変化させているはずだと。何か心当たりはないか？　ないよな？　そなたが《本》になるなどありえん！　拙せつの《まいすた》でなくなるなどと言うことはありえんはずじゃ！」

（変化……）

　と言われて、文人には心当たりがあった。前から気になっていたことだ。単に疲れているのだと思っていた。しかしそうでなかったのだとしたら。

「ち、ちょっと放してくれ、フィフ」

「フミヒト……？」

　不安そうに名を呼びつつ、それでもフィフは手を放した。

　文人は自分の腿ももの上に置かれた『子猫はたたらない！』を手にし、呼吸を整ととのえた。

（この本が本当に《禁書》になったのなら、出てくるはずだ）

　意い識しきを集中し、思い描いた。

　そして、開く。

「あっ！」

　フィフが思わず声を上げた。

　文人にも気持ちはわかった。開かれた途と端たん《本》の中から、人の形をした猫と、様さま々ざまな料理が《飛び出し》てきて、ベッドの上を占せん領りようしたのだ。

　人猫──ミロはくるりくるりと空中で回転をすると、器用にベッドの脚の方のパイプに着地した。本物の猫のように器用だった。

　コスプレのためのグローブのような猫の手で、猫のように顔をつるんと撫なでる。吊つりあがった瞳ひとみの瞳どう孔こうは、蛍けい光こう灯とうの明かりにまぶしそうに縦たてに絞られている。だがその格好は、正直、目のやり場に困るものだった。バニーガールの服の腹の部分を大きく切り取った感じで、露ろ出しゆつ度が高い。本人がいるのに、どことなくフィフに似ているのも、気まずい。

「ふうっ。──大丈夫かにゃ？　ご主人様」

「やっぱり話せるんだな……」

「あたりまえにゃ。ご主人様がそうしたんにゃにゃいの」

　文人のことを、ご主人様、と呼ぶのに、口く調ちようはやけにフランクだった。

「で？　何の用にゃ？」

「用があるのはおまえじゃなくて、こっちのなんだ」

　文ふみ人ひとはベッドの上に並んだ料理を示した。いずれも『子猫はたたらない！』の中で猫たちが主人公を歓かん待たいしようと用意したパーティ料理で、こうして改めて見ても美う味まそうにできていた。

「ふうん。ま、すきにするにゃ」

　にゃはは、と笑って、ミロはしっぽをくねくねと打ち振った。それに対して、

「猫！　なんじゃその態度は！」

　フィフが突とつ如じよとして切れた。

「フミヒトは、貴様の《くのっへん・まいすた》じゃぞ！」

「なんにゃ、それは？」

　ミロは首を傾かしげる。

「一から貴様を作った者ということじゃ！　もっと敬意を払わぬか！」

「けーいなんかしらんにゃ。あっちは猫にゃもん」

「このっ──」

「フィフ、いいから」

　文人は手を上げてフィフを止めた。彼女たちの大きな声が傷に響ひびいて仕方がなかったからだが、フィフはあからさまに不満げだった。

「何な故ぜ止めるのじゃ！　拙せつは、フミヒトのためを思って──」
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「どうだかにゃ。あんたは自分がご主人様に一から作られてにゃいから、あっちに嫉しつ妬としてるだけにゃにゃいのかにゃ？」

　フィフの顔が赤くなった。傷を負っても血は出ないのに顔は赤くなるのが文ふみ人ひとには不ふ思し議ぎだったが、それを言うなら彼女自身が不思議そのものだから、そういうこともあるのだろう、と考えるしかなかった。

「ずぼしかにゃ？　ん？　ずぼしとにぼしはなんだか似てるにゃー」

「わけのわからないことをっ！」

「やめなって」

　フィフが転落防止の柵さくに手をかけてよじ登ろうとするのを、文人は手で制した。せっかく出した料理がこぼれてしまう。

　しかし、フィフは思い切り頰ほおを膨ふくらませて文人を睨にらんだ。

　つかんだ転落防止の柵が、ぎし、と鳴る。

「フミヒトっ！　おまえもやっぱり、払い下げの拙よりも自分で一から作ったこいつの方が可愛かわいいのかっ!?　そうなのかっ!?」

「……違うって……」

　何かひどく疲れて、文人はため息をついた。

　何な故ぜこんな話になるのだろう。いまは体に変へん調ちようがあるかないか、それを確たしかめるのが大事だというのに。そもそもそれを訊きいてきたのはフィフである。それをすっかり忘れてしまったかのように、こんなことにひどくこだわる理由がわからなかった。

「……フィフのことだって可愛いよ……」

　ろくに考えずにそう言った途と端たん、フィフの顔がますます赤くなった。紫むらさき色いろの瞳ひとみが動揺したようにあちこちをさまよい、

「そそそそそそんなことっ……あるけけけどっ」

　と言ってうつむくと、転落防止柵から放した手を胸の前で組みあわせ、親指をせわしなく動かした。摩ま擦さつで火がつくんじゃないかと思うほどだった。

　それを見ているうち、文人は自分が何を言ったのかに気づいた。

（あっ！　お、女の子に向かって、可愛いなんて……）

　言ったことがなかった。初めてだった。

　いや、ひょっとしたらあるかも知れないが、憶おぼえている限り、こんな風ふうに面と向かって言ったのは初めてな気がした。

　急に恥ずかしくなって、文人もうつむくと、

「にゃはははっ」

　何がおかしいのか、ミロはそんな風に笑った。

　文人が顔を上げると、目を細めた猫っぽい顔にはにまにました笑えみが張り付いていて、ミロは長い長い刀のような爪つめの生はえた前まえ肢あしを上げ、その爪でベッドの上を指した。

「ご主人様。そんな場合にゃないんにゃにゃいの？」

（あ、そうだった……）

　忘れるところだった。目的はミロを《本》から出すことではない。料理の方だ。文ふみ人ひとには確たしかめなくてはならないことがあった。

　山のような料理の中から、文人はローストビーフを選んで、一切れつまみ上げた。

「フミヒト、何を!?」

　口に持っていこうとしていることに気付いて、フィフが驚おどろいた声を上げた。

　気持ちは、文人にもわかった。

　いくら本物に見えても《本》からでた料理はしょせん紙。同じ紙であるフィフたちにはご馳ち走そうだが、人間が食べてもやはり紙の味しかしないのだ。

「……実は、前から少し気になってたことがあるんだ」

　ローストビーフをつまんだまま、文人は言った。肉越しに、ミロがそっと刺さし身みを爪に引っ掛けてぺろりとやるのを見ながら。

「なんじゃ、それは……」

「少し前から、舌がおかしいんだよ。ごはんを食べてもおいしくない。あ。言っとくけど、僕の腕が悪いんじゃないぞ？　ルカさんたちはおいしいって食べてくれたんだから。そうじゃなくて、味がしないときがあったんだ。──そう。まるで、紙を嚙かんでるみたいに」

　フィフの目が大きく見開かれた。

「まさか──」

「さっき、体の変へん調ちようはないか、って訊きいたろ？　思い当たるとしたらそのくらいなんだ。だからこれを試せば、はっきりするんじゃないかと思って」

　文人はローストビーフを揺らした。これを食べて美う味まければ、それは自分が《本》になりつつある証あかしになりえる。フィフのように感じたなら、そういうことになる。

「やめ──」

　ろ、とはフィフは言わなかった。言葉は喉のどの奥に消えた。確かめなくてはいけない、という気持ちと、確かめたくない、という気持ちがせめぎあっているのが、文人には手に取るようにわかった。

　文人は無言でローストビーフを口の中に放り込んだ。

　できたてをイメージしたからか、きれいな梅のような色をした肉は、口中でとろとろとほぐれて肉のうまみをいっぱいに広げ、するりと喉の奥へ落ちていった。

（──うまっ！）

　これも自じ画が自じ賛さんと言うのだろうか、と文人は思いつつ、しかし本当に美味だった。こんなものが《紙》から創つくれるのなら、外食をする必要などまったくない。

「どう、じゃ……？」

　腫はれ物ものに触るようなフィフの声に、文ふみ人ひとは我われに返った。

「うん。うまかった」

「ああ……」

　フィフの肩は、がっくりと落ちた。

　それで自分が本当に《本》になりつつあるのだということを文人は理解したが、不ふ思し議ぎと絶望や悲ひ嘆たんは胸の内から浮かんではこなかった。

　どこかで予感していたのかも知れない。フィフやその他ほかの《禁書》たちを見ても、たいして人と変わらないということもあるかも知れない。

「そんなに気にすることないよ、フィフ」

　枕まくらもとのティッシュを一枚とって指を拭ぬぐい、文人は明るく言った。

「《本》になったところで、僕は僕だろ？」

「違う！」

　フィフは病室の空気が震ふるえるような大声を出した。看かん護ご師しさんが驚おどろいて飛んでくるのではないかと思えるほどの声だった。強い銀髪を振ってあげた顔の瞳ひとみには、うっすらと涙が浮かんでいる。震えているのは空気だけではなく、フィフの睫まつげもだった。

「……フミヒト。そなたがなりかけているのは《禁書》ではない。《本》じゃ。《禁書》が飛びだすのは、そう組まれているからじゃ。綴とじた者の意思じゃ。それがなければただの《本》なのじゃ。開いても拙せつらのように顕けん在ざい化かすることのできぬ、《本》なのじゃ！　こうして外に出ることも話すこともできぬ、けれども永遠に在ある、そうした《本》になろうとしておるのじゃ！」

　文人は固かた唾ずを吞み込んだ。

　それはまったく意味が違う。ただ《本》として図と書しよ館かんの棚に収められて永えい劫ごうの時間を一人ひとりきりで過ごすのと、こうして外に出て動けるのとでは。

「……ようやく、事の重大さがわかったようじゃな」

　フィフは冷静さを取り戻した様よう子すで、ベッドの脇わきに静かに佇たたずんだ。

「ぐずぐずしてはいられない。《奴やつ》の仕掛けたそなたの心しん臓ぞうは、いまや、全身に毒を送るポンプとなった。じゃが、悪いことばかりということでもない」

「どんないいことがあるって？」

　声に、責めるような調ちよう子しが混じってしまったのを、文人は恥じた。フィフを責めたところで仕方がないことはわかっているのに。

「よい」

　フィフはゆるりと首を振った。

「それでフミヒトの気が少しでも楽になるなら、拙を殴ってもよいぞ？」

「そんなこと……しないよ」

　なんの意味もない、と文ふみ人ひとは嘆たん息そくした。

「それより、いいことって？」

「その怪け我が、医者の見立てよりもずっと早く治るはずじゃ。《禁書》の《紙》には自己修復の機き能のうが備わっておる。だから頁ページを破りとってもしばらくすると生はえてくる。《本》になりかけのそなたの体にも、その恩恵はあるはずじゃ」

「早く治ればその分、早く《奴やつ》の捜索にかかれるってことか」

　フィフは頷うなずいた。

「連中はコミエスで多数の人間を一気に《本》にした。《人間印刷機》も使わずにじゃ。おそらく《人間印刷機》を応用して《禁書》を量産する方法を考え付いたのであろう。それがどんなものかは、拙せつには想像もつかんが」

「無能だにゃー」

「うううううるさいっ！　拙は記き憶おくが一部かけてるんじゃから、しかたないのぢゃ！」

「それを言いい訳わけにしてるんにゃにゃいのー？」

　ミロが目を眇すがめて言うと、フィフは言葉につまり、また顔を赤くした。

　文人は嘆息した。

「やめろ、ミロ」

「にゃーい」

　はい、と言ったのだろうか、と思いながら、文人はまだ怒っているフィフを向いた。

「それで、どうするの？」

「……ビーに頼んで、新しい《本》の出現を監かん視ししてもらっている。後ご手てに回るのは腹立たしいが、何かが起こらねば拙らには連中を捉とらえられん」

「ルカさんたちにも、もっと積せつ極きよく的てきに街に出てもらおうよ。ルカさんの持ってる小こ瓶びんは、フィフの感知能力よりも感度は高いんだから」

「そうじゃな──で、そのサキタシマイはどこじゃ？」

「どこ、って。フィフと一いつ緒しよじゃなかったの？　僕は、さっき目を覚ましたばっかだから、知らないけど」

「拙も見ておらん。あの戦いのあと、そなたをヨミに任せて真まっ直すぐに《虚うつろの図と書しよ館かん》に向かったのでの」

「あっちもー」

　猫の手を上げるミロを、フィフは睨にらんだ。

「知っとるわ！　拙が貴様を《本》に押し戻したのを忘れたのか！」

「にゃははは。いってみただけにゃ。そんなに怒ることにゃいのににゃあ」

「いちいち癇かんに障さわるんじゃあ！」

　やれやれ、と文人は肩を落とした。なんでこんなに相あい性しようの悪いのが自分の手から生み出されたのか、不ふ思し議ぎだ。作製にあたっては、少なからずフィフを参考にしたというのに。

（近親憎悪、ってやつか？）

　どこか似ている他人というのは気持ち悪いのだろうか。

　文ふみ人ひとは、で、とフィフに問うた。

「僕は何をすればいい？」

「ん？　あ──ああ。決まってる。まずはその怪け我がを治すことじゃ。でなくては始まらぬ。あとは……フミヒトが身を守る術すべを考えぬと。よもや連中が、そなたを直接狙ねらってくるとは思わなかった」

「ありえそうな話だけど」

「《禁書》には普通、考えつかんよ。《まいすた》は拙せつらにとっては犯さざるべき存在なのじゃ。敵とか味方とかに関係なく」

　そうは思えないけど、という言葉を文人は吞のみこんだ。

「けど、フィフの先代の《マイスター》は、《奴やつ》に殺──倒されたんだろ？」

「気を遣わずとも大丈夫じゃ」

　フィフは微笑ほほえんだ。

「いまの拙にはそなたがおる。それに先代がどうなったかは、拙もおぼろげにしか覚えていないのじゃ。拙が《本》から出られなくなったことを思えば、つながりが切れてしまったのは間違いないのじゃがな」

「そっか……」

「だからコミエスでフミヒトを狙ねらったのは、あの黒衣の人間の──《まいすた》の考えたことであろう。恐ろしい相手じゃぞ。何をすれば拙を無力化できるか、的てき確かくに知っている。そんな人間が何な故ぜ《奴》に仕えているのかはわからぬが、用心をせねば」

「そいつは大丈夫にゃ」

　フィフはミロを振り向いた。

「何故、そう言い切れるのじゃ」

「ああ、別にもう狙ねらってこないとか言ってるんにゃにゃいにゃ。狙われても、あっちがいるから大丈夫って言ってるんにゃ。ご主人様は見たよにゃ？　あっちの爪つめがあいつの顔をすぱーって切ったの」

　にんまりと笑って、ミロは自じ慢まんげに自分の、猫の爪を見せた。

　文人は頷うなずいた。

　記き憶おくは散さん漫まんだが、ミロのおかげで助かったことは憶おぼえている。不意を打ったとはいえ、あれだけ優ゆう勢せいだった黒衣の男をミロは追い払ったのだ。

「ご主人様に近づく奴は、あっちがひっかいてやるにゃ」

「まあ、頼りにしてるよ」

　文ふみ人ひとが苦笑してそう言うと、ミロは嬉うれしそうにごろごろと喉のどを鳴らし、フィフは面おも白しろくなさそうに眉まゆをひそめて唇を尖とがらせた。

「……ふん。まあよいわ」

　フィフの中でどんな葛かつ藤とうがあってどんな折り合いをつけたのかは文人にはわからなかったが、ややあってからフィフは、文人に向き直った。

「そっちの対策は対策で考えるとして、それよりもフミヒトには至急、やってもらわねばならんことがある。ただの至急ではなく、大至急じゃ」

「そんな大事なこと？」

　なんだろうか。文人はまだ少し麻ま酔すいの残った頭で考えたが、これと言って思いつくような事案はなかった。コミエスの騒さわぎの沈静化だろうか、とも思ったが、あれだけの規き模ぼの騒ぎになってしまったら、とても記き憶おくの改かい竄ざんはできないと思えた。

　何しろ、八や代しろの記憶ですら完全に書き換えることができなかったのだから。

「いったい、何をすればいいんだ？」

　するとフィフは黙だまってコートのジッパーを完全に下ろすと、躊ちゆう躇ちよなく脱いだ。

　文人は一いつ瞬しゆん、フィフがその下に何も着ていないんじゃないかと身構えたが、そんなことはなかった。しかし、それを残念がっている暇ひまはなかった。それよりもよほど衝しよう撃げき的てきな光景が、目に飛び込んできたからだ。

「フィフ、それ……っ」

　ミニスカートから伸びたフィフの右足は、脛すねの半ばで千ち切ぎれてなくなっていた。切れたのではない。なにか強い力で破は壊かいされたとしか見えなかった。

「別にもう痛みはないのじゃ」

　器用に片足で立ったまま、フィフはちょっと唇を尖とがらせた。

「破れた直後、傷の周辺は紙に戻っておるからな。しかしこの足ではとても戦えん。そこで、フミヒトにやってもらいたいことなんじゃが」

　みなまで言われなくてもわかる。

「その足を、治せっていうのか!?」

　フィフは頷うなずいた。だが。

「無理だ！　僕はフィフのパンツひとつ、まともに作れないんだぞ！　そんな《マイスター》が足を直すだなんて──」

「できる」

　フィフは断言した。

「この小憎らしい猫を、そなたは無から生み出したのじゃぞ？　拙せつの足など、どうということもないはずじゃ。できるかできないか、やりもせずに決めつけるな！」

　紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみに見つめられ、文人は息もできなかった。

　だが、フィフの言う通りだ。

　既すでに完成された仕掛けを修理するぐらいできなくてどうするのか。そのためにコミエスに参加したのに、ここでしり込みするとか、ありえない話だった。自分もフィフも、何のためにこんな怪け我がをしたのかわからない。

　文ふみ人ひとは己おのれの手を見た。

　あの黒衣の男に、指を切り落とされそうになったことを思い出すと、それだけで鳥肌が立った。そうならなくてよかった、と心から思う。

「……わかった。やってみるよ」

　フィフの顔が明るくなる。

「それでこそ、フミヒトじゃ」

「ただし、怪我が治ってからだぞ？　指が思うとおりにちゃんと動かない状態で作業して、万が一にでも失敗なんかしたくない」

「ん。わかった」

　フィフはしっかりと頷いた。

「拙せつはしばらく《虚うつろの図と書しよ館かん》に行っている。ヨミは拙の足のことを知っていたから驚おどろかなかったが、ママさまにこんな姿は見せられんからな」

　それはその通りだ。母が見たら卒そつ倒とうしかねない光景だった。文人は、自分がどうして平気でこの光景を見ていられるのかが不ふ思し議ぎなくらいだった。

「おい、銀髪」

　顔を洗う仕し草ぐさをして、ミロは、にゃはは、と笑った。

「あとはあっちにまかせるがいいにゃ。ご主人様にちょっかいを出す奴やつは許さんにゃ」

　ベッドの柵さくに座って笑うミロの態度に、フィフは小さく、

「不安じゃ……」

　と呟つぶやき、小さく唇を尖とがらせた。
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　床ゆかに転がる男を見下ろした、古代エジプト王国の最後のファラオであるクレオパトラは、

（……こいつはいったい何者なのじゃ？）

　そのことを、今いま更さらながらに考えていた。

　本を刷する監かん督とくのために体を分割していまは子供の姿だが、それで頭の回転が鈍にぶるわけではない。分かれていてもすべての個体はつながっているのだ。

　男は《主あるじ》が連れてきた人間だが、どこの誰だれかは、クレオパトラを初めとする配下の誰も知らなかった。わかっているのは《マイスター》であり、あの恐ろしい銀髪鬼と互角に闘たたかえる《戦せん闘とう司書》を所有しているということだけだった。

　しかし、その男がいま、冷たいコンクリート打ちっぱなしの床に転がって呻うめいている。顔を押さえている様は、泣いているようでもあった。

（傷が痛むのかのう）

　男の顔は、皮が捲めくれているようだった。鋭するどい刃物で切り裂かれた傷のように見える。出血はとうに止まっているのか、血は出ていない。

　傍そばには、古びた革かわ装そう丁ていの《本》が転がっている。男がルーエットと呼ぶ《戦闘司書》だ。クレオパトラは、どうしてかこの《本》が気に入らなかった。傍にあるだけで、うなじの辺あたりがぴりぴりする。

（いっそ、いまここで……）

　クレオパトラは小さな手を閃ひらめかせた。すると、部へ屋やの闇やみという闇からかさこそと乾いた音をさせながら、巨大な甲こう虫ちゆうが現れた。スカラベ。フンコロガシとしても知られるその黒い虫は、古代エジプトでは、丸めた糞ふんを転がすその姿が太陽を動かしているように見えるところから、護ご符ふにも用いられている。

　それを、クレオパトラは自在に操あやつることができた。いまここでこの《本》を細かい紙片にしてしまえ、と何かが心の奥で強く誘ゆう惑わくする。もしくは警けい告こくか。

　しかしこの男も、そしてこの《本》も、《主》のものだった。それを勝手に処分して、果たして無事に済むのか──その不安がどうしても拭ぬぐいきれない。もはや生まれた年は忘れたが、何百年とこの世にあって、人の世の変へん遷せんを見続けてきたが、それでもまだ足りなかった。この世から消えてなくなるのは恐ろしかった。

　クレオパトラは手を下ろした。

　スカラベは現れたときと同様、乾いた音をたてながら闇やみへと紛まぎれ、一匹も見えなくなった。

「賢けん明めいだ」

　その声に、クレオパトラは心しん臓ぞうが破れそうになった。いつからいたのか、振り返るとすぐ後ろに《主あるじ》は気け配はいも立てずに立っていた。

「す、すみま──」

「いい」

　クレオパトラは一いち言ごんで黙だまらせられた。男の声にはそれだけの迫力があった。否いな──男の子、だ。《主》の姿は少年のそれだった。今日きようの《主》は、布を幾重にも巻きつけたようなローブを身につけ、黄金の髪を後ろへと撫なで付けていた。

「この男たちには構うな」

「は、はい……」

　クレオパトラが下がると、少年は男の傍そばにしゃがみこんで裂けた顔を覗のぞき込んだ。傷の間に隠されたものを見るかのように首を捻ひねり、くつくつと笑った。

「してやられたな、《マイスター》。とんだ伏ふく兵へいがいたものだ」

　男は低く呻うめいた。

「安やすんじるがいい。おまえを責めはしない。あれは、私にも予見できなかった。注視もしていなかった。あのような子供の《マイスター》など」

　男の呻きがいっそう大きくなった。それは嗚咽おえつとも聞こえた。

「苦しいか？　苦しかろう。よしよし。いま楽にしてくれる」

《主あるじ》の手が黒衣の男の顔に当てられた。肉が焼けるときのような、じゅう、という音がして、男の悲鳴がコンクリートの地下の部へ屋やに谺こだました。

　クレオパトラは闇の中でスカラベたちが羽根を擦すり合わせて悲鳴のような音を上げるのを必死になってやめさせながら、《主》は男を殺すのだろうか、と考えた。

　だが、悲鳴が止やみ、《主》が男の顔から手を離すと、男はまだ生きているのがわかった。それどころか顔の傷は綺き麗れいに消え去り、そんなものがあったのが幻のようだった。

　男も何事もなかったかのように立ち上がると、

「我わが《主》……」

　と言って、深々と一礼をした。

「申もうし訳わけございませんでした。次は必ずや、フィフ・デグリースを解体して持ち帰ります」

「期待しているぞ」
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　そう言ってあげた右手の指の先がなくなっていることに、クレオパトラは気付いた。

（まさか……《主あるじ》は自らの体をこの男に分け与えて傷を治したのか？）

　しかしこの男は人間のはずだ。《本》ではない。人間の傷がどうして治るのか。その仕組みをクレオパトラは思いつくことができなかった。

「ニキよ」

　と《主》は男を呼んだ。クレオパトラは男の名前を初めて知った。

「我われらはしばしのち、大々的に反攻に出る。我らが動けば、すぐにも連中に知れよう。それほどの作戦だ。邪じや魔まをさせるな」

「御ぎよ意い」

　黒衣の《マイスター》はルーエットである《本》を取り上げると、何事もなかったかのように、クレオパトラには一いち瞥べつもくれずに部へ屋やを出て行った。

　まさしく目もくれぬ、という態度。

　あの男をどうしてここまで《主》が重ちよう用ようするのか、クレオパトラにはわからなかった。確たしかに《マイスター》は貴重な存在だ。新しい仕掛けも、修理も、ただの《禁書》にはできない。しかし《主》はそれができる。あのような男は必要ないはずだった。

（……もしや《主》は《マイスター》としての力を失われたのか……？）

　そういえばもうずいぶんと新しい仕掛けを見ていないことに、クレオパトラは気付いた。いままでそれは自分の体を修理するための《紙》が揃そろうまで待っているのだとばかり思っていたのだが、ひょっとしてそうではないのだろうか。

「──クレオパトラ」

「は、はい」

　見み透すかされたのか、とクレオパトラは焦あせった。だが、《主》は裾すそを引きずりながら踵きびすを返し、ついてこい、と身振りで示しただけであったので安あん堵どした。

　暗い廊下を《主》は逡しゆん巡じゆんなく音もなく進み、クレオパトラはそのあとをぺたぺたとサンダルを鳴らしながらついていった。

　やがて階段が現れたが、それは元からあったものではなく、床ゆかを砕くだいてさらに下へと掘り進めた地下道だった。初めは土の湿気が少々不快だったが、木で周囲を固めてからはそれも気にならなくなった。

　天てん井じようからは永遠に灯ともり続ける《仕掛け》のランプが下がって辺あたりを照らしている。すぐ後ろにはかさこそと音を立てる闇やみが天井をついてきていた。

「戦略を聞こうか」

　半ばほども進んだかと思われる頃ころ、《主》は不意にクレオパトラにそう訊きいた。《主》は細かな作戦は立てない。大まかな方向性を示すだけである。実際の戦略を立てるのは配下の自分たちの仕事であり、《主》はそれを了承するか、しないか、だった。

　はい、とクレオパトラは答え、天てん井じように向かって手を伸ばした。スカラベたちがボードを運んできて渡してくれる。それに目を落としつつ、ええと、と呟つぶやいた。

「とりあえず、コミエスでの実用試し験けんは大成功でした。《本》を購こう入にゆうした人間の七割が欲望を満たされて自らも《本》に」

「七割か。少ないな」

《主あるじ》の言葉にクレオパトラは背筋がぞっとし、慌あわてて釈明をした。

「そ、そんなこともないです。追加の調ちよう査さで、《本化》しなかった残りの三割の人間は、《本》が欲しくて買ったのではないとわかりましたから」

「では、なんのために買ったのだ」

「投とう機きのためだったようです。人気の絵師の限定本ですから。転売して小こ銭ぜにを儲もうけようと考えた者たちが、その三割の人間です。ですが、心配は要いらぬかと」

「なぜだ」

「次は、限定本ではありません。数も十分に刷すります。投機対象になりうるようなうまみがない、フリーペーパーでもう一度、試験を行いたいと思います」

「一度では足らぬか」

「コミエスでの実用試験は、まだ限定的です。あらかじめ興きよう味みを持った人間が《本》を手にしています。状況的には通常の《本化》の道程と同じ。目指すのは、特に興味もないが《本》を手にした人間が《本化》する──そこまで行かなくてはなりませぬ」

　長い地下道の行き着いた先に、再び階段が現れた。

　クレオパトラは《主》を追い越して先に上り、重い金属の蓋ふたを開けた。途と端たんにざわざわした仕事の音が押し寄せてくる。さっさと外に出、《主》を迎えるべく《本化》した男たちの手を止めさせた。

　衣きぬ擦ずれの音をさせながら《主》は《印刷所》に上がり、ゆっくりと辺あたりを眺め回した。クレオパトラは裾すそをはさまないようにどけて蓋を閉めると、ここがそうです、と言った。

「手にしたすべての人間を《本化》するための《本》を刷る、その工場として整せい備びいたしました。現在、試作品の印刷と組み立てをやらせています。──おい」

　クレオパトラが指を鳴らすと、一人ひとりの幽ゆう鬼きのような男が、完成したばかりの雑誌を持ってきた。香かぐわしいインクの匂においにうっとりとしてしまいそうになる。《本》にとっては極上の香水のようなものだった。もしくは最上級の料理の匂い。

　ともあれそうした誘ゆう惑わくに耐え、クレオパトラは《主》に雑誌を差し出した。

「御一読を」

　頷うなずき、少年の手で《主》はフリーペーパーとなる雑誌を受け取った。表紙にはカラフルな写真と共ともに『スイーツ特集号』と印刷してある。『和・洋の人気スイーツが勢ぞろい』とも。

「刺し激げきをするのは《食欲》か」

「はい。人間にはいくつもの《欲》がありますが、やはり抗あらがいがたく、そして強いのは生物としての本能に根ざしたもの。中でも《性欲》と《食欲》の二つは、理性を超えて人を突き動かします。特に男は《性欲》には抗いがたい。コミエスで売った《本》は、ずばりそこを刺し激げきして成功を収めることが出来ました。しかし、女の《性欲》は男ほど簡かん単たんには励れい起きできません。しかし《食欲》は別。これは男女関係なく、そして女は甘いものには男よりも強く反応することがわかってます」

「辛からいものが好きな人間もいよう」

　ページをめくりながら、《主あるじ》は言った。

「もちろんです。すべての人間を満足させる《本》をただ一冊で作る事は不可能です。いずれは二大欲以外のニッチな欲望も満足させる多種多様な《本》を市場に流さねばなりませんが、まずはこれで新たな試し験けんを」

「ふむ」

　ページをめくる手が止まった。特集ページの真ん中に、小さなケーキの仕掛けがあって、それが立ち上がったのだった。

　スクウェアのショートケーキである。

　ホールを切った三角ショートにしなかったのは、仕掛けが複雑化するからだった。仕掛けの部分はどうしても手作業になるため、数を作るには仕掛けは簡単であればあるほどよかった。

「ただの三角ではないのだな」

　コミエスの時はそうした。

「はい。前回は販売した本も回収対象でしたから余計な手間は省はぶきましたが、今度はそのまま捨て置けるものです。欲望を励起されなかった人間に怪あやしまれることのないよう、単純ではありますが、ちゃんとした仕掛けを作りました。そして《仕掛け》が作動するのは一度だけ。それが量産品の限界だと、コミエスの《本》でわかりました」

「ふむ」

　別のページを開くと、今度は柏かしわ餅もちが立ち上がった。鈍にぶい緑みどり色いろの柏の葉と餅の白い肌のコントラストが、いかにもおいしそうだ。和洋いずれが好みでも、菓子であるのなら、この一冊で欲望が満たされるような作りにしたつもりだった。

　この辺あたりは、同じ《紙》であっても他ほかの連中にはわからない機き微びだ、とクレオパトラは思っていた。男女の感覚の差、と言えばいいだろうか。

　静かに《主》は《本》を閉じた。

「仕掛けの組版はどうやって作った？」

「一流のパティシエと老舗しにせの和菓子職しよく人にんを攫さらい、その者を《人間印刷機》にかけて《本》にし、その中から菓子に関する部分だけを抜き出して《仕掛け》の組版にしました。表紙や中身の写真、記事などは同じく一流の人間を《本化》して作らせてます」

「わかった」

《主あるじ》はクレオパトラに《本》を差し出した。

「やってみるがいい。おそらく銀髪鬼には気付かれようが、そこはニキたちに期待しよう」

「あの……」

　見本誌を受け取りながら、誘ゆう惑わくには抗あらがいがたく、クレオパトラは訊きいた。

「《主》様。あの男は何者なのです？　信用できるのでしょうや？」

「おまえは、昨日きのうの敵は今日きようの友、という言葉を知っているか？」

「はい」

「つまりはそういうことだ」

《主》は子供の顔には似合わぬ、ひどく酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。そこには、これ以上の問いを許さない、とはっきりと示されていた。

「わ、わかりました……」

　そう言って引き下がるしか、クレオパトラにはできなかった。

「ジャックたちにも手て伝つだわせよう。ここは手が足りておらぬのだろう？」

「そうですが、よろしいのですか？」

「焚ふん書しよ鬼きであろう？　あれはおまえがよく抑おさえてくれた。あの者らの両親の《本》がこちらの手元になくとも、動くことはあるまい」

「と思います」

「あとはニキが銀髪鬼を解体しさえすれば、私の敵は存在しなくなる。もはやあれだけの《戦せん闘とう司書》を作れる《マイスター》はいないのだからな」

　背中を少し丸め、老人のようにくつくつと笑う《主》の姿に、クレオパトラは何な故ぜか畏い怖ふとは違う気味の悪さを感じ、一礼をして踵きびすを返すと、そそくさとその場を後にしたのだった。
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「やれやれ、やっと家に帰ってこれた」

　文ふみ人ひとは着替えの入ったボストンバッグをあがりかまちに置くと、んん、と背伸びをした。

　つん、と鼻をつく古書の臭においもなんだか懐なつかしい。懐かしい、などと。こんなことを前は感じたことはなかった。

「じゃが、やはり戻っておらんようじゃな」

　しっかりと鍵かぎをかけながら、いまはもう両足の揃そろっているフィフは、玄関に並べられた靴を見た。そこに崎さき田た姉妹の靴はなく、母によればコミエスの日からずっとだという話だった。

　ただし、母にだけ、メールがあったらしい。

　その内容は、

『しばらく戻れません。文人さんのお見み舞まいにもいけず、申もうし訳わけありません』

　というものだった。

　それを見たフィフは、

「連中、知っておるのじゃな!?　知っていて来ぬのじゃな!?　あの恩知らずどもが！」

　と怒っていたが、文ふみ人ひとはむしろほっとしていた。メールを信じるのなら、敵の手にかかったとか、そうした理由ではないからだった。

　彼女たちとは共きよう闘とう関係にありはしたが、目的は違っていた。もしかすると二人ふたりは、自分たちの両親の行方ゆくえについて、何か手がかりを得たのかも知れない。だとしたらそれは喜ばしいことだった。

「にしても、正しよう月がつもなしとは……」

　フィフが落胆したようにこぼした。

　文人の入院は短くてすんだものの、それでも正月を病院で過ごすことになった。

　病院でもちょっとした年始のイベントはあったし（お年玉が配られた。中身は飴あめだったが、人によって違ったらしい）、栄養のバランスはよくても正直あまりおいしくはない病院食に雑ぞう煮に（これも患者によって具は変えられていたが、文人は外傷ばかりだったので普通の雑煮だった）も出た。しかしフィフの分まではなかった（紙が足らなかった）ので、大いに不満だったようだ。

「母かあさんと初はつ詣もうでには行ったんだろ？」

「それはそうじゃけど……」

　フィフは、ぷう、と頰ほおを膨ふくらませた。

　その足は綺き麗れいに揃そろっている。大おお晦日みそかに、文人が修理したのだ。コミエスでの成果は、目に見えてあった。

　やっぱりにぶちんじゃ、とフィフはブツブツ言っていたが、足のことではあるまい。何のことか、文人にはさっぱりだった。

　マフラーを取り、コートを脱いで玄関のフックに引っ掛けると、その足で洗面所に行って、ボストンバッグの中の汚れ物を洗せん濯たく機きに放り込んだ。ついでにカゴにたまっていた服なんかも入れてしまう。

「わ」

　文人はその中のひとつを見て、思わず声を漏らしてしまった。

　パンツだった。

　母親の物ではない。ありえないし、そうであって欲しくはなかった。何な故ぜならそれはふんだんにレースがあしらわれていて、面めん積せきも随ずい分ぶんと小さいものだったからだ。

　ネットに放り込むと、かごの中から同じものがもうひとつ出てきて、文人はほっとした。やはりこれは崎さき田た姉妹のものだ。何故なら片方にはマジックで『ルカ』と書かれていた。だが、下着をそのままにして消えてしまう用事とは、やはり両親に関することなのだろうか。

　乾かん燥そうまで全自動で設定してスタートさせると、文人は居間に向かった。

　先に来ていたフィフはロングソファーの背もたれに両腕を投げ出していて、

「やっぱり家はいいのう」

　などと、文ふみ人ひとを見て呟つぶやいた。

「おまえは足が治ってからは毎日、帰ってきてただろ？」

「フミヒトがいてこその家じゃ。《まいすた》と長い間、離はなれているのは落ち着かぬ。拙せつとそなたは一心同体じゃからな。《まいすた》ならそのぐらい察せ」

「そりゃ、光栄なことで」

　そんな軽口を叩たたき合って、文人はキッチンに向かった。インスタントのコーヒーを淹いれようと、電気ケトルに水を入れてスイッチを入れ、カップを棚から出してフリーズドライされた粉を二匙さじすくって入れた。

（……今日きようはどうかな……）

　舌の感じ方には、波があった。ひどくまずく感じるときもあれば、前と変わらず普通に味を感じるときもあった。それがまた、体の変化を否いや応おうなく感じさせられて、食事をするのがすこし億おつ劫くうになりつつあった。毎日、テレビのバツゲームをやらされているようなものだ。

　その中で、コーヒーのブラックは元の味が味なのであまり変化を感じないですむことに気付いてからは、小腹が空すいたときにはそれで誤ご魔ま化かすことにしていた。

　電気ケトルのスイッチがカチッと上がった。お湯が沸わいた。

　カップに注いで搔かき混ぜ、おそるおそるそのスプーンを口に含むと、酸味を含んだ苦にが味みが広がった。今日は大丈夫なようだ。

　ほっとして居間に戻ると、フィフはさかさまになっていた。だらんと背もたれに足を投げ出している。その様よう子すに、文人はコーヒーをこぼしそうになった。

（見えそうだって！）

　フィフはパンツを穿はいていない。そうに違いないのだ。なのにそれを忘れたように振ふる舞まうので、文人はいつまでもたっても気が気でなかった。

「……見えちまうぞ、フィフ」

　平静を装よそおって言うと、

「あ？」

　何が、と言う顔をしたのも一いつ瞬しゆん。顔を真まっ赤かにしてずり落ちかけていたスカートを押さえ、さかさまになったまま、文人を睨にらんだ。

「見たな!?」

「見てない」

　本当のことだ。これまでだってちゃんと見てしまったことなど、一度もない。

　カップを手に向かいのソファーに座ると、フィフはスカートを押さえたまま器用にくるりと回転して座り、開いた足の間に両手をつっこむような格好で、

「見た！」

　と繰くり返した。

　文ふみ人ひとはため息をつくと、口に持っていきかけていたカップをテーブルに置いた。

「見てほしいの？」

　フィフの顔は、火を噴ふかんばかりに赤くなった。実際にそんなことになったら、顔が丸ごと焼けてしまって大変である。

「そそそそそんなわけがあるかっ！」

　スカートをますます引っ張って、フィフは眉まゆを吊つり上げた。

「何を言うのぢゃ！」

「見せたいなら、見ないこともないけど。そうだな。とりあえず、その手をどけてスカートを捲めくってみなよ」

「こっ──この変態っ！」

　飛んできたクッションを首を捻ひねっただけで、文人は避けた。傷の痛みはもうない。クッションは後ろの壁かべに当たって落ちた。

「いつからそんないやらしい男になったのぢゃ！　せ、拙せつは悲しいぞっ！　はっ！　ま、まさかこれから拙にとんでもなくいやらしい服を着せたりして、慰なぐさむつもりなのぢゃ──そうなのぢゃな!?　この性欲の権ごん化げが！」

　文人はフィフである《本》を開くと、中からパジャマのズボンを《飛び出させ》ると、それをつかんでフィフに向かって投げた。
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「とりあえず、それを穿はいとけよ。これから八や代しろたちが来るんだ。パンツ穿いてないってばれても面めん倒どうくさいだろ？　変な方向に話が行っちゃいそうだし」

「わ、わかっておる」

　少しむくれてフィフはソファーを立つと、文ふみ人ひとに背中を向けてズボンを穿いた。一いつ瞬しゆん、スカートが先にめくれて白いお尻しりが丸出しになり、文人は息を吞のんだ。コーヒーを含んでいなくてよかった。そうであったら、全部、噴ふき出だしてフィフを溶かしてしまうところだった。

「どうじゃ？」

「スカートは脱げよ」

「いやらしいやつじゃな！」

「違うだろ！　ズボンの上にスカートまで穿いてるのは変だ、って言ってんの！」

　フィフは首を捻った。

「そうなのか？　フミヒトの学校でもそうした女子を何人か見たぞ」

　確たしかにそうした生徒はいる。スカートの下にジャージを穿いて寒さを防いでいるのだ。だがあれは少数派だし、格好のいいものではない。

「別に家の中は寒くないだろ？」

　装そう丁てい家かの父の作品──即すなわち《本》が大量に保管されている江え本もと家けは、まるで美び術じゆつ館かんのような空くう調ちようシステムを備え、湿度温度を《本》に最適な値に保っている。それは人にとっては快適とは言えないが不快ということもない。

　しかし、フィフはスカートを脱がなかった。

「かも知れぬが、べつにいいじゃろ？」

　と言って、そのままソファーに体を投げ出した。ひょっとしたらこの重かさね穿ばきを気に入ったのかも知れない。どこがかはわからなかったが。

「フミヒト、拙せつにも」

　そう言って、手を伸ばす。

　文人は《本》を開いて、中から《湯気を立てる紅茶》を《飛び出させ》た。フィフはソーサーごと受け取り、ふうふうと息をかける。《クッキー》も《飛び出させ》て、テーブルに置く。

　文人はためしにひとつつまみ、齧かじってみた。何の味もしない。強しいて言うなら紙の味、だろうか。やはり今日きようの天てん秤びんは、人間側に大きく傾いているようだった。

　フィフは片手でつかめるだけつかむと、ひとつずつ器用に手の間から押し出して食べた。さくさくとおいしそうな音がする。

　そんな音が聞こえてしまうほど、家の中は静かだった。

「静かじゃな」

　同じことを感じたのか、フィフは呟つぶやいた。

「ルカさんたちがいないからね」

　コーヒーを啜すすって、文ふみ人ひとはわかりきったことをあえて口にした。

　ったく、とフィフは鼻を鳴らした。

「どこをふらふらしておるのじゃ、あのブラなしどもは」

　文人は苦笑した。

　崎さき田た姉妹は窮きゆう屈くつだという理由でブラジャーをしないのだ。そういえばさっきの洗せん濯たく物ものの中にもそれはなかった。「ブラなし」「パンツ穿はかないやつに言われたくない」というのは、最近の江え本もと家けの日常の光景だった。

「……やっぱり、ご両親の《本》の手がかりが見つかったんじゃないかな。僕は命に別状がなかったんだし、僕が入院してる間くらい、フィフもいるから自分たちがいなくても大丈夫だと思ったんじゃない？」

「拙せつはそうは思わぬ」

　強い口く調ちようで、フィフはきっぱりと言った。

「ビーにも見つからぬものがそう都つ合ごうよく見つかると思うか？　それに、命に別状がないといっても、フミヒトが直接狙ねらわれたのじゃ。殺されかけたのじゃ。猫のやつがいなければどうなっていたか。そんな時に、あの二人ふたりはどこで何をしていたのじゃ？」

「何、って……クレオパトラを追いかけて行ったんじゃ──」

「そうじゃ。なのに、それについて何の報告もないというのはおかしくはないか？　そもそも何な故ぜ、ママさまの携けい帯たいなのじゃ？　ママさまだけなのじゃ？　姿を消すなら消すで、フミヒトの携帯にも何か連絡があってしかるべきじゃろ？」

　確たしかにフィフの言う通りかもしれなかった。

　クレオパトラを取り逃がしたのだとしても、それならそれで何か一言あってもいい。あの二人ふたりが今回に限ってひどく申もうし訳わけなく思って、何も言えずに姿を消すとは思えなかった。

「何かがあった──フィフはそう思うのか」

「うん」

　カップを包むように持って、中身の減った琥こ珀はく色いろの紅茶に視し線せんを落とす。

「あの二人は、あれで強い。《本》を燃もやすな、という制約がなければクレオパトラとも互角に渡り合えるはずじゃ。その場合、被害は甚じん大だいじゃが、そうしたことは起こっていない」

　文人は頷うなずいた。

　コミエスでの騒そう動どうは、一部のコスプレイヤーの暴ぼう走そう、というところで落着しそうだった。実際、あれをイベントか何かと思っていた人間も少なくはなく、当然のように文人も警けい察さつに事情を訊きかれたのだが、いきなり因いん縁ねんをつけられた、で通した。

　もちろん捜査のプロである警察官がそんな子供の噓うそに簡かん単たんに納得するはずなどない。それでも矛ほこを収めた背景に、フィフとビーの捜査への介入があったのはいうまでもない。

　担当者たちは、狐きつねにつままれたような気分なのではなかろうか。どういうわけかいつの間にか捜査が終結してしまったのだから。

「となると、考えられるのは」

　フィフはズボンを穿はいた膝ひざの上にカップを置き、ゆっくりと嚙かんで含めるように言った。

「裏切りじゃな」

「まさか！」

　文ふみ人ひとは笑った。

「ルカさんたちの両親を《本》にしたのは連中だよ？　そいつらの側に二人ふたりがつくなんて、考えられないよ」

「取り引きをしたのかも知れぬぞ？　《本》にしたのが連中なら、その《本》を人質にすることもありえるのではないか？」

　文人は息を吞のんだ。その可能性はまったく考えなかった。

「……脅おどされて、僕らを裏切った、と？」

「うん」

　ありえなくはない。取り引きとはいわなくても、脅されれば、寝返らざるをえなかったのかも知れない。しかし。

「けど、それなら逆にここにいた方が自然じゃないか？　その方が、僕らの不意をつける。それこそ、僕の目を盗んでフィフを燃やす事だって」

　それもそうか、と呟つぶやいてフィフは黙だまった。

　残る可能性は何かを、文人は考えた。考え付く理由はそれほど多くはない。その中で、いまの状況とマッチするのは、休戦、だった。

「……連中は、ルカさんたちに手を引ひくことを納得させたんじゃないかな？」

「どうやって？　見返りはなんじゃ？」

「ご両親の《本》に手を出さない、とか」

　は、とフィフは笑った。

「見つかってもおらぬものが質しち草くさか？」

「けど、これから先も見つからないとは限らないだろ？　連中は、手を引かないなら本気で探し出すとか、二人に言ったのかもしれない。それなら二人が顔を出さないのもわかる。僕らのところに戻らないことで、連中に約束を守っていることを示しているんじゃないかな」

「ふうむ……」

　フィフは手の中でカップをゆっくりと揺らした。

「そうしたことなのかも知れんな。ということは、ビーが連中よりも先にブラなしどもの親である《本》を見つければ、また戻ってくるということか」

　なんだかんだ言っても戻ってきて欲しいんじゃないか、と言いかけたのを文人は飲み込んだ。余計なことを言って、そんなことはない、《本》の探索もやめる、と言い出されたら困る。

　うむ、とフィフは一人ひとりで何かを納得したようだった。

「ビーもこの頃ごろはますます忙しい身じゃが、あらためてよく頼んでおくことにしよう」

「忙しいって……何かあったの？」

「ありもあったりじゃ。このところ急に《本》が増えてな。どうやら連中は本腰を入れてきたらしい。拙せつもビーの情報を元にして、《本》になった人間のことを、自分なりに調しらべたりしておったのじゃが、どうにもそうしたことは不得手でな。さっぱりなにもわからん」

「待った！　そんなこと一言も言ってなかったじゃないか！」

「あたりまえじゃ。退院するまでのそなたの役目は、一日でも早く傷を治すこと。余計な心労が増えては傷に障さわる。知ったところでベッドから動けないのでは、どうしようもなかろう」

「そうかもしれないけど……」

　文ふひ人ひとは唸うなった。動けなくても考える事はできた。情報を集めて何がしかの対策を立てることはできた。その可能性はあった。

「どうせ、頭脳労働ならベッドでもできたのに、とか考えているのであろう？」

「……そうだよ」

　隠しても仕方がない。それが事実だった。

　フィフは鼻で笑った。

「そなたの怪け我がが何で早く治った思っておるのじゃ？　半分は《紙》の力じゃろう。フミヒトよ。《仕掛け》が《飛び出す》のに何が大切だと、拙は教えた？」

「《マイスター》のイマジネーション？」

「そうじゃ。そなたは日々、早く治れと願ねがっていたであろう。それがそなたの中の《紙》を活性化させ、傷の治りを早めたのじゃ。もしもそなたに《本》の増加を教えたら、退院はあと一週間は延びていたであろうよ。そうしたら被害はさらに広がっていた。違うか？」

「けど、早く対処を始めれば、もっと被害が出なくてすんだって考えもあるんじゃないか？」

「どうやって」

　フィフは呆あきれたように言った。

「拙は《まいすた》であるそなたが傍そばにおらねば、十分どころか一分でさえ力を発揮できぬのじゃぞ？　《奴やつ》の《禁書》とは違うのじゃ。みすみす返かえり討うちにあえというのか？」

「それは……」

　文人は反はん論ろんできなかった。

　考えてみれば当然だった。もしフィフが単独で行動できるなら、そうしていたはずだった。文人に《仕掛け》だけを作らせれば、それで済む話だった。

「《戦せん闘とう司書》が《まいすた》と常に行動を共ともにするのは、その必要があるからじゃ。大きな力にはそれなりの制約があるのじゃ」

　なんと答えていいかわからず、文人は逃げるようにテレビのリモコンを取って、スイッチを入れた。考えが及ばなかった自分が恥ずかしかった。

　丁ちよう度ど、昼のニュースの時間だった。

　といっても流れてきたのはワイドショー形式の番組で、それだけに話題をセンセーショナルに取り上げていた。

　画面に『現代の神隠し！』とテロップが大映しになって、文ふみ人ひとはどきりとした。なんとタイムリーな。それともそれほどに騒さわぎが大きくなっているということだろうか。

『真冬の怪かい談だん、とでも申し上げればよいのでしょうか』

　と、女性レポーターはどこかの路地を歩きながらカメラに向かって言った。

『いま、都心を中心に若い女性の失しつ踪そうが相次いでいます。このアパートに住むＡさんは、一昨日おとといの朝、アルバイトに出かけたきり戻る事はありませんでした』

　画面は切り替わり、その女性の知人と思われる人がバックショットで映し出された。

『Ａさんが失踪するような理由に何か思い当たりますか？』

『全然！　だってわたしたち、来月一いつ緒しよに温泉に行くことになってたんですよ？　それなのに急にいなくなるなんて……』

　女性は涙声になった。

　画面は再び路地を歩くレポーターの姿になる。

『カジマさん』

　とスタジオの司会者が呼びかけた。

『Ａさんは誰だれかに怨うらまれていたとか、そういう話はないんですか？』

『──はい、ありません。特にトラブルを抱えていたという話も、周辺の取材からは出てきませんでした』

『近所で何か事件のようなものは』

『──はい。この辺あたりでは去年末に数件、下着泥どろ棒ぼうの被害は出てるんですが、今回のＡさんの失踪となにか関係があるのかは不明です』

『そうですか。ありがとうございました』

　画面はスタジオへと変わった。

　司会者に振られてスタジオのレポーターが事件の経けい緯いなどを説明したあとで、巨大なフリップを背にした。

　それは、文人の家をも含んだこの近辺数区の地図で、多数の赤い丸が貼はり付けられていた。

『──これが、いま現在わかっている、行方ゆくえ不ふ明めいになっている方々の住んでらした場所です。ごらんのように広こう範はん囲いに散らばっていて、比較的年ねん齢れいの若い女性であるということ以外に共通点がないのが実情です』

　すると、フィフが鼻を鳴らした。

「この連中には知る由よしもないが、消えた者たちの大部分が《本化》しているのじゃ。残念ながらその行方ゆくえは知れぬが、目もく録ろくにはしっかりと載っている」

「じゃあ──」

「連中の仕し業わざ以外にはありえぬな。コミエスでの結果を経て、いよいよ本格的に動き出したに違いない。しかし、コミエスといい今度といい、いったいどのようにしてこれだけの人間を短時間で《本》にしたのか、それがわからん」

「あの三さん角かく錐すいっぽい《仕掛け》は？」

　文ふみ人ひとは、コミエスでクレオパトラが売っていた本を思い出して訊きいた。しかし、あれを本と呼んでいいものか。無地の紙を二つ折りにして、その中央に三角錐の《仕掛け》が起き上がるだけのものだったのだ。

　だがそれで、男たちは《本》になった。

「あれを調しらべれは何かわかるんじゃないのか？」

「残念ながらあの騒そう動どうの最中になくしてしまったのじゃ。おそらくクレオパトラの虫が《本》になった人間と一いつ緒しよに回収したのじゃろう」

「じゃあ、手がかりはなしか」

　フィフはため息をついたが、それが返事だった。

「事件が起きている周辺を調べるしかないの。そうすれば必ず《本》に関する何かが見つかるはずじゃ。なんであれ、《紙》に触れずには《本》になることはありえん」

　そう断言して、フィフはにじるように文人のほうへ身を乗り出した。

「フミヒト。こういう時こそ《いんたあねっと》の出番ではないかの？　小こ癪しやくなやつじゃが、情報の速さでは活字は敵かなわん。憎たらしいがの」

　本当にくやしい様よう子すで、フィフは舌を何度も打った。

　文人は笑いを必死に堪こらえた。《本》たちの、ネットへの対抗心の強さは、思わず苦笑してしまう。別にそれだけが書しよ籍せきが売れなくなった理由ではないと思うのだが、そう頑かたくなに信じたいのではないかと思える節がある。

　そのフィフが、ネットを頼れ、というのは笑い事ではなく、事態は切迫しているということなのだろう。

「あとで調しらべてみるよ。噂うわさと事実の境界を見み極きわめるのが難むずかしいとは思うけど、きっと何か噂以上のものがどこかにあると思うから」

「うむ。便利に使ってやれ」

　何で上から目め線せんなんだか、と苦笑しつつ、話題が芸能人の不ふ倫りんに変わったテレビのチャンネルを変えた。健康についての番組をやっていたので、ボリュームを落としてそのままかけておくことにした。そうしておかないとなんとなく寂さびしく、落ち着かなかった。

　もうすぐ八や代しろたちが来る。それを考えるとどうしても心が強こわ張ばった。いまさら、だとは思う。だが、どこかでまだ自分は彼らの《友達》でありたいと思っているのかも知れない。

「ところで、さ……フィフ」

「ん？」

「八や代しろたちが来る前に訊きいておきたいんだけど」

「わかっておる」

　フィフはクッキーをひとつ食べ、飲み込むまで文ふみ人ひとを待たせた。

「ヤシロの記き憶おくのことであろ？」

　フィフは指を嘗なめるとカップをテーブルに置き、ソファーの上で胡坐あぐらをかくようにしてその足の間に両手をついた。ズボンを穿はいているので安心だった。

　文人は、うん、と頷うなずいた。

「確たしか、ちゃんと書き換えたって言ってたよな」

「うむ。あれからビーにも助けてもらって調べたのじゃが、理由は単純であったよ」

「どういうこと？」

「ヨミと違って、ヤシロは日記をつけておらん。なので、記憶の改かい竄ざんには喘ぜん息そくの治ち療りよう記き録ろくの日誌を使ったのじゃ。しかし……ヤシロは、あの事件の時にはすでに、その日誌を使っていなかったのじゃ。記憶の改竄は、その時点で使用している記憶に連なるもの──ママさまであればアルバム、ヨミであれば日記じゃな──それでなくては、現在の記憶には作用せぬのじゃ」

「それは……確かに単純なミスだ」

「なかなか顔を合わす機き会かいもなかったし、ヤシロも自分の記憶違いだと思い込んで態度にもださなんだから、てっきりうまくいったものだとばかり思っていた」

「確かく認にんしなかったのかよ」

「だから、その機会がなかったといっておろうが。それを言うなら、フミヒト。そなたが気付いてしかるべきであろうが。友達なのじゃろ？」

　その言葉は、文人の胸を深く抉えぐるような痛みをもたらした。しかしそれは八代のことをおもっての痛みではなかった。彼にすまないと思うということよりも、これで彼らを失うかも知れない、というその痛みだった。

　革表紙の張り付いた胸を押さえるようにして、勝手な話だ、と文人は呟つぶやいた。

「ん？　なんじゃ？」

「なんでも」

　文人は胸から手を放すと、背もたれに体を預けるようにして息をついた。

「で、どうするのさ。もう一度記憶を書き換えるのか？」

「それができるなら、わざわざ連中をここへ呼んだりはせん。それに、ここまで大量の《本化》が進んでいるとなると、何かの拍子にまた思い出してしまう可能性が高い。記憶の上書きは文字通り上書きであって、上塗りのようなものじゃ。剝はがせば下地が現れる。その度たびに、同じ事をしていられる状況ではない。そなたの」

　フィフは文ふみ人ひとの胸を指した。

「体は、心しん臓ぞうどころか肉体そのものも《本》に、物言わぬただの《本》になりかけている。事実を話し、邪じや魔まをさせぬほうがよい。信じるか信じぬかはあの二人ふたりしだいじゃが」

「……そうだな」

　いい加減、潮しお時どきだろう、と文人もコミエスのことで思ってはいた。

　どこにいても、連中とは引き合ってしまう。ならば、あの二人には傍そばにいてもらわない方がこの先はよかった。電波だと思われて、距きよ離りを取ってもらった方がよかった。

　何の関係もない、連中との戦いに何のメリットもないあの二人を、自分たちの争いに巻き込むべきではなかったのだ。

「本当は、《人間印いん刷さつ機き》のときに、関係を清算するべきだったんだよな。なのに、僕らは雲くも木きに甘えすぎだ」

「拙せつも、ヨミが好きじゃったよ。何か──妹ができたみたいでの」

「妹なのかよ！」

　どう見ても、逆である。

　しかしフィフは、あたりまえじゃ、と胸を張った。

「本当の拙は、どっかんぼっかんな大人おとなの女なのじゃからな！　そなたも見ているであろ？」

「そういわれればそうなんだけど……」

　だが、文人の中でフィフはもはや、いまのこの小さい姿以外にはなかった。一番最初に路地でまみえた時に見た大人のフィフのことは、はっきりと憶おぼえているが結びつかない。

「フィフは、いまのフィフがフィフだしな」

「んん？　早口言葉か？」

「いや、なんでもない」

　文人は立ち上がると、食器を片付けて紅茶の用意を始めた。これから寒い中、雲くも木きと八や代しろはわざわざ来てくれるのだ。これが最後なら、せめてものもてなしをしたかった。

「フィフ。やっぱ、スカート脱げよ」

「フミヒト……乙女おとめに向かって何度もスカートを脱げとは、なんといやらしいやつじゃ！」

「そういう意味じゃねえ！」

「ま、まあ、フミヒトがどうしてもっていうなら、《まいすた》の命令だし、脱ぎっぱなしでいないこともない、けど……？」

「顔を真まっ赤かにしながら、上うわ目め遣づかいでおかしなこと言ってんな！　そんな台詞せりふ、どこの誰だれに習ってんだ！」

　フィフは、は、と笑った。

「フミヒトのパソコンのブックマークにあったサイトの漫画じゃ」

　文人はあやうくカップを落としそうになった。

「な、なんっ──勝手にっ──どうやっ──！」

「ママさまにな、操そう作さの方法を教わったのじゃ。頼んだら、そなたがいなくて退屈じゃろうって、快く、わかりやすく教えてくれたぞ。《いんたあねっと》を憎んでいてばかりでも仕方がないからのう。敵を知れば百戦危あやうからず、じゃ」

「おまえはまず己おのれを知れ！　っていうか、あのババァ！」

「フミヒト。ママさまをそんな風ふうにいうのは悪い子じゃ！」

「悪い子はおまえだ！　人のプライバシーをなんだと思ってる！」

「ほほう？」

　フィフは顎あごに手を当てて、にやりとした。

「ならば、ママさまに訊きいてみるかの？　うっかり、そなたが見ていたえっちな漫画のサイトを見てしまった拙せつと、ママさまをババァ呼ばわりするそなたと、どっちが悪い子か」

　文人は言葉もなかった。どっちも、自分が悪い子だった。

「くうっ……」

「わかったようじゃな。……まあ、気にするな。拙も気にしてはおらん。そなたぐらいの年とし頃ごろにはよくあることじゃ。しかし昔はベッドの下にそういう本を隠しておいたと聞いていたのじゃが、最近はやはり《いんたあねっと》なのじゃのう」

　そんな話を誰から聞いた、とは訊けなかった。

　もしそれが母親だとしたら、フィフはサイトのことを母に話していることになる。だが、母はいつもとまったく態度が変わっていなかった。

「安心しろ。ママさまにではない。──ほら、手が止まっておる。ヨミたちが来るまでに、そう時間もないぞ？」

「わかってるよ！」

　文人は、初めて好きになった女の子のことを思って書いた詩を──そんなものは存在しないが！──読まれてしまったような気分になりながら、紅茶を粛しゆく々しゆくと用意するしかなかった。




　　　　　☆




「ふう……」

　グリーズ・ビーは大きくため息をついて、大きな《本》をテーブルに置いた。

　同じような《本》がテーブルにも床ゆかにも、山のように積つまれている。

　その一角には、巨大な熊くまのぬいぐるみの頭だけが乗っていて、取れかけたボタンの目が彼女の様よう子すをじっと見ていた。

「……いい加減、統合が終わってくれないと困るなあ……」

　黒いドレスのむき出しの肩を自分で揉もみながら、ビーはぐるりと辺あたりを見回した。

　円柱の内側のような部へ屋やには、壁かべにびっしりと本棚が並んでいるが、そのあちこちに新しい扉とびらが出現していた。《虚うつろの図と書しよ館かん》の別べつ棟むねへの移動のための扉だった。以前に比べると随ずい分ぶんと数も増して、他ほかの《管理司書》との連れん携けいも取れてきたとはいえ、全すべてをまとめるにはまだまだ時間が必要だった。

　いまこの瞬しゆん間かんにも、《本》はどんどんと増えている。

　ビー自身、《本》がどこから送られてくるのかわかってはいない。ビーは管理をするだけで、それは与あずかり知らなくてもいいことだった。

「……さて、と……」

　普ふ段だんは被かぶり物ものの中に押し込んでいる黒髪を後ろに払って、ビーはテーブルに向かった。

　巨大な《本》たちを無理やりに脇わきに除よけてスペースを確かく保ほすると、一冊の《本》を引き寄せて開いた。

　中からぐうっと《仕掛け》が立ち上がり、弾はじけるような音と共ともに実体化したのは、大型の顕けん微び鏡きようだ。別の部屋の司書から借りたことのある《本》の中にあったのを思い出して、頼んでおいたのが今け朝さ届いたのだった。

　ビーは、テーブルの上に別の本を置いて開いた。

　そこに《仕掛け》はない──否いな、あるにはあったが壊こわれていた。挟まれていたのは、折りたたまれた足のように見える《仕掛け》の断片だった。

　フィフが持ち込んだ、ルーエットと呼ばれる《戦せん闘とう司書》の足である。使われている《紙》から来歴を調しらべて欲しい、と頼まれていていろいろと試した結果として、可能性をほぼ絞り込むことに成功していた。

　だが、それがビーにはなんとも不可解で納得のいかないものだった。そこで、巨大な顕けん微び鏡きようの到着を待ち、最終的な確かく認にんをしてから報告をするつもりだったのだが、それがようやく手元に来たのだった。

　いまはただの《紙》であるルーエットの足から一部をハサミで切り取り、スライドガラスに載せ、プレパラートを作る。比較対象の永久プレパラートを、別の《本》から取り出して、並べてセットした。

　祖そは同じでも《紙》は《禁書》の制作過程で変化し、それぞれの《マイスター》の特徴が出る。絵で言えば筆のタッチのようなものだ。なので、顕微鏡で《紙》を覗のぞいて繊せん維いの文もん様ようを調べれば、誰だれが作ったのかがわかる。

　もちろん不ふ詳しようの《マイスター》も少なくはない。フィフ・デグリースもその一冊だった。

　最強の《戦闘司書》である彼女は、ビーが創つくられたときにはもう《虚うつろの図書館》の守しゆ護ご者しやとして知られていた。しかしそれがいつからなのか、誰に作られたのかはわかっていない。

　しかし、ビーが調べようとしているのはそうしたことではなかった。ルーエットが誰の作によるものかは重要ではなかった。

　彼女の足に触れたときに感じたもの──それが正しかった場合、それがどういう意味を持つのか、ビーにはわからなかった。だから、知らねばならなかった。

　ビーは顕けん微び鏡きようを覗き、ピントを調ちよう節せつした。

　一度顔を上げ、もう一度。

「……やっぱり……」

　ポツリと呟つぶやくと、ビーは顕微鏡はそのままに手早く髪をひとつにまとめて団だん子ごにし、部へ屋やの隅すみに置いてあった大きな熊くまのぬいぐるみの頭のところに行った。被かぶり、顔の位置を調節する。一人ひとりの時は別にして、これがなくては人前には決して出られなかった。

　本棚の間にある《扉とびら》の前に立ち、そっと掌てのひらを当てた。

　開くだろうか？　開けるだろうか？

　本来、《虚うつろの図書館》は、そこに本さえあればどこにでも繫つながれる。だがその仕組みを《奴やつ》がめちゃくちゃにしてしまって以来、いまだに完全には復旧していない。しかしいまなら、文ふみ人ひとの家にならば繫がる気がした。

　あそこは、本の気け配はいが濃こい──フィフはそう言っていた。愛がある、とも。ならば繫がるかも知れない。

　ビーは《扉》に自分自身を沈み込ませるように、静かに、とても静かに、意い識しきを尖とがらせる。




　　　　　☆




　チャイムが鳴り、誰だれかを確かく認にんする前に、

「来たようじゃな」

　とフィフは言って立ち上がり、玄関へと向かってしまった。

　文人は慌あわててあとを追った。ちらりと見たモニターには、確たしかに雲くも木きと八や代しろの姿が映っていた。他ほかに連れはいない。

「いま、開けてやる」

　裸足はだしのまま玄関に置りてフィフは鍵かぎを開け、ドアを押し開けた。

　緊きん張ちようした顔が覗のぞいた。

　雲木も八代も、まるでこれから恐怖の館やかたにでも乗り込むかのような、そんな表情だった。

　文人は来客用のスリッパを置いて、あがってよ、と言った。

　頷うなずく二人ふたりの後ろでフィフが鍵をかけると、あからさまに二人が怯おびえた顔をしたので、文人は苦笑した。

「大丈夫。別にとって喰くったりしないから」

「喰われてたまるかって」

　八や代しろが笑えみを浮かべてそう言ったのは、冗じよう談だんのつもりだったのかもしれない。だが、引ひき攣つった顔は、あながちそうでもないのかもしれない、と文ふみ人ひとに思わせた。

「じゃあ、こっち」

　文人は先に立って二人ふたりを居間へと案内した。

　テーブルにはとりあえず紅茶の用意ができている。ポットには、ティーコゼとかコジーとかいうカバーをかけてあるので、冷めていないはずだ。

「すごい本の数……」

　雲くも木きが呟つぶやくのが聞こえ、そうじゃろう、とフィフが威い張ばっていた。

「どれもこれもが、拙せつと同じく芸術品じゃ。こんな環かん境きように育って、どうして《本》が嫌いになれるのか、拙にはさっぱりじゃ」

　平素と変わらないフィフの態度に、雲木がくすりと笑うのが聞こえたが、それきりまた黙だまってしまって、沈ちん黙もくだけが埃ほこりのように積つもった。

　居間に着くと、二人にはソファーに座ってもらい、紅茶を出した。文人とフィフも対面に腰を下ろした。

　雲木も八代も紅茶には手を伸ばさなかったが、文人は落らく胆たんしなかった。今や得え体たいの知れない存在に成り下がった人間の家に来るだけでも勇気がいるのに、その人間が出した物に口をつけるのはもっと勇気のいることだ。

「そうだ、これ……」

　そっと雲木がテーブルに置いたのは、短くなった鉛筆だった。コミエスの会場でなくしてしまったと思い、諦あきらめていた鉛筆だった。

「これ……」

「江え本もとの、だよね？　会場で落ちてたから、一応、拾っておいたの」

「あ、ありがとう……」

　文人は素直に感かん謝しやの言葉を言うことができた。それは確たしかに自分のものだった。黒衣の男に散さん々ざんにやられたときになくしてしまい、二度と見つからないと思っていた。

　文人にとってはこれでなければ駄だ目めだった。これでなければ、時間を引き延ばすことはできなかった。他ほかの鉛筆でも試したのだが、何な故ぜかできなかった。

　受けとると、やはり手にしっくりときた。

　子供の頃ころから使ってきたものだ。こうして一度手放してみると、いかに自分がこの短い鉛筆を大切にしていたのかを思い知った。

　大切にポケットにしまうと、辺あたりにはまた沈黙が下りてきて、それが延えん々えんと続いた。

　やがて、隣となりでフィフが盛大にため息をついた。

「おまえたちはいったい何をしに来たのじゃ？　黙って座っていれば、拙らがべらべら喋しやべってくれると思ってるのか？　拙は訊きかれたことには答えてもよいが、自分から喋る気はないぞ。それをやったら何年かかるかわからん。訊ききたいことがあるなら、さっさと訊け。できるだけ簡かん潔けつに答えてやる」

　少し物言いがきついんじゃないか、と文ふみ人ひとは思ったが、そのくらいでないと二人ふたりは口を開けなかったかもしれない。

　八や代しろはようやく顔を上げると、真まっ直すぐに文人とフィフを見た。強い目だった。噓うそや誤ご魔ま化かしは真まっ平ぴらだ、という気持ちがひしひしと伝わってきた。それだけ悩んだということなのだろう。文人はひどく申もうし訳わけなく思った。

「じゃあ、訊く」

　八代はそう始めた。少し前のめりになって、両手を組んでいる。

「おまえら、俺おれたちの頭の中を弄いじったのか？」

「それが記き憶おくという意味ならば、是ぜ、じゃ。そなたたちには本来関係のない世界について、忘れてもらった」

　八代の組んだ手が白くなった。

「どうやって」

「説明してもわかるまい。わかったところでどうしようもあるまい。不毛な説明はせぬ」

「じゃあ、理由は！」

　吼ほえた八代に、雲木は怯おびえたように首を竦すくめた。だがフィフは平静を崩さない。

「それには答えよう。──首を突っ込まれても困るからじゃ。真実を知れば、ひょっとしたら逃げ出して、二度と近づかないでいてくれるやも知れぬが、それは蓋ふたを開けてみなければわからぬ。伸のるか反そるかの博ばく打ちを打つ気はなかった。ゆえに忘れてもらった。これでよいか？」

　八代は唇を嚙かんだ。

　きっと、もっと違うことが聞けると思っていたのではないだろうか。悪かった、これこれこういう事情があったんだ、これからは隠さずに全すべて打ち明けるよ、とか──自分ならそうだと文人は思った。

　だが、フィフはそれを打うち砕くだいて、さらに、突き放している。

「いったい……いったいなんなんだ、おまえたちは！」

　八代は感情を爆ばく発はつさせ、蹴けるように立ち上がった。紅茶がこぼれ、文人は息が詰まる思いがしたが、フィフはやはり平然と受け流し、八代を見上げた。

「……座れ」

　握られた拳こぶしが震ふるえている。殴りかかってくるんじゃないか、と文人は焦あせったが、フィフはあくまでも冷静だった。

「座らぬか。──人間」

　それは、自分が人とは違う別種の何かである、という宣言と同じだった。意味がわかったのか、八代は草が枯れるように、ソファーに落ちるように座った。

　フィフはズボンにスカートの重かさね穿ばきという、今この場にあってはずいぶんとふざけた格好で、ふむ、と呟つぶやいた。

「何者か、と問われれば、拙せつは《本》だと答えよう。開けば本当に《飛び出す》生きた仕掛け絵本。《禁書》と呼ばれる、この世ならざるものたちじゃ！」

　やはり、というか、八や代しろたちのリアクションはなかった。先刻までの、怒っているのとも違う。しまった、足を踏み入れる場所を間違えた、などと思っている、そんな顔だった。

「やはり信じぬか」

　ふっと笑って、フィフはソファーに体を預けた。

「ま、別に構わん。拙は求めに応じて話をしたまでじゃ。それをどう受けとろうと、それは拙には関係のないこと」

「いや、だって……なあ」

　毒気を抜かれたような顔になって、八代は雲くも木きを見た。振られた雲木も困ったように視し線せんを辺あたりに泳がせた。

「じ、じゃあ！」

　なんとか気持ちを立て直した様よう子すで、八代は言った。

「いったい俺おれたちのどういう記き憶おくを消したんだ！　それは答えられるだろ!?」

「──うむ」

　フィフは芝しば居いがかって大おお仰ぎように頷うなずいた。

「そなたらは、拙らと敵対する《禁書》との戦いに巻き込まれた。消したのはその記憶じゃ。連中は全人類を《本化》するという野望を持っていてな。拙はそれを阻そ止しすべく、長い間、奴やつらと抗こう争そうをしておるのじゃ」

　八代はなにも言わなかった。雲くも木きも同様だった。

（そりゃあ、呆あきれるよなあ……）

　いけないと思いつつ、文ふみ人ひとは苦笑した。

（確たしかにその通りなんだけど、簡かん単たんにまとめると、何か、すげー馬ば鹿かっぽいっていうか……もしかしたら、それを狙ねらったのかもしれないけど）

「……って、さあ……」

　八代は天てん井じようを仰あおいだ。喉のど仏ぼとけがくっきりと浮かび上がる。ひどく男っぽい。

「ざっけんな！」

　テーブルが割れるほどの勢いで、八代は拳こぶしを振り下ろした。カップが倒れて紅茶がこぼれ、フィフはおどけた様子で、おおっと、と足を上げた。

「ったくう。濡ぬれたらどうする。せっかくフミヒトが直してくれた足なんじゃぞ」

　あ、と雲木が呟いた。

「そういえば……その足……」

「覚えておったか」

　フィフは、にやりと笑った。

「千ち切ぎれた足をフミヒトが作り直してくれたのじゃ。たいしたものじゃろ？」

「雲くも木き！　おまえまでこんな馬ば鹿かな話を信じるのか!?」

「で、でも、わたし見たの！　フィフちゃんの足が千切れてて、でも、血が出てなくて……」

「そんなわけあるか！　足が千切れてそれで血が出ないなんてことが、あるわけないだろ！」

「じゃから」

　フィフは、ふふん、と鼻で笑った。

「拙せつは人間ではないと言っておろう。……ヤシロ。おまえもマインツ・ベルクのことは見ていたはずじゃが？」

「あれは……何かトリックがあるんだろ！　集団催さい眠みんとか！」

「そんなものはない。そう信じたいのはわかるがな。だから、記き憶おくを消してやったのに──いや失敗したのじゃったな。まあよい。だったら見せてやる。見せてやれ、フミヒト」

「何を？」

「《禁書》を、じゃ。ちょうど一冊、よいのがあるじゃろ？」

「……ああ」

　フィフが何を言っているのか、文ふみ人ひとは理解した。フィフを戻すでも、自分の心しん臓ぞうを見せるでもよかったが、それなら《これ》でも同じだ。

　文人は脇わきに積つんであった本の中からその一冊、『子猫はたたらない！』を取り出した。雲木が、あ、と呟つぶやきを漏らす。気付いたようだった。

　文人は、ゆっくりとそれを開いた。注視の中で、ぐぐうっと《仕掛け》が立ち上がる。すでに《本》自体が変化を起こしていて、物語の順番には並んでいない。《仕掛け》はあっという間に巨大に膨ふくらみ、八や代しろは、あ、あ、とおかしな声を漏らした。

　弾はじけるような音を立て、ミロが《本》から《飛び出し》た。

「──にゃにゃにゃにゃーん！」

「うわあ！」

　八代は、後ろに飛とび退のいた。ソファーの端に足を引っ掛け、落ちるように座る。

（そりゃあ、驚おどろくよな）

　むしろ平然としている自分が、文人はおかしかった。性格と言えばそうなのだが、それに加えて、いつの間にかすっかり慣なれてしまったらしい。

「よっ！」

　ミロは器用にテーブルの上に着地した。濡ぬれていないところを見事に選んで。

「なんにゃ！　びしょ濡れにゃにゃいか！」

　ぽん、と飛んでミロは八代のすぐ後ろの背もたれに着地し、上から覗のぞき込むように八代を見下ろした。長くて白い尻尾しつぽが、それだけ別の生き物であるかのように八や代しろの首に巻きついて、彼を絶句させた。

「にゃはは。肝きもっ玉たまの小さい男にゃにゃー。ご主人様、こいつ、引ひっ搔かいてもいいかにゃ？」

　日本刀のような爪つめを、ミロは八代の顔の前に突き出した。

「駄だ目めだ」

「ちぇー」

　すっと手を引いたミロは跳とび、今度は文ふみ人ひとの後ろに座って目を眇すがめた。八代が息を吞のむ。雲くも木きは一度見ているからか、驚おどろいてはいるものの八代ほどではなかった。

「やっぱり、本当だった……」

　雲木の声には安あん堵どしたような響ひびきがあった。

「自分がどうかしてしまったのではないとわかって安心したか？　ヨミ」

　フィフの言葉に、雲木は眼鏡めがねを押さえ、はっきりと頷うなずいた。

（そうか。雲木は自分の正気を疑っていたのか……）

　落ち着いたのか、雲木はまだ少しこぼれずに残っていた紅茶を一口、飲んだ。それは勇気と言ってもいいかも知れない、と文人は思った。自分なら、こんな得え体たいの知れない状況で出された飲み物に口を付けられるかわからなかった。

　雲木はカップから口を離はなすと、

「……夢、とかでも、ないんだよね？」

「この世が誰だれかの夢でない保証はないが、少なくともこれはおまえの夢ではないな」

　謎なぞかけのようなことを言って、フィフは微笑ほほえんだ。

「だったら、受け入れるしかないのかな」

「本気か、雲木！」

　驚いたように言う八代に、雲木は、

「じゃあ、これ、どう説明する？　八代の見ている夢？」

「かもしれん」

「そう思うなら、わたしはもう何も言えないけど……でも、わたしは八代の夢じゃないよ。だから、これはこのまま信じるしかないんだと思う。誰だれかに話しても、絶対に信じてもらえないだろうけど、そういうものなんだよ」

　それを聞いた八代は、何も言わなかった。納得をしたわけではないのだろうが、かといって明めい確かくな反はん論ろんもできないのだろう。

　でも、と言って雲木は文人たちを向いた。

「フィフちゃんや、そこの猫さんみたいな存在がいるっていうのはわかった。フィフちゃんたちが誰かと戦っているっていうのもわかった。わかったことにする。けど、それじゃあ、江え本もとはどうして、その戦いに参加しているの？　してるんだよね？　まさか、江本まで人間じゃないってことはないんでしょう？」

「僕は人間さ」

　文ふみ人ひとは、二人ふたりを見て、はっきりと言った。

「僕がフィフに手を貸してるのには、理由がある」

「教えて……くれる？」

　文人がフィフを見ると、彼女は頷うなずいた。

「……僕がフィフに手を貸しているのは、僕のためだ。簡かん単たんに言っちゃうと、僕の体には敵に時じ限げん爆ばく弾だんみたいなものを仕掛けられてるんだ。それは、仕掛けた奴やつをぶっ飛ばさないと解除されない。まあ、結局はフィフとそいつらの戦いに巻き込まれた格好なんだけど……文句言ったところでどうにかなるわけじゃないし、フィフはフィフで、自分の体が壊こわれたときに直してくれる《マイスター》が必要だったってことで、利害が一致して、僕らはあんなことをしてる」

「爆弾……」

　雲くも木きの顔が青いのを見て、文人は慌あわてた。

「いや、本当の爆弾じゃないから！　いきなり爆発したりしないから大丈夫！」

　それを聞いて、今度は雲木が慌てた。

「違う！　そうじゃないよ！　そうじゃなくて……」

　声が細く、小さくなって消える。気を遣ってくれたのだろう。

（本当にいい子だよな……）

　そんな子を、幾度となく巻き込んでしまったことを、文人はいまさらではあるが、ひどく申もうし訳わけなく思った。

　フィフならば、巻き込んだのはコミエスのときだけで、あとは助けたのじゃが、と言うかもしれない。だが、《かぐや姫》も《人間印いん刷さつ機き》も、自分たちが傍そばにいなかったら、雲木がそうした目に遭あうこともなかったのではないか、と思わざるをえない。

　なぜなら《禁書》は引き合うからだ。自分たちに近いから、二度も三度も巻き込まれたと言えなくもない。八や代しろにしても同じだ。

　友達だと思ってんなら、という、病室で聞いた彼の声が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。

　友達だというのなら、友達だからこそ、もっと早くに友達をやめていればよかったのだ、と文人はいまさら思った。記き憶おくを上書きしても、それでまだ傍にいたのでは、同じことの繰くり返しだった。事実、繰り返されてしまっている。

「……江え本もと」

　雲木は言った。

「その《爆弾》って……何？」

「……見せた方が早いか」

　文人はシャツを脱いだ。雲木がうろたえるのも構わず下に着ていたＴシャツも脱いだ。

　後ろで、おー、とミロが変な声を出した。

　上半身だけ裸になった文ふみ人ひとを顔を覆おおった手の指の間から見て、何を、と言いかけた雲くも木きは息を飲んだ。おそらくは見たからだ──胸に張り付く革の装そう丁ていの文庫の表紙を。

「これが、僕に埋め込まれた爆ばく弾だんだ」

　表紙を開いたのは二人ふたりを遠ざけるためだった。これを見れば、これ以上関かかわろうとは思わないだろう、そう思って。

　紙の《仕掛け》の心しん臓ぞうが飛び出す。リアルでよくできた、しかし、所しよ詮せんは紙の。それが変化を起こす。ゆっくりと《本物》へと戻る。飛び出したまま。

　雲木の声にならない悲鳴を聞いて、文人は慌あわてて心臓を元に戻した。刺し激げきが強すぎたかも知れない。雲木の顔は真まっ青さおだった。

「……ごめん」

　だが、弱々しく雲木は首を振った。大丈夫、という意味なのだろうが、とてもそうは見えなかった。文人は服を着ながら、とにかく、と言った。

「この心臓が、僕を徐じよ々じよに《本》に変えていっているらしいんだ。残り時間もあまりないらしくってね。多た分ぶんもう、決着がつくまで学校にも行かないと思う」

　雲木は黙だまっていた。八や代しろも。

　言葉もないんだな、と文人にはわかった。当然だ。あまりにも現実離ばなれしていて、あまりにも突とつ拍ぴよう子しがなさすぎる。

　文人が長なが袖そでのシャツのボタンを留とめ終わるのを待って、

「──以上じゃ」

　ぱん、とフィフは手を叩たたいた。

「これが、そなたらの聞きたかったことじゃ。これを夢と思うも、幻覚と思うも、そなたらの自由じゃ。理解をしたなら、もう拙せつらに構うな。拙らの傍そばにいれば否いや応おうなく巻き込まれるであろうし、もはやそなたたちを庇かばってはおられん」

「俺おれたちは──」

　ようやくと言った様よう子すで、八代は口を開いた。顔色は雲木ほどではないが、やはり青く、どこか苦しげだった。

「──邪じや魔ま、ってことか」

「ありていにいえばそういうことじゃ。もはや、そなたたちと拙らは、住む世界が違っているのじゃ──残念なことではあるがな」

「残念だと思ってくれるんだ」

　雲木の言葉にフィフは頷うなずいた。

「そなたらとの日々は、それなりに刺激的で楽しいものであったよ」

　その声には真情がこもっていて、二人もそれがわかったのか、押おし黙だまってうつむいた。

　文ふみ人ひとにも、かける言葉はなかった。

　いままでの人生で、この二人ふたりほど自分が深く関かかわった他人はいなかった。結局はそれも、《禁書》との出会いがなければなかったことで、それを思うと単純に、いまの自分が不幸だとは思えない文人だった。

「にゃ？」

　頭の上でミロがおかしな声を上げ、文人は彼女を仰あおいだ。ミロはちょっとだけ飛び出した爪つめで、テーブルの脇わきに積つんであった本を指した。

「動いてるにゃ」

　え、と思い振り向くと、確たしかに本の山が揺れて動いていた。文人がいない間に母が買うか持って帰ってくるかして積んであった本や雑誌の山だった。

「おう」

　今度はフィフが変な声を上げた。

「繫つながったか！」

　何が、と訊きくまでもなかった。本の山が雪崩なだれをうったあとに、重厚な装そう飾しよくを施ほどこした巨大な扉とびらが出現したからである。そしてその扉の向こうから、ボタンでできた目玉が取れかけた巨大な熊くまのぬいぐるみの頭が飛び出してきた！

「きゃー！」

「うわあ！」

　八や代しろと雲くも木きの二人は悲鳴を上げてソファーの背もたれにしがみついた。無理もなかった。文人も最初は驚おどろきもし、不気味にも思ったのだから。

　しかし、不気味なぬいぐるみの頭の下は普通の少女である。今日きようはスカートの部分が膨ふくらんだ黒いドレスで、冬にも拘かかわらず、肩は剝むき出だしだった。

「ビー！」

　フィフがソファーを降りて駆かけ寄ると、グリーズ・ビーはぺこりと頭を下げた。

「……すいません、いきなり……」

「かまわん！　それよりも繫がったのじゃな！」

「……はい。まだここだけですけど……あ──」

　ビーはようやく雲木たちに気付いた。まるで電池の残量がなくなった玩具おもちやみたいに、動きが固まる。と思ったら、

「ひー！」

　そんな悲鳴を上げて、ビーは扉とびらの後ろに隠れてしまった。あんな被かぶり物ものをしているくらいなので人見知りだろうとは思っていたが、文人の予想以上だった。扉に隠れて、がたがた震ふるえている。その振動で扉が壊こわれてしまいそうだった。

「あーあー、大丈夫じゃ、ビー！　あの者たちは、別におまえに何もせん！」
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「でででもっ！　そんなのわからないですっ！　わたしたちを燃もやそうとするかもっ！　びりびりに破ろうとするかもっ！」

「せぬせぬ」

　フィフはビーに向かって手を振ると、しかし雲くも木きたちを振り向き、

「すまんが、これにてお開きにしてもらえぬか？　最後がこんなどたばたですまぬが、まあ、無事にことが済めば、フミヒトはおまえたちのところへ帰るから」

　と言った。

「え？」

　文ふみ人ひとはフィフの口から思ってもいなかったことを聞き、驚おどろいた。確たしかに、《奴やつ》を封ふう印いんして心しん臓ぞうを取り戻すことができれば、自分の役目は終わる。そういう約束だ。だが、喜ばしいはずのその事実に、何な故ぜか文人は激はげしい動揺を覚えた。

　そんな文人を尻しり目めに、

「わ、わかった」

　助かった、と言わんばかりに八代はソファーを立つと、雲木の腕をつかんだ。

「行こう、雲木」

「え、でも──」

「行くんだよ！　こんなの、俺おれたちがどうにかできる話じゃない！」

　その声は悲鳴のようだった。一刻も早くこの家から離はなれたい、という思いが、滲にじんで溢あふれていた。

　強引に雲くも木きの手を引っ張っていくその後ろ姿を、文ふみ人ひとは追いかけることなく見送った。胸にひんやりとした寂さびしさが広がったが、致いたし方なかった。もっと早くにこうするべきだったのだ。それなのに彼らに甘え、結果、何度も危険な目に遭あわせてしまった。

「雲木！　八や代しろ！」

　聞こえているかどうかわからなかったが、文人は大声で言った。

「できたらしばらく本を見ないでくれ！　特に新しい本は！　連中が何か仕掛けている可能性があるから！」

　鍵かぎが開く音、扉とびらが閉まる音が、廊下の向こうから小さく聞こえた。
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「……どう思う？」

　沈んだ八代の声を背中に聞いて、雲木はいつの間にか早足になっていた歩みを止めた。

　振り返ると、どことなくすがるようなクラスメートと目が合った。視し線せんに反して、口元には嘲あざけるような笑えみが浮かんでいる。

　気持ちはわからなくもなかった。こんな話、笑わなければやってられない。

　飛び出す絵本から本当に人が飛び出してくるとか、クラスメートの心しん臓ぞうが紙の仕掛けに変えられてしまって、本になりかかっているとか──笑い話だ。

「夢、だったらいいよね……」

　八代も同じ気持ちだったのだろう。ほっとしたような目になった。夢だったらいい。だけど確たしかに自分たちは見た。そういうことだった。

「でも、見ちゃった。あそこまで見せられたら、信じないわけにはいかないよね。それとも何かのマジックだと思う？　そんなことあるかな？」

「俺おれは、テーブルマジックのすごい奴やつを見たことがある。目の前のハンカチの下から猿が出てきたんだ。兎うさぎとか鳩はとはよくあるけど、猿だぜ？　しかも、舞ぶ台たい上じようじゃなくてテーブルだ。わけがわからなかった。けど、そいつはマジックなんだ。手品だ。種と仕掛けがある。もちろん、どんな種で仕掛けかなんて、教えちゃくれなかったけどな」

「じゃあ……江え本もとのあれもマジック？」

「可能性はゼロじゃないだろ？　あそこはあいつの家で、あいつの家のリビングだ」

　話すうちに、八や代しろの顔から不安が拭ぬぐわれていくのが雲くも木きにはわかった。自分で喋しやべりながら自分を納得させているのだ。心を守るために。

「俺たちが来る前に仕掛けはできる」

「でも、記き憶おくは？　わたしは印刷所で八代が見たっていう変な男や印いん刷さつ機きを見てないよ？」

「ショックによる一時的な記憶喪そう失しつだったんじゃないか？　それとも、何か薬を盛られたのかもしれない。俺は何らかの理由で──飲みあわせとか、そういうので効かなかったのかもな」

　八代は喘ぜん息そくの薬を処しよ方ほうされている。そのことを言っているのだろう。

　でも、と雲木は言った。

「だったら、コミエスでの事は？　八代は見ていないからわからないかもしれないけど、黒い着物の男は、江本のことを本当に殺そうとしてたわ。それにあの時も、江本の本から、猫のコスプレした女の子が飛び出してきたんだよ？　それをフィフちゃんが元に戻して──」

「全すべてが茶番だったら、説明がつく」

「茶番って……江本は入院したんだよ？」

「にしちゃ、退院が早くないか？　あの日、看かん護ご師しさんに聞いた話じゃ、背中に刺さったハサミの傷も含めて、一ヶ月は入院することになるっていってたじゃないか」

　確たしかにそれは雲木も聞いていた。

「なのに、半月も経たたないで全快してるんだぜ。怪け我が自体もマジックだったって考えれば、不ふ思し議ぎじゃないだろ？」

　けど、と雲木は思う。あの時、救急車で搬はん送そうされる江本に付き添ったのは自分なのだ。車内での緊きん迫ぱくした救急隊員のやり取りや処置が噓うそだとは思えなかった。あれが噓なら、彼らもグルと言うことになってしまう。

「でも、どうして？　八代の言うように、全部がマジックだったとして、どうしてあんな大怪我をするような喧けん嘩かになるの？」

「だから、喧嘩じゃなかったんだよ！」

　八代は言い切った。

「わかんないか、雲木？　全部がマジックのデモンストレーションだったんだよ！　おまえの目の前で、あのコスプレ女が現れてそれをフィフちゃんが消したことも、江本の怪我も、入院も！　全部、仕組まれてたんだ！　俺たちはそれに利用されたんだ！　観かん客きやくとして！」

　はははっ、と八や代しろは笑った。そうに違いない、と笑った。

　雲くも木きは少し背筋が寒くなった。

「わかんないよ。何でそんなことをする必要があるの？　だってただの手品でしょ？」

「馬ばっ鹿か！」

　怒ど鳴なられ、雲木は首を竦すくめた。

「知らねえの!?　大掛かりなマジックはさ、何千万円とか、すごいのになれば、億単位で売り買いされるんだぜ？　だったらその売り込みに、あれぐらいのデモンストレーションをしたっておかしくないって！」

　八代は自分の掌てのひらにきつく握にぎり締しめた拳こぶしを叩たたきつけた。

「ったく、そうか、そういうことかよ！　江え本もとのやつ……父親が行方ゆくえ不ふ明めいとか言ってたけど、そうじゃねえんだ！　あいつの親父おやじは、マジックのタネを考えてそれを売ってるんだ！　だから行方不明とかっていうことにしてるんだ！　さらわれたりとか、面めん倒どうなことにならないようにな！　これで全部、つながった！」

　雲木にはそうは思えなかった。

　確たしかに、江本の説明よりはずっとありえそうだ。だが、それでも八代の話はこじつけでしかない気がした。彼は、怪け我がをした江本を知らない。見ていない。その体に触れていない。あれは絶対にマジックなんかじゃない。そう断言できる。

　けれど、八代にそれを言う気にはなれなかった。全すべてが手品だというのは、彼が、何とか正気を保とうとして、それでたどり着いた結けつ論ろんなのだろうから。

「ひでえやつ！　友達だと思ってたのによ！　俺おれたちを金かね儲もうけに利用しやがって！　もうしらねえ。雲木！　おまえも絶交した方がいいぜ、あんな奴やつとは！──じゃあな！」

　これ以上会話を続けると、せっかく造り上げた《説明》が崩れるとでも思ったのか、いつもの八代なら決してしない、雲木を置いて逃げるように帰ろうとするということを、彼はおこなおうとした。

「八代！」

　その背中へ、止まらぬ彼へ、雲木は声を張った。

「まさか、こんなことクラスのみんなには言わないよね！」

「──言えるか！」

　八代はそう怒鳴り返し、カーブを曲がって見えなくなってしまった。

　人通りのない道に一人ひとり立って、けれども雲木は少しだけほっとした。なぜなら、八代が一いつ瞬しゆん返事に迷ったからだ。それは、何であれ江本のことを庇かばう行為に思えた。それはまだ、彼が江本を友達と思っているということな気がした。

「……でも八代。あれは絶対、手品なんかじゃないよ……」

　雲木は呟つぶやき、一人歩き出した。

　江え本もとたちはあんな風ふうに全すべてを話すことで、自分たちを遠ざけたのかもしれない、という思いが消えなかった。あの話が全て本当のことだと仮定した場合、自分たちに何ができるのかと考えれば、何もなかった。

　むしろ邪じや魔まにしかならない。印刷所でのことを自分は憶おぼえてはいなかったが、八や代しろは、最後にはフィフに殴られた、と言っていた。それは足手まといだったからなのではないだろうか。

　だとしたら自分にできることは、彼らの望み通りにこのまま距きよ離りを置くことだけ──雲くも木きはそう思えるよう、努力をしようと思った。

　江本は《本》になりかけていると言っていた。彼は、大したことではないかのように淡たん々たんとしていたけれども、それはつまり、命の危き機きなのではないだろうか？

（江本がいなくなる……）

　そう考えただけで、足元に底なしの暗い穴が開いて、そこをどこまでも落ちていくような気持ちになった。

（わたしにできることはなにもない……それはわかってる。だけど──）

　自然と足は止まり、雲木はもうとっくに見えなくなった江本の家を振り返った。

（わたしも何かしたいよ……好きな人のために、ちっちゃなことでもいいから！）
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「帰ったか」

　鍵かぎを閉めてリビングに戻った文ふみ人ひとはフィフに、ああ、と答えて、さっきまで八代たちが座っていたソファーに腰を下ろした。ミロがすぐに背もたれを移り、尻尾しつぽを首に絡ませてくる。

「これで、僕と連中の友情ごっこもおしまいだな」

「ごっこだったのか？」

　顔を上げて真まっ直すぐに見るフィフに、文人は言葉を詰まらせた。んなわけあるか、と言いたかった。だが、そうとでも思わなければ、寂さびしさに胸の心しん臓ぞうが破れてしまいそうだった。なくして初めて大切なものがわかる、とはよく言われることだが、まさか自分がそれを思い知ることになるとは、夢にも思わなかった。

「まあいい」

　文人の気持ちを察したのか、フィフは視し線せんをテーブルに戻した。文人も同じようにする。テーブルの上は綺き麗れいに片付けられて、いまは《千ち切ぎれた足》が載っていた。といっても、紙でできた《仕掛け》の足だ。グロテスクでもなんでもない。

「これが？」

「そうじゃ」とフィフは頷うなずいた。「あの、赤い革のトレンチコートの《戦せん闘とう司書》、確たしか、ルーエットとか呼ばれていた娘の足じゃ。拙せつが回収してビーに来らい歴れきを調しらべてもらっていたのじゃ。拙ら《禁書》は、作った《マイスター》による特徴が《紙》に残る。来歴がわかれば《虚うつろの図と書しよ館かん》に残されている試料から、絞った探索を行うことができる。さすれば少なくとも、あの赤いコートの《戦闘司書》の居場所を突き止めることができる」

「そんなことが？」

　文ふみ人ひとの問いに、大きな熊くまのぬいぐるみの頭でビーは頷いた。

「え？　ちょっと待ってよ。それだったら、僕の心しん臓ぞうを調べれば、《奴やつ》の居場所もわかるんじゃないの？　奴の《紙》が融とけてるんだからさ」

「発想はなかなかじゃが、無理じゃな」

「どうして？」

「《虚ろの図書館》には《奴》に関する試料がない。《奴》の創つくった《禁書》のもじゃ。目もく録ろくに本の名は載っても、それだけでは追跡はできん」

「だったら、あの女の子も調べたところで意味はないんじゃないの？」

「意味はある。あの《戦闘司書》には《まいすた》がいた。それは《奴》が《まいすた》ではないということじゃ。《奴》が自分が創ったものを人間に下げ渡したとも思えん。《奴》の作った《禁書》は、持った人間を短期間の内うちに必ず《本》にしてしまうからな。あの《まいすた》がいかな理由で《奴》に手を貸しているかはわからぬが、何かしらの突破口にはなる」

　フィフはビーを見た。

「それで？　あの娘はどこのどいつが作ったものじゃ」

「……わかりません……」

　フィフの眉まゆは大いにひそめられた。期待させた分の反動だろう。

「……あ、いえ。そういう意味ではなくて《作者不ふ詳しよう》の《禁書》だという意味です」

「なんじゃ、そうか」

　ほっとしたように呟つぶやいて、フィフは文人を向いた。

「《禁書》には、そう多くはないが《作者不詳》の作品があるのじゃ。それにこの場合は作者の名など必要ない。試料がありさえすれば、居場所は追える。まあ、興きよう味みはあったんじゃが。あれだけの《禁書》を創れるのは、並の《まいすた》ではないからの。何しろ、拙と互角に渡り合ったのじゃ。完全に互角にな。まるで鏡かがみの前で踊っている気分じゃったよ」

「……それも当然です……」

　ビーの言葉に、フィフは再び眉をひそめた。

「どういう意味じゃ？」

「……この足はフィフさん、あなたと同じ《マイスター》の作──いえ、これは、あなたそのものだと思います……」

「ど、どういうことじゃ!?」

　驚おどろいたフィフの目が丸くなる。紫むらさき色いろの瞳ひとみがこぼれてしまいそうだった。反してビーは落ち着いたものだったが、そもそもぬいぐるみで顔が隠れているので、本当のところがどうかは、文ふみ人ひとにはわからなかった。

「……フィフさん。《奴やつ》と戦ったときの記き憶おくは定かではないんですよね……？」

「う、うむ。気がついたらこの体であった。のう、フミヒト」

　その日の事は、今でも鮮せん明めいに思い出すことができた。何しろいきなり本の中から全裸の少女が飛び出してきたのだ。女性の裸を見るのも初めてなら、あんなに綺き麗れいなものを見たのも初めてだった。あれだけは、脳のう裏りに焼きついて一生消えそうになかった。

「……フィフさんは《奴》との戦いでほとんどの装備に、この足と同じく、体の多くの部分を失ったのだと思います。戦いに引き分け、残った《紙》で肉体を再さい構こう築ちくした結果、いまのような子供になってしまった……」

　フィフは頷うなずいた。

「あのときのフミヒトでは、拙せつを修理できないとわかっていたからの。とりあえず行動できなければ、フミヒトを新たな《まいすた》として鍛きたえることもできぬ。ページは再生するが、破れたり壊こわれたりした《仕掛け》の部分まで直るわけではないからな」

「……そうです。《紙》は再生します。ですが、この足から勝手に新しい《本》ができあがったりはしません。まず、これは《紙》の量が少なすぎます。せめてもとの《本》の三分の一くらいなければ、新しい《本》を創つくるには足りませんし、そもそも《紙》だけで《本》の形になっていなければ、増えることも、飛び出すこともできません……」

　理屈は、文人にもわかった。このままの状態では、閉じることができないのだから、当然、開くことができないわけで、飛び出すこともできない。だが。

「つまり……どういうこと？」

　理屈はわかっても、何が言いたいのかはよくわからなかった。

　つまりですね、とビーはぐらつく頭を支えながら言った。

「……あの人間の《マイスター》が、散らばったフィフさんの部分を集めて、自分の《本》に仕立てのではないか、と……」

「馬ば鹿かな！」

　フィフは笑った。そんなことはありえない、とでも言わんばかりだった。

「仮に、あの《まいすた》が、拙の切れ端を使って一冊の《本》を仕立て上げることができたとしても、それだけでは《禁書》にはならぬ！　拙がこうして人の形を保てたのは、おそらく《仕掛け》の大部分がのこっておったからじゃ。ということは、向こうには核となる《仕掛け》がないということになる。いくら切れ端を挟んでおいても、無む駄だじゃ」

「……ですから、考えられる事は、フィフさんの部品を元にその《マイスター》は核となる《仕掛け》を──もう一人ひとりのフィフさんと言うべき《禁書》を作り上げたのではないかと……」

「そんなことは、ありえん」

　フィフははっきりと首を振った。

「拙せつは、そんな単純な構造をしておらん。拙のような《戦せん闘とう司書》は、フミヒトが作ったそこの猫とは違う」

　機き嫌げんを損そこねたのか、ミロの尻尾しつぽが少しばかり強く首を絞めるのを文ふみ人ひとは感じた。しかしそれは文人も同じことだった。確たしかにそうかもしれないが、あからさまに自分の創つくった《本》を格下扱いされるのは──面おも白しろくはない。

「なあ、アンタ。あっちとアンタのどこがどうちがうっていうにゃ？」

　文人の気持ちを代弁するように、ミロが低い声で訊きいた。

「そもそも《禁書》ってにゃんにゃ？　人が《本》ににゃればそれは《禁書》にゃのか？」

「……違います……」

　ビーが答えた。

「……《禁書》とは厳げん密みつには《マイスター》によって創られ、それを手にした人間を《本》にすることができる《本》です。意思を持ち、行動することができる。人が変化した《本》は、基本的には他者を《本》にすることはありませんし、開いて《飛び出し》ても自分史を語るだけです」

「待った。じゃあ、《切り裂きジャック》は？」文人は訊いた。「あいつは元、人間だろ？　だけど、八や代しろを《本》にしかけたぞ」

「……基本的には、と言いました。並なみ外はずれた《欲望》を持つ者は、その人間を《本》にした《禁書》が見込めば、新たな《禁書》に刷ることができます……」

「じゃあ、あっちにも人を《本》にする力があるんにゃ？」

　ビーは頷うなずいた。

　だが、フィフは、ふん、と鼻を鳴らした。

「しかし同じなのはそこだけじゃ。《禁書》と一ひと括くくりに語ろうとも実態は違う。拙のような《戦闘司書》や、ビーのような《管理司書》といった《虚うつろの図と書しよ館かん》の《司書》級の《禁書》は、限りなく人に近い、いくらでも汎はん用ようのきく、素すの肉体をもっておるのじゃ。その《核》があるからこそ、危き急きゆうの際には、大人おとなから子供に体を組み替えるという芸当もしてのけることができる。しかし、そなたは違う。初めてにしてはよくできているが、薄うすいのじゃ」

　文人はフィフに見つめられ、ぎくりとした。

「腹を立てたようじゃが、拙の言っていること、そなたにはわかるよな？　拙そのものの《仕掛け》を見た、そなたなら」

　一いつ瞬しゆんにして、病院で足を修理する際に初めて見たフィフの《本体》が思い出され、文人は返す言葉を無くした。

（あれは……まるで人体模も型けいだった……）

　飛び出さないフィフの姿を見たのは、あの日が、初めてのことだった。修理のための道具を用意し、一人ひとりきりの病室でそっと《本》を開けたのだが、文ふみ人ひとは一目見て、息が止まりそうになった。

　いつものように《本》からフィフは飛び出さず、代わりに、そこには全裸の少女が膝ひざを抱えるようにして横たわっていた。

　間違いなく、フィフだった。

　派は手でに、自分に向かって飛び出してくるような迫力はない。だが、そんな《仕掛け》でなくとも、すごさは十分に伝わってきた。

　文人は何度も《本》を閉じたり開いたりを繰くり返した。

　フィフは、開くにつれてゆっくりと、まるで寝息を立てるかのように、上下に体を僅わずかに伸ばしながら、《本》の上下からはみ出した。

　しかもその《仕掛け》には十分な厚みがあった。体は細かく縦たてに寸断されて、それゆえに丸みを持って立体的に立ち上がるような仕組みになっていた。

　真上から見ると完かん璧ぺきな少女の姿。しかし本を倒して横から眺めると、その内部を格こう子しの向こうに微かすかに見ることができた。

　フィフは、その体の内部まで、丁てい寧ねいに細かく作りこまれていたのだ。

　いくら眺めても、これだけのものがどうやって折りたたまれて、どうして立ち上がるのか、さっぱりわからなかった。

　複雑などというものではなかった。複雑怪奇という言葉こそが相応ふさわしい。

（こんなものを修理するなんて無理だ！）

　文人の心は簡かん単たんに折れた。投げ出したくなった。

　フィフは、『子猫はたたらない！』のミロとはまったく違う代しろ物ものだった。《かぐや姫》とも比べられない。《飛び出す絵本》という区分に括くくれはしても、天と地ほどの差があった。

　結局、文人のした事は、千ち切ぎれた部分を合わせてみて、足りない部分を新しい《紙》で補って繫つないだ、それだけのことだった。

　他ほかにできることなど何もありはしなかった。少しは自分もできるようになったと思っていたのが、ただのうぬぼれだと思い知らされた瞬しゆん間かんだった。

　失意のまま本を閉じ、しばらくしてから開くといつものようにフィフが飛び出してきたが、その足は綺き麗れいに繫がっていた。

「おー、やったな！」

　フィフはそう喜んでくれたものの、文人は到とう底てい、喜べる状況ではなかった。今回のように欠けた部分が残っていればいいが、そうでなかったら、直すことなどできなかった。代用品の足なら作れるだろうが、果たしてそれでもとの体とうまく繫がって、きちんと動くのか、それが不安だった。

（それを、してのけたっていうのか？　あの黒い着物の男は……）

　ビーの話を鵜う吞のみにするのなら、そういうことになる。

「……信じられませんか……？」

　黙もくした文ふみ人ひとに向かい、ビーは真まっ直すぐに訊きいた。熊くまのぬいぐるみの頭が揺れる。それを見ながら、文人は正直に頷うなずいた。

「悪いけど、そうだ。僕は、フィフ自身をこの目で見た。その上で、正直、あの《仕掛け》がどうなっているのか、ほとんどわからなかった。もちろん、ひとつずつゆっくりと時間をかけて調しらべていけば、いずれは構造を理解できると思う。だけど、それはフィフがいての話だ。たとえばこの足。これだけから、全体像を作れっていわれても、できるとは思えない」

　フィフも頷く。

　ビーの肩が、心なしか落ちた気がした。きっと一いつ生しよう懸けん命めい調べてくれたのだろう。それには感かん謝しやしているし、すまないとも思うが、どうにも彼女の出した結けつ論ろんは受け入れがたかった。

「……そうですか……」

　静かに、ビーは言った。

「……おっしゃりたいことはわかります。ですが、この足に使われている《紙》に、フィフさんを創つくった《マイスター》の特徴がこれ以上ないくらいに出ているのは事実です。そしてその彼女がフィフさんと互角に戦ったのも事実。残された足の構造が《司書》級の精密さを持っているのもまた事実……」

「それはまあ、そうじゃが……」

　そこはフィフも、文人も認めざるをえなかった。ありえない、といくら言っても、ありえてしまっているのだ。

　しかし、とフィフは言った。

「やはり難むずかしいのではないか？　設計図でも残っていれば別じゃが、そうしたものは現存してはおらんじゃろう？」

　ビーは頷いた。

「……確たしかにそうです。とすれば、可能性は限られてきます……」

「なんじゃ？」

「……あの黒衣の《マイスター》は、以前にフィフさんの《仕掛け》を見たことがあるのではないでしょうか……？」

「馬ば鹿かな！」

　フィフは笑った。

「それはありえん。あの《まいすた》は人間じゃ。拙せつがこの身を任せた人間は、ここ百年ではフミヒトを入れて三人だけじゃ。先々代は病やまいに倒れ、先代は《奴やつ》との戦いで倒れた。残っているのはフミヒトだけじゃ！」

「……確たしかに。フィフさんとの《絆きずな》が切れたんですから、先代の《マイスター》は死んでいるはずです。《禁書》と《マイスター》の関係というのは、そうしたものですから。ですが、誰だれも彼の死体を確かく認にんしてはいません。《絆》が切れたのだから死んだのだと思い、確認をしていません。するまでもないことだ、と……」

「そうなのか？」

　文ふみ人ひとはフィフに訊たずねたが、彼女は首を振った。

「わからぬ。その辺あたりの記き憶おくはないのじゃ」

「捜さなかったのか？」

「だから覚えておらぬといっておる！」

　苛いら々いらとした様よう子すでフィフは腕を組み、人差し指で二の腕をとんとんと叩たたきながら天てん井じようを睨にらんだ。本当に、覚えていない様子だった。

　フィフは、ビーを振り向いた。

「君は？　君たちは、捜さなかったのか？」

　ゆっくりとビーは頷うなずいた。

「……《絆》が切れたという申告があれば、わたしたちは次の候補を探して導みちびくだけです。ずっとそうしてきましたので、捜す必要を感じませんでした……」

「つまり、ビーはその《マイスター》が、あの男だというんだな？」

　ビーは頷いた。だが。

「だったら、フィフがすぐに気付きそうなものじゃないか？　それともフィフ、おまえ、先代の顔を覚えていないのか？」

「はっきりは……しかし、あの男ではない。それはわかる。拙せつの前の《まいすた》は、あんな嫌いやな顔をした男ではなかった！」

「そうか……」

　文人は嘆たん息そくした。フィフの記憶が間違っている可能性はあったが、ここまで断言するのだから、それなりに信しん憑ぴよう性せいがある気もした。

「まあ、あの男が僕の先代の《マイスター》かどうかはともかく、いまは敵だってことは間違いないんだ。ビー。あいつが先代の《マイスター》だと、あの赤い《戦せん闘とう司書》を捜すのに何か問題が？」

　ビーは首を振った。

「……問題はありません。けれど、それほどの相手なのだということを、わたしたちは共通の認にん識しきとして持っているべきだと思ったものですから……」

「恐るべき男、というわけか……」

　フィフは腕を組み、ううむと唸うなった。

「あの赤いのが、拙せつと同じ程度の実力を持っていることは、この前の戦いでわかった。肉体的には互角ならば、《武器》の勝負となるな」

「そういうことになるか……」

「フミヒト。あの女のカッターに負けぬような《武器》をすぐに考えるのじゃ」

「そういうことになるか……」

　単純に考えれば、飛び道具ということになるだろうか。刃やいばが交わる距きよ離りでの戦いが互角になるなら、ハサミを刀に変えたところで結果はそれほど変わらない。となれば、近寄ることすらできない距離で圧倒する、そんな武器が必要だ。

「それだけでは足らぬぞ？」

　フィフは言った。

「拙があの赤い女と戦いに突入すれば、そなたを守ることは難むずかしくなる。それはこの前の戦いでわかったであろう？　そなたが身を守る術すべも何か考えねばな」

「鋼こう鉄てつの箱でも作って、中に入ろうか？」

　冗じよう談だんのつもりはなかったのだが、ふざけるな、と怒られた。

「あの男は、水を吐き出す魚の《仕掛け》を持っていたはずじゃ。そいつで水を浴びせられたら、鋼鉄の箱もふにゃふにゃじゃ。水ならばいいが、火でもつけられたらそなたも一いつ緒しよに丸焼けじゃぞ？　ただでさえ、そなたは普通の人間よりも燃もえやすくなっておるのじゃからな」

　文ふみ人ひとはどきりとした。

　そうだった。いまの自分は《本》になりかけているのだった。味覚以外に特に自覚症状がないから、つい、忘れてしまいそうになる。

「わかったよ」

　とはいえ、策は何も思いつけなかった。《仕掛け》に頼ることができなければ、自分は一介の高校生に過ぎないのだ。鉛筆を回して《走そう馬ま灯とう》を発動し、体感時間を延ばせても、その時間の中で自分だけが動けるわけではないのだから。

「なーにを、そんなに深く悩むかにゃー？」

　ミロの尻尾しつぽが文人の首をやさしく絞めた。

「なんじゃ、猫？」

「なんにゃ、にゃにゃいな。この前、あの男を追い払ったのは誰だれだと思ってるにゃ？　あっちの爪つめがあれば、あんな男、ぜーんぜ怖くにゃいにゃ。ご主人様は、あっちに任せればいいにゃ」

　フィフは、ふん、と笑った。

「大した自信じゃな。じゃったら、拙も手て伝つだってもらおうかの」

「それはお断りにゃー」

「なんじゃと！」

　フィフはソファーを蹴けるよう立ち上がると、背もたれに座ったミロをにらみつけた。

「拙せつはそなたの先せん輩ぱいじゃぞ！　その拙の言うことが聞けんのか！」

「そのとおりにゃ。あっちが守るのは、ご主人様だけにゃ。あっちはご主人様だけの《本》にゃもの。あんたみたいに、ころころご主人様を変えるような浮うわ気き者ものじゃにゃいのにゃ」

「だ、誰だれが浮気者じゃあっ！」

　フィフはテーブルを蹴けってミロに躍おどりかかった。

　だが、ミロは猫科の動物特有の運動能力でひらりとソファーの背もたれから飛とび退のいた。当然、フィフは文ふみ人ひとの上に降ってくる格好になる。

　どす、と腹がみごとに文人の頭の上に乗っかり、フィフはその格好のまま、足をじたばたとさせ、逃げるな、と吼ほえた。

「ったく。ふざけてる場合かよ」

　文人はフィフを頭に乗せたまま、一八〇度、ぐるりと回転させた。ぐらぐらと揺れたが落ちることはなく、むう、と唸うなって四し肢しでがっしりと文人の頭にしがみついた。

　向かいで、ビーが肩を震ふるわせている。

　泣いているわけではあるまい。被かぶり物もので顔が見えなくても、そのくらいはわかる。

　きっとフィフは、棒の先にしがみつく蟹かにか蜘く蛛ものようだろう。それがおかしな格好だというのは見えなくてもわかる。

「緊きん張ちよう感かんがなさすぎだっての」

　すると、頭の上でフィフは鼻を鳴らした。

「緊張感がなくとも、気が緩ゆるんでいるわけではないぞ？　泰たい然ぜん自じ若じやく。いずれ、ビーがあの赤い娘の居場所を突き止める。それまでは平然と待っていればよいのじゃ。もちろん、頭と手は働かせてもらわねばならぬがの」

「はいはい」

　そんな風ふうに適当に返事をして、文人はフィフの腰を両手でつかむと、よ、と投げた。空中でくるりと回転し、捻ひねりも加えてビーの横へすとんと落ちるように座る。

「ふーん、なかなかやるにゃー」

　音もなく戻ってきたミロは、文人の隣となりで背もたれに両腕を乗せて寄りかかり、鋭するどく短い牙きばを見せて、にんまりと笑った。

「文人さん」

　いつになく硬い声で、ビーは言った。

「それでもわたしは《管理司書》の名に懸かけて、あの赤い革のコートの《戦せん闘とう司書》が、フィフさんの半身だと思います。それを忘れないでください」

「ビー！　まだ言うか！」

　眉まゆを吊つり上げたフィフを手で制し、文人は頷うなずいた。

「わかった。事実がどうであれ、あの《戦闘司書》が、フィフと同じくらいよくできているのは間違いないんだ。心するよ」

　認めたくなさそうにフィフは鼻を鳴らしたが、それ以上異を唱となえることはしなかった。
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（こ、ここか……）

　夏か宰さい都みやこは小さな白い箱を抱きしめるようにして、白はく亜あの建物を見上げた。自分の勤める鐘しゆ翠すい善ぜん高校のある町の区立病院は、威い風ふう堂どう々どうとして、自分の、世間から見たらきっと邪よこしまな想おもいを拒絶しているかのように聳そびえていた。

　あのコミエスの日。

　無許可で過か激げきなコスプレをして販売ブースに立ち入った件で、夏宰は仲間の早はや田た奈な々な子ことともにスタッフに散さん々ざん追い回されて、大変な目にあった。

　ただでさえ露ろ出しゆつの激はげしい、面めん積せきの小さなビキニのような、実用性ゼロの鎧よろいをつけていた夏宰は、走っている最中にブラが取れ、ノーブラの胸を腕で押さえながら走り回ることになったのだった。

　恥ずかしさと揺れて痛いのとで、泣けて泣けて仕方がなかった。

　そのうちに、販売ブースの方で何か騒さわぎがあったようで、スタッフは夏宰たちの追跡を諦あきらめたが、その後がまた大変だった。

　その騒さわぎと言うのが、コスプレ参加者が暴ぼう行こう事件を起こして逃亡したとかで、救急車が呼ばれ、警けい察さつが来、コスプレ参加者はそのあと何時間もかけて、会場で事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けることになったのだった。

　逃亡や証しよう拠こ隠いん滅めつを防ぐ、という名めい目もくで、私服に着替えることは許されず、全員がコスプレをしたまま聴取を受けた。もちろん夏か宰さいは、鋼こう鉄てつのブラなしの格好である。ただし、胸にタオルを巻くことだけは許された。

　ほっとしたものの、聴取をした警官は男だったので、視し線せんが気になってしかたがなかった。見るな、とも言えず、ただ黙だまって見られ、恥を知らないのかね、とか、最近の若いのは、とかの嫌いや味みに耐えるしかなかった。

　早はや田た奈な々な子こたちも同じような目にあったようで、憤ふん懣まんやるかたない様よう子すで、その後の飲み会は荒れに荒れた。会場の近くではなく、車で都内に戻って適当な居酒屋に入ったのだが、店はいい迷めい惑わくだったのではないか、と夏宰はいまでも恐きよう縮しゆくしている。

「国家権力の横おう暴ぼうだっ！」

　そう言って、早田奈々子は空からになったビアジョッキをテーブルに叩たたきつけるように置いた。余り混んでいるとはいえなかった店内の客が全員振り返るような声だった。

「わたしたちが誰だれに迷惑をかけたっていうのよっ！　会場を借り切って、その中で楽しんで何が悪いっ！　そう思わないっ!?　あの格好で、近くのホテルに乗り込んだっていうなら別だけど、そんなことしてないじゃないっ！　勝手に押しかけてきて、何が猥わい褻せつよっ！」

　まあまあ、と後こう輩はいがなだめにかかる。

「警察が来たのはしょうがないですよ。通報されちゃったんだし。でも、わたしたちには関係ないってわかってもらえてよかったじゃないですか」

「いいことあるかっ！」

「な、奈々子さん、く、苦し……っ！」

　首を絞められて、後輩は早田奈々子の手を本気で叩いた。奈々子は後輩を突き飛ばすように放し、乱暴に座ざ敷しきの座ざ布ぶ団とんに座って、彼女は舌を打った。

「……どこのどいつよっ、あんな馬ば鹿かをしたのはっ！」

　早田奈々子の言った『あんな馬鹿』とは、コスプレイヤー同士の派は手でな喧けん嘩かだった。

　もちろん、小こ競ぜり合い程度であれば、警察が来ることなどない。警備員が静止してお終しまいである。一一〇番に通報されたという事は、それ以上の事態が起きたということだった。

　詳しよう細さいはわからなかったが、解放されたときにはもう、次回のコミエスはおそらく休止で会場を借りられなくなるかもしれない、という噂うわさが流れていた。もし開かい催さいできても、コスプレはもうできないだろう、と言うことだった。

　早田奈々子が怒っているのはそこだった。

　最近はどこも規制が厳きびしくて、思ったようなコスプレが難むずかしいらしいのだが、コミエスは比較的自由だったらしい。それがこんな騒さわぎが起きてしまえば、もう以前と同じような自由はなくなるだろう、ということだった。

「でも、しかたないですよ」

　諦あきらめたように一人ひとりが言った。

「何か、刺しちゃったみたいじゃないですか。喧けん嘩かじゃ済まされないですよ」

「わかってるわよ」

　けっ、と早はや田た奈な々な子こは呟つぶやいて、隣となりの後こう輩はいのモスコミュールを飲んでしまった。

「あ、先輩。知り合いのスタッフからメール来ました」

　携けい帯たいを弄いじっていた別の後輩の女の子が言うと、皆、テーブルに身を乗り出した。彼女は車で移動しているときから、情報を集めてちゃんとした事態を把は握あくしようとしていたのだ。

「はあはあ。なぁるほど」

「ちょっと。なんだって？」

「あ、はい。何とかコスプレは維い持じできそうですよ？　女子同士の喧嘩はレイヤーじゃなかったみたいです。使った道具はレイヤーのものみたいですけど、当人たちはいたって普通のかっこうしてたみたいですから」

「そうなの？」

　早田奈々子は料理を潰つぶす勢いでますます身を乗り出した。

「でも、真っ白い髪だったっていうじゃん」

「外国人の女の子だったみたいです。顔立ちが違ったって、見た人はいってるみたいです」

　そう聞いて夏か宰さいは、文ふみ人ひとの家にホームステイをしている、フィフ・デグリースを思い出したが、まさかね、と頭から追い払った。彼女はそんな乱らん暴ぼうをするような子ではない。

　コスプレをしている人たちが髪を染めたりウィッグを被かぶったりするのは珍しくないし、最近は外国の参加者も増えているというから、きっとどちらかだろう。

「まあ、どっちにしても、そっちはただの喧嘩だからいいんですけど」

　と後輩の彼女は言った。

「問題の、包丁で刺されたとかいう方も、随ずい分ぶん、わたしたちの聞いた話と違いますね。刺されたのはサークル参加者で、刺したのは着物着た一般参加者のオヤジですって。で、見てた人の話だと、そいつが若い男をボコボコにした挙あげ句くに、ハサミで刺したみたいです」

　へえ、と皆が驚おどろいた。

「じゃあなに？　本の売買を巡めぐってのトラブルとか？」

「かもしれないですね」

「ねえ……そんなことで刺す？」

　夏宰がそう疑問を呈すると、早田奈々子は、刺すでしょ、とあっさりと言った。

「まあ、そこまで行かなくても、買えた買えないでトラブルなんか珍しくないし。どうしても欲しかった本が手に入らなくてキれちゃうことだってあるんじゃない？」

「そんなものかな……」

　夏か宰さいは烏龍ウーロン茶ちやを飲みながら犯人の気持ちを考えたが、いまひとつ理解できなかった。そこまで何かに執着したこともなかったし、たとえば、文ふみ人ひとを手に入れるために雲くも木きを刺すかといえば──自分なら、そんなことはしない。

　じゃあ、と早はや田た奈な々な子こは後こう輩はいに訊きいた。

「なんでレイヤーの仕し業わざじゃないかって話になったの？」

「ああそれは、その若い男を、猫のコスプレをした女のレイヤーが助けたんだそうです。猫だからなんですかね。そのレイヤー、着物の男の顔を引っかいたそうですよ。そしたらそいつは逃げて……そのあとはなんだか混こん沌とんとしてるんですよ」

「どういうこと？」

　眉まゆをひそめた早田奈々子に、ええとですね、と後輩は携けい帯たいをぽちぽちと操そう作さした。

「なんか、証言がばらばらって言うか。スタッフも混乱してるみたいです。喧けん嘩かしてた外国人の女の子がそこに来たとか、その子が空飛んで消えたとか」

「ばらばらっていうか、めちゃくちゃだわね。皆、酔ってたんじゃないの？」

　酔ってるのは先輩ですよ、と言って、後輩の子は、それに、と続けた。

「何か他ほかにも騒さわぎがあったみたいですよ？　でっかいゴキブリが出たとか」

　ゴキブリ、と言う言葉に店の従業員が、ぎょっとした顔を見せる。あ、違います違います、と早田奈々子は手を振って、さらに生なま絞しぼりレモンサワーを注文した。

「ねえねえ。じゃあ、コミエスのコスプレはなくなんないってこと？」

「えーと……そうですね。とりあえず、騒ぎの責任はあるので一回は中止する方向みたいですけど、次があるかも。会場を借りられればの話ですけど」

「よし！」

　早田奈々子は、ぐ、と拳こぶしを握にぎり締しめ、飲もう飲もう、と盛り上がった。

　夏宰はそこから逃のがれることができず、結局、付き合う羽は目めになったのだが──悪い酒になってしまった。

（……あんな、恥ずかしい格好までしたのに、結局、江え本もと君とはなんの進展もなかったし、よく考えたら、明日あしたから、わ、わたし、どんな顔をして会えばいいの!?　しかも、雲木さんとはりあうみたいになって──わたし、馬ば鹿か!?）

　そう気付いてしまうと、もはや飲まずにはいられなかった。飲みなれておらず、決しておいしいとは思えなかったが、それでも飲まずにはいられなかった。

「おー、いいじゃん！」

　そんな早田奈々子の声を聞いたような気もしたが、それがその店の最後の記き憶おくだった。

　次に気付いたときには、夏か宰さいはタクシーの後部座席だった。

　隣となりでニヤニヤしていたのは早はや田た奈な々な子こで、ここはどこ、と慌あわてる夏宰に、東とう北ほくの温泉地の名を告げた。そこへ向かっている途中だと。

　帰る、と言っても駄だ目めだった。学校の方へは彼女が休むと連絡を入れてしまっていて、インフルエンザだと言ったら、どうせあと少しで冬休みだし、と快く休ませてくれたという。

（それもどうなの……）

　自分の価値がひどく低く見られたような気分になって、夏宰は半ば自や棄け気味に早田奈々子に従った。それにやはり、文ふみ人ひとに顔を合わせづらいという気持ちもあった。

　とはいえ、早田奈々子がまったくタダで温泉になど連れて行ってくれるはずもなく、その話には、きちんと裏があった。温泉地の町おこしのイベントに年越しコスプレ大会があって、それに参加させられたのだ。

　しかし、街のキャラクターであるというそれは、コミエスのコスプレに比べれば露ろ出しゆつは全然低く、胸の谷間は全開だったが、むしろ上品だと言えた。日に二回のイベントの時以外は自由に過ごせたし、食事つきで温泉は入り放題。いいリフレッシュになった。

　コミエスでの事件と、文人たちのことは気にはなったが、部へ屋やにはテレビはあったものの、基本はＮＨＫしか映らず、携けい帯たいはメールと電話しか普ふ段だんから使っていなかったので、情報を得ることはできなかった。

　ゆえに、まさか被害に遭あったのが文人であり、喧けん嘩かをしていたという外国人が本当にフィフだったとは、まったくわからなかった。

　そうと知ったのは、正月を温泉地で堪たん能のうして戻ってきたその後のことだった。

　その時の自じ己こ嫌けん悪おときたら──本当に死んでしまいたかった。好きな男の子が入院していることも知らずに、吞のん気きに温泉につかっていたなんて！

「本っ当に、ごめん！」

　平身低頭して早田奈々子は謝あやまってくれたが、彼女を責める気にはなれなかった。実際、逃げ出したいと思っていたし、逃げたのは自分なのだ。本当にその気になれば、いくらでも帰る手段はあったし、情報を得る手段もあった。

　だが、一世一代の決心で臨んだコミエスが、何の成果も上げられず、ただ恥ずかしい思いをしただけだったということを、認めたくなくて逃げたのだ。

「お詫わびっていったらなんなんだけど、あんたの好きな少年君の入院している病院、調しらべといた。最初はコミエスの会場にも近い、救急救命病院に入院したんだけど、正月の前にこっちに転院してる。都みやこの勤めてる高校の近くの区立病院だって。見み舞まいに行くといいよ」

「そんなの無理！　不自然だよ！」

「どこが？　あんたは先生じゃないけど、そいつとは図書室で、そこそこ話をしたりするんでしょ？　だったら、お見舞いに行ったって、ちっとも不自然じゃないわよ」

「でも……」

「それとも、もう諦あきらめた？　温泉につかって綺き麗れいさっぱり気持ちも流しちゃった？」

「そんなわけ！──ないよ……」

　早はや田た奈な々な子こは、ぐい、と肩に腕を回してきた。顔がほとんど密着する。

「だったらさ。お見み舞まいに行って、アピールしてきなよ。あ──いっそのこと実力行使に出ちゃうってどう？　高校生の男の子でしょ？　入院生活でたまってるんじゃないかなあ……まさか病室でなんかできないだろうし」

「奈々子！」

　いったい何を言い出すのか。夏か宰さいは、心しん臓ぞうがものすごく早く打つのを感じたが、早田奈々子はまったく意に介した様よう子すもなく、んふふ、と笑った。

「この間のコスプレで、彼の頭にはしっかり都みやこの胸が焼きついてるはずよ。だったら使っちゃえばいいじゃん」

「ちょっ、触らないで！」

「いいじゃーん。……まったく、むかつくなあ。こんないい武器があるのに、使わないなんて馬ば鹿かよ馬鹿。初めてだから不安なの？　大丈夫だって。そういうのは男の子に任せれば、それなりにしてくれるから」

「してほしくなんかない！」
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「噓うそつけ！」

「だから痛いから、そんなに強く揉もまないでえ！」

　──などと。

　そんなやりとりを繰くり返し、半ば強制的に見み舞まいに行くことを了承させられた夏か宰さいは、その上でケーキまでも作らされた。自じ炊すいはしても、スイーツ系は買うばっかりの夏宰には、玄人くろうとはだしの早はや田た奈な々な子この指し導どうは、それはもう厳きびしいものだった。

　何度か試作を重ね、ようやくＯＫがでたショートケーキは、はっきり言って形はよくない。けれど、できてしまえば、なんだかとても愛いとおしいものになっていた。

　それを箱に詰め（早田奈々子の家にはそうしたものも揃そろっていた）、夏宰は彼女の車に乗せられて、病院の前で降ろされた。

「しっかりね！」

　そんな風ふうに背中を押して早田奈々子は行ってしまったが、なんだかまだどこかで見ているような気がしてならなかった。ぐずぐずしていたら、急に現れて、お尻しりを蹴けっ飛ばされるかも知れない。

「……よしっ」

　腹を括くくり、夏宰は病院の入り口を潜くぐった。ここまでお膳ぜん立だてをしてもらって、まだぐずぐずしていたら、彼女に申もうし訳わけがない。

　待合室は、大勢の人で混んでいた。老人が多いが、子供の姿も目立った。ほとんどの人がマスクをしている。インフルエンザの予防だろうか。

　病院なのだから当たり前かもしれないが、明るい壁へき面めんに比べると雰囲気は重かった。そういえば少し前にこの病院で小ぼ火やがあったことを夏宰は思い出した。やけに壁かべが綺き麗れいなのは、その時に塗り直したのかもしれない。

「あの、すいません」

　受付に行き、忙しそうに何かを書いている事務員に声をかけた。はい、と上げた顔はにこやかだったが、目は笑ってはいなかった。

「なんでしょう？」

「すいません、ここに、江え本もと文ふみ人ひと君が入院していると思うんですが……？」

「少々お待ちください」

　事務員は脇わきに置いてあるパソコンに向き直りおそらくは名前を打ち込んだ。かりかりとハードディスクの音がした。

「……江本文人さんなら、一昨日おととい退院なさいましたが」

「えっ!?」

　夏宰は持っていたケーキを落としそうになった。

「え、でも、かなりの怪け我がだったって聞いてるんですけど……」

　事務員の眉まゆが微かすかにひそめられた。

「失礼ですが、あなたは患者さんとはどういう？」

「えっと……わたし、学校に勤めてて……」

「先生……？」

「そ、その、色いろ々いろありまして……不登校とか、そういうの……」

　夏か宰さいはしどろもどろになりながら、思いついた理由を適当に並べた。ひょっとして先生に見えないのだろうか、と不安になった。夏宰は自分の中途半端に大人おとなっぽい顔を呪のろった。自分も『先生』と言われたら、もっと年上を想像する。もっと童どう顔がんなら、制服を着てこれたかも知れないが、自分がしたらそれこそコスプレだった。

　だが、事務員は、ああ、と納得してくれた様よう子すだった。そればかりか、表情が柔らかくなって、大変ですね、とまで言ってくれた。

「多た分ぶん、大おお袈げ裟さに伝わったんだと思いますよ。江え本もとさんは、ちゃんと治って退院されましたから。綺き麗れいな外国人の女の子が毎日のようにお見み舞まいに来ていたので、よく憶おぼえてます。退院の手続きも、江本さんご本人がされましたし。ご両親はお忙しい方みたいですね」

「そ、そうみたいですね……」

　事務員の言っている江本文ふみ人ひとは、間違いなく彼だと思えた。名前に加えて、おそらくはフィフであろう女の子のことまで一致しているのだから。

　ありがとうございました、と言うと、がんばってくださいね、と小声で励まされた。もちろんそれは恋愛のことではないとわかっていたが、折れかけていた気持ちをすこしは支えてくれるのには役立った。

（……どうしよう）

　文人はもう学校に行っているかも知れない──そう考えると、自分がすごく大切な機き会かいを棒に振った気がした。温泉にいっていなければ、という気持ちが湧わき上がってきたが、早はや田た奈な々な子こを怨うらむ気にはならなかった。彼女がいなければ、そもそもこうしてここに立っていることもなかっただろうからだ。

　とにかくもう、ここでこうしていても仕方がないのは確たしかだった。もう一度、ありがとうございます、と言って受付を離はなれ、夏宰は病院を出た。

　自然と、ため息が出た。

　本当にどうしたものだろう。文人の住所は知っているが、いきなり訪たずねていくのはあまりにも不自然な気がする。二人ふたりの関係は、高校の司書とそこの生徒というだけで、それ以上でも以下でもない。せめて図書委員であれば、そこに口実も生まれようが、違うのだから、彼の家を訪ねるということは、ほとんど告白するに等しいと思えた。

　しちゃえば、と早田奈々子なら言うに違いない。

　けれど、病院へくるにも勇気が要いったのだ。場所が彼の家ということになれば、ハードルの高さは全然違う。自分が嫌いやになるけれど、つい、今後のこととかも頭を掠かすめてしまう。

「──あ」

　明らかに自分に向けられた声に、夏か宰さいは振り向いた。見覚えのある男子生徒が立って、こっちを見ていた。制服は着ておらず、もしかしたら病院に来たのかもしれなかった。

（確たしか、時々、江え本もと君と一いつ緒しよにいる……）

　名前は思い出せなかった。だが、彼がここに来たということは、本当は文ふみ人ひとはまだ入院中だということなのだろうか？　しかし仮に、これこれこういう人が来たら退院したと言ってください、と頼んでいたとして、理由はなんだろう。

（……もしかして、愛あい想そつかされた!?）

　ずくん、と心しん臓ぞうが痛んだ。そうだ。何な故ぜ、そのことに思い至らなかったのだろう。文人はコミエスに参加しているが、オタクというわけではないはずだ。そんな子に、あんな露ろ出しゆつ度どの高いコスプレ姿を見せて、どうして引かれたりしないと思ったのだろう。

（……あの時はただ、コミエスに参加しなくちゃってことしか考えてなくて、他ほかのことは全然思い至らなかった……）

　夏宰は足元が崩れて、そこに飲み込まれていくような気分になった。確かに、体はアピールできたかも知れない。けれど、普ふ段だんの胸元の大きく開いた服と、コスプレとでは全然違う。

　雲くも木きもコスプレをしていたが、あれは販はん促そくのためで、意味が異なる。それに、彼女は文人のためにやったことで、自分は自分のためにしたこと。そこにも大きな差がある。彼がそのことに気づかないはずはない。

（……お、終わった……）

　夏宰は泣きたくなった。これから文人の中で自分は、ちょっとあの人はねえ、と引かれる対象になってしまったに違いなかった。

「……先生。江本の見み舞まいに来たんですか？」

　やたらと低い声で喋しやべる男子生徒に、夏宰は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったあとで頷うなずいた。正しくは先生ではなかったが、どうでもよかった。

「見舞いの品まで持って？」

「……うん」

　頷きながら、夏宰はこの生徒が八や代しろと言う名前だったと思い出した。

　八代は、ふうん、と呟つぶやいたが、そこには何か嘲ちよう笑しようするようなそんな響ひびきがあって、夏宰は体を硬くした。この生徒はあの場にはいなかったはずだが、文人からもう聞いているのかも知れない。コスプレのことを。

「……やめた方がいいんじゃないっすか？」

　ぎくりとした。

「ど、どういう……」

　八や代しろは、はっ、と笑った。今度は間違いようがなかった。

「先生は知らないと思うけど、あいつは違うんですよ──違うんだ。傷つきたくなかったら、関かかわらないほうがいいですよ」

　夏か宰さいは、口の中に無理やり石を詰め込まれたような気分がした。

（や、やっぱりそうなんだ……！）

　イタイ女と思われてしまったのに違いなかった。文ふみ人ひとがそう告げるようにいったとは思えない。これはきっと、この生徒の一存だろう。友達のことを思い、近づくなと言っているのだ。きっとそうに違いなかった。

　黙だまっていると八代は咳せき込み、

「忠告はしましたよ」

　と言って、病院に入っていってしまった。

　わたし、いつもコスプレしてるわけじゃないよ、と夏宰は言いたかったが、言葉は喉のどに引っかかって出てこなかった。

（……帰ろ……）

　何十分、そこに立ちつくしていたのだろうか。すっかり体が冷えてしまっていた。

　ため息をつき、夏宰はとぼとぼと家路についた。

　どこをどう帰ったのか、さっぱり覚えていない。

　マンションの部へ屋やに戻ったとき、気が付けば作ったはずのケーキはなく、代わりに何な故ぜか雑誌を持っていた。いつどこで受けとったのか、ケーキはどこでなくしたのか、それもまったく記き憶おくがなかった。

　表紙を見た夏宰は眉まゆをひそめ、その雑誌をゴミ箱へと丸めて投げつけた。『お試し版　ハートをつかむ、新作スイーツ特集』とでかでかと刷すられたそれを。
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「買ってきたわよ、お姉ねえちゃん」

　ドアを開けると熱ねつ気きが押し寄せてきて、崎さき田たチカは一いつ瞬しゆん、眉をひそめた。

　しっかりとドアを閉め、コンビニの袋をドレッサーに置く。狭い室内のセミダブルのベッドには、姉のルカが横になっていて、小さなラウンドテーブルの上ではフロントで借りた加湿器が蒸気を噴ふん出しゆつしていた。

　不快なほどではないが、部屋の中は外と比べると暑いくらいに気温が高い。ベッドのルカは浴衣ゆかたをすっかりはだけて、大きな胸がまろび出てしまっていた。

　谷間にしっとりと汗をかいている。

　チカはタオルを取り上げるとそれを拭ふき、額ひたいに手を当てる。しばらくそうして、小さく安あん堵どのため息を漏らした。

　ようやく微熱も下がったようだ。

　コミエスのあと、二人ふたりはどうしても必要な荷物だけを文ふみ人ひとの家から持ち出し、その足でこの街を去ろうとしたのだが、叶かなわなかった。

　電車に乗り込む寸前に、ルカが倒れたからだ。

　いつから我が慢まんしていたのか、熱はかなり高く、チカはとにかく駅の傍そばのビジネスホテルに部へ屋やを取ってルカを運び込み、容態を見た。

　素人しろうとに詳しい診察ができるわけもなかったが、とにかく熱が高いことだけはわかった。しかもひどく寒がっている。

　救急キットを持ってきてよかったと、チカはあのときほど思ったことはなかった。体温計を脇わきに挟んで押さえて熱を測はかると、三九度もあった。風か邪ぜなのか、インフルエンザなのか、それとも別の病気なのか。わからなかったが、とにかく熱を下げるのが先決だった。

　まずは着替えさせ、部屋の温度を上げてフロントで加湿器を借りた。それからドラッグストアで風邪薬とカップのお粥かゆを買ってきて、つきっきりになった。

　翌日には往診を頼んで──健康保険証はとっくに切れていたのでものすごく高くついた──風邪と疲れだと判明し、ほっとしたものの、そのあと熱はなかなか下がらなかった。

　三九度をきったのは年が明けてからで、チカも遠出はできず、とろとろと眠り続ける姉の横で正月番組をだらだらと見て過ごした。

　看かん病びようの他ほかにすることもないので、チカはずっとテレビを見ていたが、コミエスでの騒さわぎは大きなニュースにはなっていなかった。

　翌日のワイドショーで小さく扱われたのを見ただけ、しかもそれは暴ぼう行こう騒ぎであって、多数の行方ゆくえ不ふ明めい者しやが出ているはずのことではなかった。

　暴行事件は、フィフだろう。文ふみ人ひとたちがどうなったかはわからなかったが、フィフが負けるとは思えず、心配はしていなかった。

　三さんが日にちを過ぎると、ルカの熱ねつもようやく微熱程度に落ち着いたが、少し動くと簡かん単たんに上がるので、しばらくは安静にしていなくてはならなかった。当然、外出などもってのほかであったのでルカは暇ひまをもてあまし、仕方なくチカは、弁当を買いに行くついでに適当に週刊誌を買ってくることになっていた。

　その姉は、まだ目を覚ましそうになかったので、チカは椅い子すに腰を下ろすと、袋から雑誌を取り出し、ぱらぱらとめくってみた。

　目の端に何かが引っかかり、チカは手を止めた。既すでに過ぎてしまったので、一〇ページほど戻る。

（やっぱり……）

　雑多な幾つかの事件をまとめて載せているページに、それは載っていた。『あいつぐオタクの失しつ踪そう！』という見出しがついている。

　記事自体は短かったが、これを書いた記者は、年末年始に全国で出された捜そう索さく願ねがいの内うち、五〇人以上の行方不明者の最後の足取りがコミエスだと断定していた。そこから社会の閉へい塞そく感かんにつないでいたのは的まと外はずれだが、よく気付いたものだった。

　しかし、この記者は決して真実にはたどり着けないだろう。たどり着いたとしても、信じるとは思えなかった。人が《本》になるなど。

（これは見せられないわね……）

　チカは雑誌を引き出しに隠した。

　クレオパトラを見み逃のがしたことを、姉は、いまもまだ気に病やんでいる。

　案あん外がい、熱の原因の一いつ端たんであるストレスと言うのは、そのことなのかも知れず、となればこんな記事は決して見せられなかった。

「んん……」

「起きた？　姉ねえさん」

　チカは立ち上がってベッドに向かった。

「ん……」

　のっそりと起き上がったルカの胸元がまたはだける。それを直しながら、ごはん買ってきたけど食べられる？　と訊きくと、こっくりと頷うなずいた。

　ドレッサーに置いたコンビニの袋から、スポーツドリンクとおにぎりを出してベッドに戻ると上がって隣となりに座り、おにぎりを渡した。

「おかかでいいんだよね？」

「ん……」

　ぺりぺりと包みを剝はがす動作がいつもよりもさらに緩ゆるい。

　チカは自分の高たか菜なのおにぎりの包みをはがしてサイドテーブルに置き、かじりついた。半分ほど食べてしまった頃ころにようやく姉は包みを剝がし終え、もそもそと齧かじった。

「……もうちょっとおいしそうに食べたら？」

「だって、食欲ないんだもん……」

「じゃあ、なんでお昼ごはんにしようとか言うのよ」

「食べないと治らないでしょ……？　はやく治して……行かなくちゃ……」

　ため息をつき、チカは残ったおにぎりを口に放りこむと、スポーツドリンクで喉のどに流し込んだ。ルカに渡すと、彼女もおにぎりと交互に飲み、食べるというより飲んだ。

「フミーのごはん食べたいな……」

　ふうっと甘い息を吐いて、ルカはそんなことを呟つぶやいた。怒ろうとして、しかし、チカはできなかった。正直に言ってしまえば、気持ちは同じだった。

「……あの子、あれでなかなか料理上手じようずだったよね。グラタンとかハンバーグとか、めちゃくちゃおいしかったし」

「わたし、肉じゃががすきだったなぁ……」

「姉ねえさんは洋食より和食だものね」

　うん、と言ってルカはもう一口、スポーツドリンクを飲んだ。

　互いに利用していただけの共同生活であったはずなのに、こうしていざ打ち切ってみると、大切な時間であったのがよくわかる。

「ねえ……」

　もう一口おにぎりを齧かじって、ルカはチカを横目で見た。

「やっぱり、戻らない？」

「駄だ目めよ。クレオパトラの話を忘れたの？　もし、連中が先に、パパたちの《本》を見つけたら──」

「それはわかってる。でも、あいつらも、まだ見つけてないよ？」

「可能性がある限り、危険は冒おかせないわ」

　チカは苛いら立だちを抑えるためにペットボトルに口をつけた。戻れるなら戻りたいのは山々だ。でもそれができないからこうしてホテル住まいになっているというのに、いまになってこんなことを言い出すルカに、本気で苛立ちを覚えた。

「いい？　もしも連中に先に見つけられちゃったら、それを盾たてにフーミンたちと戦わせられるかもしれないのよ？　それを避けるためには、自分たちで先に見つけ出すしかない、って姉さんもわかってくれたんじゃなかったの？」

「あの時はそう思ったけど、ここでずっと寝ながらいろいろいろいろ考えたら、他ほかにやり方があるんじゃないかなって思ったの。ぶっちゃけた話、《奴やつ》って呼ばれてる敵のボスを倒しちゃえば、パパもママも人に戻るんじゃないかな」

「そんなのわからないじゃない。戻らなかったらどうするの？」

「その時はもう邪じや魔ま者ものはいないんだから、フィフちゃんたちにももっと協力してもらって、捜せばいいんじゃないかな。それに……やっぱり、わたしたちだけで捜すのって、無理じゃないかと思うの」

　その言葉は、チカの胸を刺した。それまでの努力の一いつ切さいを否定されたようで、目の前が赤くなるほどで、気がつけばペットボトルを壁かべに投げつけていた。

「無理!?　無理って何よ！　何、弱気になってるの!?　今いま迄までだって二人ふたりでやって来たじゃない！　そうでしょ!?」

　だが、ルカは普ふ段だんとは違って、まったく怯おびえた様よう子すも見せず、まっすぐにチカを見つめたままでいた。

「ねえ、チカちゃん。それで、パパは見つかった？　ママは見つかった？」

　チカは言葉に詰まった。息が詰まった。見えない手で喉のどを絞められたみたいだった。

　ルカはサイドボードに置いた小こ瓶びんを手にした。中に原初の《紙》が入った秘密の小瓶。《本》と引き合い、そのありかを示す。

「確たしかにわたしの小瓶は《本》を示すけど、それは大まかにだし、フィフちゃんの所属する組そ織しきの探索力には、ぜんぜん及ばないわ。それに──これってチャンスだと思わない？」

「チャン、ス……？」

「うん」

「だって、フィフちゃんばかりか、クレオパトラちゃんたちも捜してくれるって言ってるんだよ？　本当にあの子の仲間がパパたちを《本》にしたんなら、見つけてもらおうよ」

　チカは驚おどろいて、姉の顔を──鏡かがみに映したような自分と同じ顔を凝ぎよう視しした。

「そ、それって、フミーたちの敵に回るってこと？」

「ううん。見つけてもらうだけ。──よく考えて、チカちゃん。クレオパトラちゃんは、わたしたちがこのまま敵でいるようなら《本》を見つけ出して人ひと質じち──本質？　ま、いいや。とにかく質に取るっていうようなこと、言ってた。でも、本当にそうするかはわからないよね？」

「だから、本当にしたらどうするの!?」

「でも、質に取ったかどうかわたしたちにわからせるには、それを見せてくれないと、わたしたちは信じないよね？　目の前で開いて見せてくれないと」

「……だから？」

　ルカは、んふふ、と嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「だから、見せてくれたときに、奪うばっちゃうの♪　ちゃんと事情を話せば、フミーたちだって手て伝つだってくれると思うし、ひょっとしたら先にフミーたちが見つけるかもしれないし、どっちにしても、わたしたちがフミーたちと離はなれるのって、何の得もないんじゃないかなーって思ったんだけど、どう？」

「どう、って……」

　チカは下唇を嚙かんだ。確かに、漁ぎよ夫ふの利りを得るのはいい方法かもしれない。だが、危険も高かった。

「……お姉ねえちゃん。敵が先に《本》を見つけてわたしたちを脅おどしたとき、応じなかったら、パパたちを燃もやしちゃうってこと、ない？」

「絶対にないとはいえないわ。でも、意味がないと思う。現物を見せないで燃やすなら、すぐにやっちゃえばいいんだし、でも、もしそんなことをすれば、わたしたちの怒りに火をつけて、自分たちのお尻しりにも火をつけることになるわ」

　かもしれない、とチカも思った。もし、両親を燃やしたりしたら、それを知ったら、自分も姉も、それこそ《鬼》となって復ふく讐しゆうするだろう。

　だから、とルカは言った。

「どっちに転んだとしても、わたしたちはフミーと一いつ緒しよにいた方がいいっていうのが、お姉ちゃんの結けつ論ろん」

　どう？　とルカは微笑ほほえんだ。

　確たしかに一理はある。しかし危険があるのも事実なのだ。そこがどうしても気にかかる。

「それと、チカちゃん。わたしは、クレオパトラちゃんが捜さないって約束を守るとは思えないの。わたしが彼女の立場だったら、そんなことを言っていても捜して手元に置いておいて、それこそ、フミーたちを脅きよう迫はくするのに使ったりすると思う。その時、その場にいるのといないのとじゃ、全然違うと思うの」

「わかった。わかったから、待って！」

　チカは、ルカに向けて手を上げて、黙だまってて、と頼んだ。理屈はわかる。敵の弱点を押さえておいて切きり札ふだに使うというのもありえそうだった。確かに、自分たちがいてもいなくても、両親の《本》は文ふみ人ひとたちに対する武器になるかもしれない。だが、けれど、という思いがどうしても捨てられない。

　すると、

「……うん、いいよ」

　ルカは、妹の気持ちを察したかのように頷うなずいた。

「わたしもまだ完全に治ったわけじゃないし、あと二日ぐらいはゆっくりした方がいいと思ってるから、その間に考えて？」

「……わかった」

　チカは大きく頷き、自分が投げつけたペットボトルを拾うために、ベッドを降りた。

（敵かなわないな）

　しみじみとそう感じた。

　たった数分、先に生まれただけなのに、どうして姉は姉なのだろう。いつもは全然そんなことないのに、いざというときには、しっかりと姉らしくなる。

　ボトルを拾い振り返ると、ルカはもう、いつものように甘えた顔になっていた。

「ね、チカちゃん。プリン、買ってきてくれた？」

「はいはい、あるわよ」

　コンビニの袋を探さぐりながら、チカは苦笑し、小さくため息をついた。

　まったく、本当に敵わない。
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「なんだか大変だったみたいね」

　机に肘ひじをついて椅い子すに座った柄つか森もり泉いずみがそう言うのを、床ゆかに置かれたクッションに座った雲くも木きは、ホットミルクを嘗なめるように飲みながら聞き、小さく頷いた。

　柄つか森もり泉いずみと会うのは、コミエスからこっち、初めてだった。

　彼女の所属する漫まん研けんにも顔を出さなかったし、クラスも違うので、会わずにいようと思えば意外とそうできた。

　本当はすぐに、残った本や売った代金を届けるべきだったのだろうが、目の前で文ふみ人ひとが刺されたショックは大きく、一度、病院に文人を見み舞まった以外は、年が明けても、先日、彼の家に行っただけで他ほかにはどこにも行かず、家と学校の往復だけだったというのもある。

　それがようやく文人の話を聞いて時間が動き出した気分になり、柄森を訪ねる気になったのだが、すっかり義理を欠いた自分を一言も責めずに、彼女は招き入れてくれた。

　友達、というのはありがたい、と雲くも木きはしみじみと思った。

「何があったか、知ってるの……？」

「まあ、おおよそは。里さと江えさん。憶おぼえてる？」

「確たしか隣となりのサークルの……」

「そう。彼が電話をくれて、一部始終、話してくれたわ。ちょっと、酔ってるのかって部分もあったけど、だから、だいたいは」

　ああそうか、と雲木は納得した。文人について救急車に乗り込んでしまった自分に代わってブースの片づけをしてくれたのも彼だった、とスタッフに聞いたのを思い出した。

　それなのに、お礼のひとつも言っていない。

　本当に、文人のことばかり考えていて余裕がなかったのだと、雲木はつくづく思い知った。

　よく知らない男の人に電話番号を知られるのは怖いから、あとでアドレスを訊きいて、御礼のメールを出しておかなくては。

「それで？　江え本もとの本は売れた？」

「え？」

「だから、本。わたしがキャラデザした飛び出す絵本よ」

「あ、そっち……」

　まさか文人の容態よりも先に、本が売れたかどうかを訊きかれるとは思わなかった。

「別に江本のことが気にならないわけじゃないわよ？」

　気持ちを読んだかのように、先回りして柄森は言った。

「ただ、当日のテレビでもそんな重症だとは言ってなかったし、続報もなかったから、大したことないんだろうな、って思って。だとしたら、わたしがまず訊くべきは、本のことって話じゃない？」

「噓うそでも先に江本の具合を訊こうよ……」

　柄森は笑った。

「ごめんごめん。じゃあ、どうなの？」

「この前、退院した」

「そりゃあよかった。──で、本は？」

　やっぱり気になるのは自分の関かかわった本か、と雲くも木きはため息をついた。けれど、責めるつもりはなかった。権利もない。柄つか森もりは漫画を、絵を描かくことが何よりも大事なのだ。それに、里さと江えとの電話で、文ふみ人ひとが無事だということは確かく信しんしていたのだろう。

「売れたよ。少しだけど」

「何冊？」

　雲木は指を五本立てた。

　実は文人がブースを離はなれてから、さらに二冊売れたのだ。その売り上げと在庫は彼の家に送ったが、送ったときのダンボールのまま、封ふうも切らずに玄関に置いてあった。

　しかし文人のあの様よう子すだと、あそこに在庫と売上金が入っていることに、気付いていないのかもしれない。

「へえー、なかなかね」

　柄森は素直に感心している様子だった。

「結構、強気な値段設定したって聞いたから、一冊売れればいいかなって思ってたんだけど。そっか。あ。わたしの絵の力だなんて言わないわよ？　純粋に、江え本もとの絵本がよかったんだろうね。わたしは飛び出す絵本ってどこを見ればいいのかわからないから、江本の本のどこが優すぐれてるのかはよくわからないんだけど」

　雲木はまさか、本当にミロが飛び出してくるんだよ、とは言えなかった。それに、飛び出すのは文人のところにある一冊だけで、他ほかは普通の《仕掛け絵本》のようだから、売れたのは純粋に本の出来がよかったからだろう。

　雲木も一冊、購こう入にゆうしていたが、それはさっきの数に入れてはいない。柄森には贔ひい屓きなしで売れた数を知ってほしかった。

「ま、いいわ」

　柄森は、笑った。雲木はそれを不ふ謹きん慎しんに感じたが、何とか顔に出さずにすんだ。仕方がないことだ。彼女は、ボロボロにされた江本を見ていない。だから笑っていられる。

「それで？」

　柄森は肘ひじをついた手で頭を支えるようにした。

「少しは進展あった？　まあ、あんな事件があったんだから、それどころじゃなかったとは思うけど、詠よみがコスプレまでしてアピールしたんだから、わたしとしては、少しは変化があったと思いたいんだけどな」

　変化ならあった。とてもいえない変化が。

　だが、日が経たつにつれて、八や代しろの言ったことが正しいのではないか、と思えてきている自分がいることにも気が付かざるをえなかった。

（だって、あまりにも……漫画みたいな話だし）

　自分は確たしかにあの会場でミロが本から飛び出してくるのを見た、とはっきりと言える。けれど、それが現実にあったことかどうかは別かもしれない、と思い始めている自分もいた。

　あの時は、江え本もとが刺され、殴られ、ボロボロになった姿を見て、かなり気が動転していた。記き憶おくも断片的で、思い出せない部分も多い。

　文ふみ人ひとの母親が来て、色いろ々いろ訊きかれたときもろくな受け答えができなかった。家にどうやって帰ったのかも憶おぼえていなかった。

　どうして八や代しろに電話をしたのかもわからない。その夜のことだったと思うが、文人のことを知らせておかなくては、と考えたのかも知れない。それが、あんな話になるとは、予想などできるはずもなかった。

「で、どうなの？」

「……何にも。何にも変わらないよ。フィフちゃんとかもいたし。江本はとにかく自分の初めての本を売るのに一いつ生しよう懸けん命めいだったから」

「けど、その格好には驚おどろいてたんじゃない？」

「うん。それはまあ、ね」

「だったら、ひとまずはＯＫね。驚いたってことは、いつもと違うあんたを印象づけられたってことだから。あの格好をする勇気もわかってもらえたんじゃない？」

「どうかな……？」

　それはどうだかわからなかった。本を売ることに夢中で、他ほかのことはすべて些さ細さいなことだったのではないかと思えたし、何よりあの後に起きたことですべて吹き飛んでしまった気がしないでもない。

　柄つか森もりは、ため息をついた。

「なーんか煮え切らないわねえ」

「しかたないよ。わたし、江本が何を考えてるのかなんてわからないもの」

　本当にそうだった。

「そりゃあそうだけどね。他人なんだし」

　言って、柄森は机の上に無む造ぞう作さに置いてあったコンビニの袋を引き寄せた。

「まあ、いいわ。それより、今度の日にち曜よう日び、久しぶりにちょっと付き合わない？」

「え、なんで？」

「気晴らしよ、気晴らし。必要でしょ？　わたしも投稿用の原稿に詰まっててね。ぱーっと甘い物でも食べに行こうと思ってるの。付き合わない？」

　甘いものか──雲くも木きは、ホイップされた生クリームの味を思い出してみた。それは少しだけだけれど、気持ちを軽くしてくれた。今、自分に必要なのは、そうしたあたりまえの日常な気がする。

「うん、いいよ」

「よし、決まり。ちょうど、コンビニ行く途中で新しい雑誌のお試し版を配ってたのを貰もらったんだけど、特集が最新のスイーツだったのよ」

　その雑誌を取り出し、柄つか森もりは組んだ足の上に置いた。Ａ４サイズの、特に目新しい感じはしない、派は手でな表紙の本だった。でかでかとケーキの写真を載せている。よくあるスクウェアのショートケーキだったが、それだけにイチゴのみずみずしさがよく表れていて、ふわっとしたクリームとのコントラストで、とてもおいしそうだった。

「だけど、お試し版だからもらったけど、創刊されたら買うかとなると別よね。この手の情報誌ってもう結構あるし、情報だけならネットの方が早くて有益だし」

　ぱらり、とページをめくる。

「ふうん。写真は実物大か……断面とかも載ってるし、なんだか図ず鑑かんみたいだわ。これなら資料として買うのもありかも」

　微妙に評価の上向いた柄森が丁ちよう度ど中なか綴とじの真ん中を開いたとき、手が止まった。

「へえ」

　面おも白しろがるように言って、雲くも木きを見る。

「見て。《飛び出す絵本》になってるわよ？」

「え──」

　心しん臓ぞうが、どきん、と跳はねた。

　柄森が他ほかとは紙質の異なるページを開くと、その中心で、ゆっくりとケーキが立ち上がってくるのが、雲木にも見えた。

　胸に、何かが引っかかっていた。思い出せず、背中の辺あたりがぞわぞわして気持ちが悪い。文ふみ人ひとに関係する何かのはずだった。《飛び出す絵本》。彼はなんと言っていた？

　柄森は、立ち上がった表紙と同じショートケーキを見て、もう一度、

「へえ……」

　と呟つぶやいた。

　それきり、食い入るように《ケーキ》を見つめている。

（何……？　なんだっけ!?）

　じわり、と嫌いやな汗が額ひたいに滲にじむのが、雲木はわかった。何か起きてはいけないことが、目の前で起きようとしているのに、何をどうしたらいいのかわからない。

「……いただきまーす」

（え!?）

　柄森は確たしかにそう言った。そしてとろんとした目を細めると、あんぐりと口を開けた。

　──しばらく本を見ないでくれ！　特に新しい本は！

（あっ！）

　文人の声が頭に蘇よみがえった。そうだ。確かに彼はそう言った。

「泉いずみ！」

　雑誌をひったくろうと、雲くも木きは手を伸ばした。

　だが、間に合わなかった。

　指が届く前に、柄つか森もり泉は存在が平たくなり、引き延ばされ、雲木の目の前で折りたたまれて、一冊の《本》と化してしまった。

「いやあっ！」

　手をすり抜け、床ゆかに落ちたその表紙には、『柄森泉』と金きん箔ぱくで押されていた。

　雲木はその《本》に飛びついて開こうとした。だが、いくら力をこめても表紙はびくともしなかった。

「噓うそよっ！　こんなの噓でしょ!?」

　そう声を上げなければ、どうかしてしまいそうだった。いまになってようやく、あのときの八や代しろの気持ちがわかった気がした。こんなことは信じたくなかった。なかったが──。

「なんでっ!?　なんで開かないのっ!?　猫は《本》から飛び出してきたじゃない！　泉を返してよっ！」

　だが、やはり《本》はびくともしなかった。まるで、見えないバンドで括くくられているかのように、強固に口を閉じていた。

　かり、と小さな音がした気がして、雲木は手を止めた。きぃんと空気が鳴っている。自分でも信じられないくらい、耳が聡さとくなっているのがわかった。床ゆかに落ちる埃ほこりの音すら聞けそうなほどに。
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　さっきまで柄つか森もりであった《本》を手にして固まったまま、雲くも木きは目だけを動かし、窓に視し線せんがたどり着いたとき、はっとした。虫が張り付いている。気持ちの悪い腹を見せて、真っ黒い甲こう虫ちゆうが。中に入りたがっている。なぜかそう確かく信しんした。

　かつん、と音がして、もう一匹、同じ虫が窓にぶつかって張り付いた。さらにもう一匹。ぶぶ、と羽根を震ふるわせている。

（に、逃げなくちゃ……）

　直感でそう思った。《柄森》とそれから彼女を《本》にした雑誌をつかんでトートバックにねじ込んで部へ屋やを飛び出した。彼女の両親は留守だった。鍵かぎを閉めていきたかったがどこにあるかわからず、仕方なくそのままにして、道を走った。

　背中からあの虫が追いかけてくる──音だけで、そうだと確信した。追いつかれたらどうなるのか、考えたくもなかった。

（江え本もと──！）

　それしか思いつかなかった。彼ならば、これがなんなのかきっとわかっている。どうしたらいいのかも知っている。

　信じて走った。そうするしかなかった。背中から狂気が追って来る。

「江本ーっ！」













　　　　　４







　フンコロガシとも呼ばれる巨大な甲こう虫ちゆうであるスカラベが一匹、倉庫の重たい扉とびらの隙すき間まから忍び込んでくるのをクレオパトラは目め敏ざとく見つけ、作業監かん督とくの手を止めた。

「その梱こん包ぽうを解いて、三丁目のバイトに持っていくのじゃ」

　コミエスで《本》にした人間に、そう指示をして、スカラベに向かって、来い、と手を伸ばした。虫は大きな羽は音おとをさせてクレオパトラの褐かつ色しよくの肩に止まると、まるでその耳元に囁ささやくように顔を寄せて、ぎちぎちと音を立てた。

　他ほかの《本》や人間にはただの雑音にしか過ぎないそれも、クレオパトラには言葉と同じだった。考える力はさしてないが、代わりに実に忠実に働く、最高の下げ僕ぼくだった。

「……なに？　《本》を奪うばわれた？」

　虫はぎちぎちと肯定する。

「わかった。それで、その娘は追いかけているな？　よし。わらわもすぐに行くゆえ、群れに戻るがよい」

　そう囁ささやいてやると。羽根を震ふるわせ、虫は飛び去った。

（ふむ……）

　クレオパトラは、青い顔がん料りようで縁ふち取どったアーモンド形の黒い瞳ひとみを眇すがめた。

（普通の人間ならただの《本》など拾わぬはずじゃ。目の前で《本化》したのかもしれぬが、それならば驚おどろいて逃げるのが普通じゃ。持ち去るなどありえぬ。そんな行動に出るのは、人間が《本》になることがあるということを知っているやつじゃ）

　そんな連中の心当たりは、ひとつしかなかった。

（あの《戦せん闘とう司書》と《マイスター》か……）

　可能性は十分にあった。

　この街かどうかはわからないが、この近辺が連中のテリトリーだというのはわかっている。《かぐや姫》に《切り裂きジャック》、《人間印いん刷さつ機き》と、いずれの計画にも連中は首を突っ込んできて、ことごとくを潰つぶしていった。

　もっとも、《禁書》は引き合うものであるし、この街からは遠く離はなれたコミエスにも、連中は現れて邪じや魔まをした。

　どこにいても邪魔をされるなら、いっそ、という《主あるじ》の考えで、最後の実用試し験けんは、連中との接触率が一番高いこの街が選ばれた。

（それに連中はまんまと食いついた、というわけかの？）

　確たしかめなければならない。《主》からも、そう念を押されていた。連中を見つけたら、手出し無用、とも。

　もとより出す気もない。あれと戦って勝てる自信は、クレオパトラにはなかった。

「百ゆ合り若わか！」

　奥で、秘密印刷所から届いたばかりの《雑誌》を運ぶ作業を手て伝つだっていた着物姿の大男に、クレオパトラは声をかけた。

「わらわはちと出かけてくる！　ああよい！　おまえはここで作業を続けよ！」

　百合若は天てん井じように届きそうな小さな頭をこっくりとさせて、作業に戻った。

　幸こう若わか舞まいや浄じよう瑠る璃りの《百合若物》と呼ばれる一連の作品の主人公である彼は、弓ゆみの名手で、鬼を退治する英雄だ。神への祈き願がんの結果として授けられたとされる。

（ならば、その神は《主》じゃな）

　少なくとも自分たちにとってはそうだった。

　百合若は、クレオパトラと多くの時間を共ともにしてきた。ひとつには、クレオパトラが戦いにあまり向かないというのがあった。情報の収集は便利でも、スカラベは、戦力としては使えない。相手の口に押し入って息を詰まらせるということもできなくはないが、大たい抵ていはその前に手を打たれてしまう。

　なので、コミエスの駐ちゆう車しや場じようでは本当に肝きもを冷やした。《焚ふん書しよ鬼き》の二人ふたりをうまく言いくるめることができて幸運だった。虫をカーテンにできるのは噓うそではないが、百ゆ合り若わかも火を恐れないわけではない。虫の数が保もてばあの二人ふたりを倒すこともできたかもしれないが、それは賭かけであったし、何より自分の役割ではなかった。

「皆の者！　今届いた分で、今日きようは最後じゃ！　しっかり働くがよいぞ！」

　魂たましいを抜かれた肉人形と成り果てた男たちからは何の返答もない。それでよかった。返事がないことが、うまく機き能のうしているという証あかしだった。

「では、行ってくる！」

　足元の影かげから無数の虫の脚が生はえ、クレオパトラは自らは歩くことなく工場を出た。

　少し先を虫が飛んでいる。

　それを追わせつつ、クレオパトラは、分身たちに集まるように念を飛ばした。




　　　　　☆




「ねー……やっぱり、フミーは怒ってるかな……？」

　旅の荷物を詰め込んだ登山用のリュックを背負ったルカは、ホテルを出てから何度目かの同じ問いをチカに向かって呟つぶやいた。

　そうね、とチカは同じように答える。

　背中には姉と同じリュックが、しかし中身は二割ほど多く膨ふくらんでいた。輝かがやくような銀ぎん色いろの防火服を着た肩に食い込む。さすがに《竜りゆう涎ぜん》と一いつ緒しよには背負えないので、そっちはホースと共ともに肩にかけていた。

　防火服を着たのは、その方が背負うより軽いからだ。耐火性は抜群だが、その分、重量はある。目立つが仕方がなかった。それに、便利なこともある。この格好をしていると、キャッチでも軟派でも、ほとんど声をかけられない。

　チカは違ったが、ルカはまともに相手の話を聞いてしまうので、気が付いたら契約させられそうになったり、車に連れ込まれたりしそうになることがあるのだ。

「やっぱり、顔、合わせづらいよねえ」

（自分が戻ろうって言ったんでしょ!?）

　そう言いたいのを、チカは堪こらえた。

　でも、とか、だっては、姉の口くち癖ぐせのようなものだ。別に本気で翻ほん意いしようというわけではない。でも、だってを繰くり返すことで、自分の決心を揺らがなくさせようとしているのだ。わかっていても苛いら立だつけれども。

「……大丈夫よ。別に、あの連中と戦いたくなくなって、いなくなったわけじゃないんだから。クレオパトラに、パパたちのことを持ち出されて脅おどされた、って正直に言えばいいの。その上で、もう一度、今度はちゃんと『胸を触ったから結婚！』とかいう噓うそをつかずに、協力して欲しいって頼めば、きっと手を貸してくれるわ」

「そうかな……？」

「そうよ。それに、わたしたちだってそれなりに役に立つってことを実践して見せてきたんだもの。戦力をあえて低下させる意味がないわ」

「でも、チカちゃん。フミー、疑わないかな？」

　後ろから追いかけてくる声が遅れがちになるのに気付いて、チカは歩みを緩ゆるめた。横に並んだルカを見て、熱ねつがぶり返していないかを見み極きわめようとした。顔色は悪くないようだ。

「疑うって、何を？」

　んー、と唸うなってルカは唇をちょっと尖とがらせる。

「わたしたちがスパイみたいな真ま似ねをするために戻ったんじゃないか、とか？　だって、クレオパトラちゃんとのコミエスの駐ちゆう車しや場じようでのことも話すんでしょう？　だったら、パパたちのことを盾たてに取られて、それで実はフィフちゃんを奪うばわせるために送り込まれたとか思わないかな？」

「まさか」

　チカは笑った。文ふみ人ひとはそれほど疑り深い性格ではないし、フィフにしても、どちらかと言えば単純思考の持ち主だ。それに、そこまで裏を読むようだったら、端はなから自分たちを家に上げたりしないだろう。

「考えすぎよ、ルカ姉ねえ。でも……そんなに心配だったら、何かお土産みやげでも買ってく？」

「あ、それいい！」

　嬉うれしそうに、ルカは手を叩たたいた。銀ぎん色いろの手袋をしているので、間抜けな音しか出ない。

「寒いから、たい焼きか今いま川がわ焼やきにしようよ。駅の近くに、お店、あった──熱あつっ！」

　ルカが不意に胸を押さえた。

「お姉ねえちゃん、どうしたの!?」

　チカの問いには応こたえず、ルカは防火服の前ジッパーを下ろした。その途と端たん、大きくて白い胸と共ともに、目を焼くような青白い光があふれ出た。

「な、何!?」

　チカは手で顔と目を庇かばいつつ、何が起きているのかを見極めようとした。

　光を発してるのは、胸に下げた小こ瓶びんだ。《本》を感知する、ルカにしか使えないそれが、これまでにないほど強烈な光を発している。

　ルカはそれを手でつかんだ。指の間から、まだ光が漏れている。いままで瓶がこんなに強い光を発したことはなかった。

「お姉ちゃん、それ」

　ルカの大きな胸の谷間が赤くなっている。火傷やけどをしたに違いなかった。チカはリュックを下ろすとポケットから軟なん膏こうををとりだし、手袋を外して姉の胸に塗った。

「やだ、くすぐったい！」
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「我が慢まんして。痕あとになったらどうするの？」

「わ、わかってるけど」

　くっくっ、と喉のどで笑って身を捩よじる。何事か、と通り過ぎる人が見、中にはあからさまに立ち止まって覗のぞき込もうとする奴やつもいた。

（ったく！）

　チカは立ち上がると、すばやく手袋を嵌はめ、振り返ると同時にすぐ後ろに立っていた男の携けい帯たい電話をつかんだ。

「な、なにすんだよ！」

「それはこっちの台詞せりふよ。盗とう撮さつされたって警けい察さつに突き出してあげようか？」

　手を捻ねじり、ディスプレイを他ほかの野や次じ馬うまにも見えるようにする。

「今すぐ消して。でないと本当に警察に突き出すわよ？」

「わ、わかったよ！」

　携帯をつかんだまま、チカは男が写真を消すのを見守った。おかしな操そう作さをしないように目を光らせた。保存したり、どこかへ送信などさせない。

「これでいいんだろ!?」

「まだよ」

　チカは素す早ばやくボタンを操作して、男のパーソナルデータを呼び出した。

「電話番号は覚えたから。もしもお姉ねえちゃんの写真がどっかに流出なんかしてるのを見つけたら、あんたの仕し業わざだと思うから」

　突き飛ばすように手を放し、辺あたりをひと睨にらみすると、野や次じ馬うまは逃げるように散った。盗とう撮さつをした男も紛まぎれて逃げていく。

　チカは、姉の防火服のジッパーを上げた。小こ瓶びんはまだ強い光を発していて、熱ねつも帯びているようだった。

「はー……すごいね、チカちゃん。電話番号であの人のことわかるんだ」

「わたしはわからないわよ。でも、犯罪になったら個人の特定には繫つながるわ。あれがとばし携けい帯たいだったらどうしようもないけど」

「んー、なんだかよくわからないけど、ありがとう」

　双子の実の妹にぺこりと頭を下げる。

「どういたしまして。それより、何が起きてるの？　それ」

「あ、うん。ちょっと待ってね」

　ルカは小瓶を握にぎった拳こぶしを防火服の上から胸に当てるようにして目を閉じた。

　チカには感じられないものを、ルカは感じ取ることができる。この瓶を通じて《本》を感知することができ、それはフィフの感知能力よりも性能は高かった。

「んー……なんだろ？」

　目を開けたルカは、ちょっと困った表情で首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「壊こわれちゃったのかな？　あのね、すごい数なの。すごい数の《本》が──あ、また増えた。あ、また……」

「どういうこと？」

「わからない。とにかく、行ってみよ？」

　ルカが走り出し、チカはリュックを背負い直して慌あわててあとを追った。横断歩道を渡り、彼女が入ったのはコーヒーショップだった。ぎょっとした視し線せんが集まる。

「火事!?」

　そんなことを言って慌てて辺りを見回す客もいた。だが、ルカは構わず辺りを見回し、あ、と声を上げた。同時に、姉の見た方角から悲鳴が上がった。

　ぶぶ、という羽は音おとを立てて、大人おとなの握りこぶしほどもある巨大な虫が数匹、テーブルに群がっていた。それが飛び上がり、ふらふらと店内を飛ぶ。

「ルカ姉ねえ、あれ！」

　姉はこっくりと頷うなずいた。

　虫は《本》を持っていた。その鉤かぎ爪づめでがっしりとつかんでいた。

「大丈夫。捉つかまえた」

　それは、いまの《本》の特徴を捉つかまえて追跡できる状態にした、という意味だ。チカは頷うなずき、虫が群がっていたテーブルに行き、周囲を見回した。

　いまのいままで人がいた形跡が残っていた。コーヒーはまだ温かく、スコーンは食べかけ。荷物もそのままだ。

「ここの人は？」

　隣となりの客に訊きいたが、彼女は首を振るばかりだった。都会の無関心には呆あきれる。

「チカちゃん、これ」

　ルカがテーブルに広げられたままの雑誌を指した。『ハートをつかむ、新作スイーツ特集』と印刷されている。用心しつつ開くと、ショートケーキの仕掛けが立ち上がった。だが、それだけだった。

「お試し版？」

　表紙にはそう印刷されている。

「チカちゃん。いまの《本》、原因は多た分ぶんこれだと思う。ほら、コミエスのとき」

「あ！　クレオパトラ！」

　隣の席の女は、ぎょっとした表情になった。何のことだか、話が見えないのだろう。

　だが、説明している暇ひまも、その気も、チカにはない。もう一度、雑誌を見ると、裏には小さく『非売品』と書いてあった。

「！　これ、ひょっとして配ってるんじゃ──」

　ルカの言葉に、チカは、はっとして店内を向いた。

「これと同じものを持ってる人は出して！　早く！」

　気け圧おされたように、何人かがバッグから同じ雑誌を出した。チカは、すいません、と言いながらひったくるようにしてそれを回収した。

「ご協力感かん謝しやします。それと、これは危険ですので他ほかの人にも、手に入れても、中を見ないように言ってください」

「あの！　どういう──」

　雑誌を渡した一人ひとりの女がそう訊くのに、

「中に折り込まれたケーキの飛び出す仕掛けの糊のりに、発がん性物質が混じっていることがわかったんです」

　すると、隠し持っていた何人かが慌あわてて雑誌を出した。

「……ご協力感謝します」

　もう一度言って、全すべてを回収してチカは外に出た。もちろん、有害物質云うん々ぬんは口からでまかせだった。

　すぐに追ってきたルカと共ともに人ひと気けのない路地に入ると、《雑誌》を積つみ上げ、リュックを下ろして《竜りゆう涎ぜん》のタンクを取り出した。

「……ルカ姉ねえ。これは、人？」

「ううん。《禁書》でもないわ。たぶん、コミエスで売られた《本》とおんなじ、人を《本》にするためだけに創つくられた《仕掛け》だと思う」

「そう」

　それを聞けば十分だった。チカは粘ねん性せいのある中身を少量かけた。《雑誌》はあっという間に燃もえ上がり、《竜りゆう涎ぜん》の炎は対象物だけを燃やし尽くすと、鎮ちん火かした。

　後には炭だけが残り、それも風に飛ばされて、路地の間を舞まい上がって消えた。

「……お土産みやげは決まったね、ルカ姉」

「チカちゃんも？」

　チカは頷うなずいた。どうやら姉も同じことを考えていたらしい。

「お土産って言うより手土産かな？　この場合。《連中》の『無差別本化作戦』をわたしたちで止めて、フミーへの帰き還かんへの手土産にすると同時に、《連中》への宣戦布告にもする。そうすればきっと、あいつらはパパたちの《本》を本気で探すはず。それでいい？」

「うん」

　ルカはしっかりと頷いた。

「おっきな賭かけだけど、一番いい方法だと思う。みんなが《本》になっちゃって、わたしたちだけが助かっても、生活、できないもん」

　自分の生活に落とし込んでのものの見方にチカは笑ったが、しかし、その通りだった。

　この世界は、少なくとも日本では、自分たちだけでは生きてはいけない。誰だれもがなにかしら、誰かの力を借りている。誰かが野菜を作ってくれているから食べられる。誰かが電気を作ってくれているから夜も明るくいられる。ガスも。電話も。何もかも。

　だから、止める。それができるのだから、する。

「行こう」

　リュックを背負い直し、チカは姉に向かって言った。

　ルカは大きく頷き、こっち、と指をさして歩き出した。捉つかまえた《本》は、まだ小こ瓶びんで捉え続けているらしい。

（あ、そうだ）

　あることを思いつき、チカは携けい帯たい電話を取り出し、姉のあとを追いながら、文ふみ人ひとのアドレスを呼び出した。
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　こんなものだろうか、と二つに折りたたんだ紙を開いてみて、文人は動きを確かく認にんした。

　フィフに、考えろ、と言われた彼女の新しい武器である。

　といっても、銃などではない。自分がその仕組みを熟じゆく知ちしていなければ《本物》は創つくれない。銃の仕組みは本でわかっても、本物の手触りがわからなければなかなか難むずかしい。

　その点、《これ》は大丈夫だった。

　まず、本物を作ってみて、それで仕組みと威力とをきちんと確かく認にんすることができる程度の代しろ物ものだった。それでいて、威力は思った以上にある。

　ボウガンのような形をしてはいるが、打ち出すのは矢ではない。試作模も型けいよりも大きさは倍になるように考えている。

　開いてみての動きに、問題はなかった。あとはフィフの《本》に組み込めばいい。

　それに、他ほかにも色いろ々いろと用意した。

　これはある意味、《本》になりかけていることの恩おん恵けいといえた。本来なら、自分程度の実力では創れないようなものも、実体化できる。

「にゃあ、ご主人様」

　いつもはフィフが寝転がっているベッドに腹ばいになって、ミロが猫なで声を出した。

「ん？」

「先に言っとくけど、あっちは、あの女に手は貸さないにょ」

「僕が頼んでも？」

　フィフである《本》を開いて、そこに《仕掛け》を組み込んだページを張り合わせる。フィフ自身はいま、《虚うつろの図と書しよ館かん》に出かけていてこの中にはいなかった。

「まあ、どうしてもっていうにゃら、貸さないこともにゃいけど、あっちは、あの女のためを思って言ってるにゃ」

「どういうこと？」

　剝はがれてしまわないよう、糊のりが乾くまでクリップでページ同士を挟んでおく。いざという時にばらばらになってしまっては、元も子もない。

「あっちは、危なくにゃったらとっとと逃げるし、息を合わせたりもしにゃい。ご主人様が危険ににゃれば、あの女は放り出す。とにゃれば、そんなあっちは、あの女の邪じや魔まににゃるばっかりにゃにゃい？」

「まあ……そういえないこともないか」

「にゃろ？　そのかわり、ご主人様には指一本触れさせにゃいから安心するにゃ。ご主人様のためにゃら、あっちは、ばらばらになってもかまわないにゃあ」

　大おお袈げ裟さな物言いに、文ふみ人ひとは笑った。ミロがいったいどこまで本気で言っているのかはわからなかったが、心強いことだった。

　自分の作った《禁書》とはいえ、それだけで従うのかどうかは知らなかった。

　フィフを見れば、自由意志があることがわかるし、文人の考える猫とは気まぐれな質たちで、ミロもそういう気質であることは十分に考えられた。

　下へ手たに頼って、肝かん心じんなところで役に立ってもらえないのは困る。

「じゃあ、あの黒い着物の男から僕を守ってくれる？」

「任せるにゃ！　あの人間には、この前、勝ったにゃ。また来たら、今度こそ返かえり討うちにゃ！」

「頼むよ」

　仕掛けの細部を確たしかめつつ、だけど、と文ふみ人ひとは思った。

（いま、ルカさんたちがいないのはきついな……）

　彼女たちには彼女たちの目的があるのだから仕方がないとはいえ、いてくれたら随ずい分ぶんと心強いのに、とは思う。炎はそれだけで《禁書》への牽けん制せいになる。黒衣の男にはわからないが、赤い革のコートの少女には《竜りゆう涎ぜん》は有効なはずだ。

「にゃあ、ご主人様？」

　紐ひもの張りを調ちよう節せつしながら、ん？　と文人は答えた。

「あっちはさ、ご主人様に創つくられた《本》にゃから、どうしてにゃのかがわからにゃいんにゃけど、にゃんでご主人様とあの女は、人間を《本》にすることに反対なのにゃ？」

　文人は手を止め、椅い子すを回した。なんで反対か──フィフがどう思っているかはわからないが、自分の考えは決まっていた。

「本人が望んで《本》になるっていうなら、好きにすればいいとは思うよ。ある意味、永遠の命を手に入れられると言えなくもない。でもそれは、《奴やつ》の手の中の自由だ。《禁書》が《本》から出るには、誰だれかの許可がいる。ミロだって勝手には外に出られないだろ？」

「そういわれればそうにゃ」

「フィフにしてもそうさ。僕が外に出してやらなかったら、ずっと《本》の中だ。まあ《奴》の創った《本》は違うみたいだけど、人間を綴とじた《本》にあいつがそんな自由を与えるとは思えないし、そんなことに懸かけるつもりはないよ」

「ふうん……」

「それに、たとえ《本》から出ても、あいつのためだけに自分を語るなんて、そんなの、永遠の命をもらったとしても絶対にいやだ」

「よくわからにゃいけど……ひとつわかったからいいにゃ」

「何？　そのひとつって」

「ご主人様は、《奴》が嫌いだってことだにゃ。ご主人様の敵は、あっちの敵にゃ」

　にゃはは、と笑って、ミロは刀のような爪つめを伸ばして、目を眇すがめた。実に頼もしいが、自分が考えた『子猫はたたらない！』とは、少し性格が違う気がしないこともない。まだまだ未み熟じゆくだと、そういうことだろうか。

　その時、机の上で充電中だった携けい帯たい電話が鳴った。取り上げ、画面を見た文人は目を丸くした。何と言うタイミングか。

（チカさん！）

　切れてしまわないうちに、急いで出た。

「もしもし!?」

『わ』

　驚おどろいたような声に笑いが混じる。

『なあに、フミー。そんなにわたしからの電話が待ち遠しかったの？』

　後ろでルカが、わたしたち、と訂正する。

　文ふみ人ひとはため息をついた。

「あたりまえじゃないですか。あんな伝言だけでいきなりいなくなって、心配しないわけないでしょう？」

『えっ……あ、うん……そっか。そうなんだ……ふ、ふうん……』

　何な故ぜか少し喜んでいるような感じがした。

「？　そうですよ。で？　いまどこなんですか？」

『どこって──名な芽が保ほ駅の近く』

「って、近くじゃないですか！　だったら戻ってくればいいじゃないですか！」

『そうなんだけど、やっぱりちょっと戻りづらいっていうか。帰らなかった訳わけが訳だから、それなりの手土産みやげを持って帰らなくっちゃっと思って』

「そんなのいいですから、戻ってきてくださいよ」

『ううん。そうはいかないわ』

　不意に電話の向こうの声が真ま面じ目めなものになった。

『聞いて。コミエスで起きたことが、また起きてるの』

「え？」

『あいつら、人を簡かん単たんに《本》にする雑誌を、街の中で配ってるの。いま、そのせいで《本》にされてしまった人を運んでいる虫を追跡中』

「虫って──クレオパトラのあの虫ですか!?」

『そうよ』

　外だとは音でわかったが、移動しながら喋しやべっていることには気づかなかった。

『おそらくその《本》が行きつく先に、クレオパトラもいるはず。そうでなくても何か手がかりはつかめるはずだから。そうしたら……帰る。帰って、何があったのか、話す』

　その声に、説得は無む駄だであることを文人は感じ取った。

「……わかりました。待ってます。けど、くれぐれも無む茶ちやはしないでくださいね」

『わかった』

「ルカさんもですよ！」

　少し離はなれたところから、はーい、と返事が聞こえた。

『それでね、フミー。もうひとつお願ねがいがあるんだけど』

「なんですか？」

『急いで、ネットに噂うわさを流して欲しいの。問題の雑誌は、駅周辺で配ってる『ポップフーディズ』っていう名前の無料配布お試し版なんだけど、それに挟み込んであるショートケーキの《仕掛け》の糊のりに、致死性の有毒物質が使われているって感じで』

「わかりました。やってみます」

『お願い。じゃあ、あとで』

　あとでねー、というルカの明るい声が聞こえて、電話は切れた。

「なんにゃ？」

「連中が動き出した」

　文ふみ人ひとは携けい帯たいを置き、《仕掛け》作りの道具を脇わきに除よけて、ずいぶん久しぶりにノートパソコンを開こうとした。だが──

「待つにゃ」

　ミロの声に緊きん張ちようが滲にじんだ。

「誰だれか来たにゃ」

「誰かって──」

　誰、と訊きこうとしたとき、インターホンがなる音と、ドアが激はげしく叩たたかれる音、そして部へ屋やにいても聞こえる大きな声がした。

「──江え本もと！　お願ねがい開けて！　助けて！　江本！」

「雲くも木き!?」

　文人は驚おどろき、慌あわてて部屋を出た。後ろをミロが音を立てずに付いてくる。

　階段を駆かけ下りてドアの鍵かぎを開けると、弾はじき飛ばされたかのように雲木が飛び込んできて、文人は彼女を抱きとめる格好になった。

「閉めて！　早く、ドア！」

「ミロ！」

「はいにゃ」

　くるりと頭の上を飛び越え、ミロは自動的に閉まりつつあるドアの把とつ手てをつかんで強引に閉じると、猫の手で器用に鍵をかけた。

「雲木、何があったんだ!?」

「い、泉いずみが……」

　顔を上げた雲木の顔は、眼鏡めがねがずれ、肌は蠟ろうのように真っ白だった。

「泉が《本》になっちゃったの！」
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（いまのは確たしか──）

　木の陰から、《本》を抱えて逃げる少女を見ていたクレオパトラは、ドアの隙すき間まから覗のぞいた少年の顔に、ビターチョコレートのような色をした唇に笑えみを浮かべた。

（間違いない。銀髪鬼の《マイスター》じゃ。われらは引き合うと知ってはいたが、このように近くにおったとは。なるほどのう……大した結界じゃ。本が多すぎてその気け配はいに紛まぎれてしまっておるわ。木を隠すなら森の中、というところか）

　クレオパトラは、自分の影に向かって指を動かした。

　ぼこり、と泥どろの中から泡が立つように、影かげの中から真っ黒なスカラベが姿を現した。美しく輝かがやきを変える翅はねを震ふるわせて飛び上がり、クレオパトラの肩に乗った。

「……このことをニキに伝えよ」

　微かすかにスカラベは頷うなずき、ぶぶ、と翅は音おとを響ひびかせて飛び去った。

「ふふふ。もたもたといつまでもやる気のないあの男に、動く理由をつけてくれる。ここまでお膳ぜん立だてをされれば、言いい逃のがれはできぬであろう」

　クレオパトラはするりと蛇へびのように街がい路ろ樹じゆに上がり、体を横たえた。

「わらわは、ここで見物させてもらおうぞ。ニキとルーエットが勝てばよし。負けても、それであの銀髪鬼が傷つけば、その時にわらわが漁ぎよ夫ふの利りを得ることもあろう」

　ざわざわと影の中からスカラベたちが這はい出し、クレオパトラの体にまとわりついた。彼女の体はたちまち黒い塊かたまりとなって枝の影と同化し、まったく見えなくなった。

　五分たち、十分たち、

「……ビールと、ポップコーンでもあればのう……」

　そんな声だけがして、たまたま街路樹の下を通りかかったサラリーマンが、ぎょっとして辺あたりを見回したが、当然のように何も見つけられず、しきりに首を捻ひねりながら去った。
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「まあ飲んで、雲くも木き」

　温めに入れた紅茶を差し出すと、雲木はむさぼるように飲んだ。どこから駆かけて来たのかわからないが、額ひたいには髪が汗で張り付いていた。

　さっきまで荒い息で激はげしく上下していた胸もいまはずいぶんと静かになった。

　こんなときなのに、そういえば、と文ふみ人ひとはコミエスでの雲木のミロのコスプレを思い出して椅い子すのすわりが悪くなった。普ふ段だんの彼女からは想像できない、豊かな胸を、薄うすい布越しに見てしまったのが、脳のう裏りに焼きついていたらしく、フラッシュバックしてしまった。

「あー……落ち着いた？」

　視し線せんを外はずして文人が訊きくと、雲木は頷いた。

　テーブルの上には、二冊の《本》がある。一冊は『柄つか森もり泉いずみ』と箔はく押おしされて、もう一冊は雑誌だった。

「じゃあ、訊きくけど……何があった？」

　雲くも木きは目を上げた。眼鏡めがねの奥のそれはしっかりと文ふみ人ひとを捉とらえた。そこに狂気は見られない。ちゃんと考えてここへ来たという証拠だった。ここへ来れば何とかなるかもしれない、と思ってのことだろう。

「泉が……柄森が、《本》になっちゃったの」

　それだけを言って、雲木はカップを指が白くなるほど強くつかんだ。肉厚のカップにしてよかった。そうでなければ砕くだけていたかも知れない。

　気持ちはわかる。文人も、雲木が本になりかけているのは見ている。だが、雲木は柄森が完全に《本》になるのを見てしまったのだ。なのに、パニックにならず、ここへ来たのはたいしたものだった。

「二人ふたりで、ケーキを食べに行こうかっていう話をしていて、それでその雑誌を開いたら、中にポップアップカードが挟んであって、それを見て、泉、急に変になって……そしたら……」

　雲木は、ぶるっと体を震ふるわせた。

　文人は雑誌に目を落とした。表紙にはケーキの写真と、その上に『ポップフーディズ』と雑誌名が印刷されていた。

（チカさんの言ってたのは、これか）

　手にし、開いてみる。

　雲木は、あ、と口を開きかけてやめた。注意をする必要はない、とわかったのだろう。その通りだった。おそらくこれは一人ひとり一冊。傍そばで見ていた雲木が《本》になっていないことを考えれば、そういう仕組みなのか、それが限界なのだろう。

　件くだんのしかけは、雑誌の真ん中にあった。

　ゆっくりと開いてみる。

「やばくにゃったら、あっちが素す早ばやく切り刻んでやるにゃ」

　背もたれに座ったミロが言うのに頷うなずいて、文人はしかけを完全に開いた。

　斜めに配置されたスクウェアのショートケーキが立ち上がる。仕組みそのものは単純で、見るべきところは大きなイチゴくらいだった。

　何も感じない。

　ただのポップアップカードだった。

　ふうっと安あん堵どのため息をつくと、

「噓うそじゃないわ！」

　疑われたと勘かん違ちがいをしたのか、雲木が身を乗り出した。危なかった。紅茶が残っていたら、こぼれて大変なことになっていた。柄森の《本》にかかったら惨さん事じだった。

「わかってる。こいつは、効果は一度だけみたいだから、ほっとしただけだよ」

「ご、ごめん……」

「いいよ。ところで、柄つか森もりはこの雑誌をどこで手に入れたの？」

「わからない……わたしが泉いずみの家に行ったときには、もう持ってたの」

「そっか」

　ならばしかたがない。

　文ふみ人ひとは《柄森泉》と表紙に箔はく押おしされた《本》を手にした。

（開いてみるか？）

　ひょっとしたら《飛び出して》来るかも知れない。直接話を聞ければ、この雑誌をどこで手に入れたのかがわかる。そうすれば、より具体的な書き込みができる。

　文人は《本》を膝ひざの上に置いて、表紙に指をかけた。

「……あれ？」

　だが、《本》はびくともしなかった。

「わたしも試したけど、駄だ目めだったの……」

「そっか」

　文人は諦あきらめて《本》をテーブルに戻した。雲くも木きには無理でも、《マイスター》の自分なら開くことができるかと思ったのだが。

「──それは無理じゃな」

　そうフィフの声が聞こえたと思うと、またしても傍そばに積つんであった本の山の中から彼女と、そしてグリーズ・ビーが現れた。

（本を崩すな！　せっかく積み直したのに！）

　そう怒りたかったのをぐっと堪こらえた。いまはそんなことで言い争っている場合ではない。

　フィフはふわりと体重がないかのようにテーブルの傍に着地すると、柄森であった《本》に触れ、ふむ、と呟つぶやいた。

「やはりの。こいつは《奴やつ》らでなければ開けぬ。《奴》と《奴》の眷けん属ぞくだけが開くことができる蔵ぞう書しよじゃ。《奴》だけの図と書しよ館かんに収められる《本》じゃ。──ん？　ヨミではないか」

「今、気付いたのかよ」

「もう、顔を見せぬだろうとと思っていたのじゃがな。意外と早かったのう」

　雲木は目を逸そらした。

「他ほかに、頼れる人がいなかったから……」

「仕方なく、ということか」

　違う、と言いかけたのだろう。だが、雲木はそれを口にはしなかった。

　フィフは、ふん、と鼻を鳴らした。

「新たな《本》の気け配はいがするので戻ってみれば、こればどういうことじゃ？　フミヒト」

「ああ──」

　文ふみ人ひとは、柄つか森もりが《本》になってしまったことと、そして、崎さき田た姉妹から電話があって、彼女たちから訊きいたことを話した。

「つまり、コミエスでの騒さわぎの再現を連中が始めた、ということか」

「多た分ぶん、そうだと思う。ルカさんたちは、この雑誌のせいで《本》にされてしまった人たちがどこに運ばれているのか、それを追ってる。僕はネットにこの雑誌が危険だっていうことを流してくれって頼まれた」

「もうやったのか？」

「いや。その前に雲くも木きが来て、話を聞いてた。これからすぐにやるよ」

　文人が立ち上がると、フィフたちはぞろぞろと付いてきた。

「……なに？」

「いや、アドバイスが必要かと思うてな」

「いらないよ。ていうか、後ろで見られてたらやりにくいから、皆はここにいてよ。その雑誌を調しらべるとかしてさ」

「むう」

　フィフは面おも白しろくなさそうに頰ほおを膨ふくらませた。

「仕方ない。そなたの言う通りにしようぞ。確たしかに、何か手がかりがあるかも知れぬしな」

「頼むよ」

「あ──」

　何か言いたげな雲木に見つめられ、文人は微笑ほほえんで見せた。

「大丈夫。フィフたちが傍そばにいれば問題はないよ。みんなは、僕よりもずっと《禁書》との付き合いは長いんだ」

「長いというか、拙せつも《禁書》じゃからな。扱いは心得ておる」

　それだけで安心したとは思えなかったが、雲木はそれでも頷うなずいてくれた。

　頷き返し、文人は階段を上がると自分の部へ屋やに入り、ドアを閉めて机に向かった。

　開いたままだったノートパソコンの電源を入れて、ＯＳが立ち上がるのを待ってネットに接続する。ウィルスチェックも特に問題はない。

「さて、と」

　ブックマークに登とう録ろくしてあるさまざまな掲けい示じ板ばんやＳＮＳへ書き込みを行うべく、文人は久しぶりに手て揉もみをして、キーボードに向かった。
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　コピー＆ペースト。

　コピー＆ペースト。

　コピー＆ペースト。

　コピー＆ペースト。

　果たしてどのくらい即効性があるのかわからなかったが、少しでも注意喚かん起きになれば、無む駄だとは言えないだろう。配布がこの周辺だけで行われているとは限らない。むしろ全国的に同時に行われていると思っておいた方がいいと思えた。

（……こんなものか）

　警けい察さつに電話をすることも考えたが、噂うわさレベルの話に動いてくれるとは思えなかった。

　ネットを切断してＯＳを終了させ、文ふみ人ひとはノートパソコンを閉じ、

（少しでも、被害が減るといいけど……）

　そう思いながらリビングに戻ると、フィフとビーが雑誌の仕掛けを、すっかり解体してしまっていた。

「お。戻ったか」

　イチゴの部品をぶら下さげ、フィフは文人を手で招いた。

「何かわかった？」

「うむ。ビーとも意見が一致したのじゃが、これは《印刷物》じゃ！」

　大きな熊くまのきぐるみの頭で、ビーもこっくりと頷いた。

　だが、それは見ればわかる話だ。

「何を当たり前のことを、と思うておるな？　違う。そういうことではない。よいか」

　フィフはイチゴをぶらぶらとさせた。

「拙せつらのような《禁書》は、《まいすた》の手作りなのじゃ。そうであればこそ《禁書》によって《本化》した者も、《飛び出す》ことができる。しかし、これは確たしかに《人》の気け配はいはしつつも、飛び出しては来ぬ。これは《まいすた》の手による《仕掛け》ではない。しかし《人》をたちまち《本》に刷ることができる。なぜじゃ？」

　文人は首を振った。見当もつかない。

「その秘密を、ビーが解き明かしてくれたわ！」

　それでなんでおまえが偉そうにしてるんだ、と突っ込みたかったが文人は堪こらえた。残念ながら、いまはそんな場合ではない。

　ビーは大きなぬいぐるみの頭で頷うなずくと、

「……これは、人間を組版にして抽ちゆう出しゆつした欲望を印刷し、それを組み立てたものだと思われます。以前、数百年も前の話ですが、これと同じとはいえませんが、わたしたち《司書》の大量印刷を試みて、自らが組版になった《マイスター》がいたのです……。その時、これと同じ現象が起こった、という記き録ろくが出てきました……」

「その《マイスター》を、どうやって組版にしたんだ？」

「……それなのですが……その《マイスター》を組版にしたのは、《奴やつ》なのです……」

　文ふみ人ひとはぎょっとした。

「なんでそこで《奴》が出てくるんだ!?」

「……《虚うつろの図と書しよ館かん》は、過去には幾度か《奴》を捕らえたこともあるのです。その時に、そうしたことを試した《マイスター》がいたのです。記録によれば、そのときの《奴》は弱々しく従順で、何の危険もなさそうに思えたようです。しかし、《奴》はその《マイスター》を出し抜き、できた型を組み立て、完成したポップアップカードを人の世界にばら撒まいて、回収の混乱に乗じて逃げたのです……」

「ひょっとして、その記録って……」

　ビーはこっくりと頷うなずいた。

「……その《マイスター》自身です。数百年ぶりに開かれた彼が、そう語ってくれました」

　文人はぞっとした。

　想像もできない孤独だった。数百年、誰だれにも顧かえりみられず、本棚に収まっていなければならなかったというのは、《奴》を逃がした罰なのだろうか。

　そして、とビーは続けた。

「……その時に使われたのが、グーテンベルクが発明したプレス印いん刷さつ機きと同型の機械で、それを《奴》が改造し、その《マイスター》をプレスしたそうです……」

「同じことを、《奴》はしているってことか……」

　そういえば、と突然、雲くも木きが口を開いた。

「でも──」

「何？」

「え？　あ、関係があるかどうかわからないんだけど、年末に、有名なパティシエが失しつ踪そうしたっていうニュースがあったの。それから続報はないんだけど──」

「きっとそいつじゃ！」

　おそらくは何の確かく信しんもないのだろうが、フィフはそう断言した。

「《奴》はそいつをさらってプレスし、スイーツな女どもを揃そろって《本》にしようとしておるに違いない。《食》は命に連なる強烈な欲望じゃ。フミヒト。おそらくはこれからも料理人の失踪が続くぞ。いや、既すでにさらわれているかもしれぬ」

　確たしかに、テレビを見れば必ずと言っていいほど、食べ物の特集をやっている。

　それだけ多くの人の関心を集めることができるということだから、《奴》が狙ねらいをつけてもおかしくはなかった。

　よし、と文人は頷いた。

「《本》にされた人たちがどこに運ばれるのかは、ルカさんたちが調しらべてる。僕たちはこの雑誌を配ってるやつを捕まえてみよう。事情を知らないアルバイトって気もするけど、そうだったとしてもそいつらに雑誌を渡したやつはいる。あの赤い革のコートの《戦せん闘とう司書》を追いかけるだけじゃなくて、こっちからも《奴やつ》にアプローチしよう」

「うむ」

　フィフは紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみを輝かがやかせながら、大きく頷うなずいた。

　文ふみ人ひとは雲くも木きを振り向いた。

「ごめん、そういうわけだから──」

「い、いや！」

　雲木はここへきて初めてうろたえた様よう子すを見せ、文人の腕をつかんだ。

「置いてくなんていわないで！　ここへ来るまで、ずっと何かに追いかけられてるみたいだったんだよ！　あれが気のせいじゃなかったら、わたし……」

「雲木……」

　気持ちはわからないではない。

　しかし、連れて行くには危険もあり、何より、正直に言ってしまえば、いざと言うときに足手まといになると思えた。

「待て」

　不意に厳きびしい声で、フィフが言った。

「そなた、何かに追いかけられていた、と言ったか？」

「う、うん……」

　フィフは、ちぃっ、と舌を打った。

「ど、どうした、フィフ？」

「──ビー！　すぐにあの赤いやつの居場所を探れ！　すぐにじゃ！」

「……は、はい……！」

　ビーはひどく崩れた本の山に手を突っ込むと、明らかにそこにはなかった巨大な《本》を取り出し、開いた。

　地図だった。ただし立体の。家が、ビルが、にょきにょきと生はえてくる。

　その中央に、見覚えのある建物があった。

「これ、僕の家の周りか！」

「……はい。赤い《戦闘司書》を探すに当たって、ようやく繫つながった他ほかの部へ屋やの《司書》のところから借りられた『世界大地図』です……あ──」

　地図の端に赤い光点が現れた。

「やはりかっ！」

　フィフは拳こぶしを手のひらに打ちつけた。

「なんだよ、いったい！」

「ヨミはつけられたのじゃ！　つけた連中に、拙せつらを見つける意図があったかどうか、それはわからぬ。だが、拙せつらは見つかった。連中が来るぞ！」

「あの、赤い《戦せん闘とう司書》が、か!?」

「その光はやつじゃ！　《奴やつ》め……とうとう本気で拙らを潰つぶしにきおったか。フミヒト、戦いの準備じゃ！」

「あ、ああ……」

　フィフである《本》を取ろうとして伸ばした腕に、雲くも木きがしがみついた。

「え、江え本もと……ご、ごめん……わ、わたし、そんなこと考えなくて──」

「いいよ」

　笑いかけ、雲木の手を文ふみ人ひとは撫なでた。

「むしろ助かった。僕らは連中を捜していたからね。わざわざ出向いてくれて、手間が省はぶけたってもんだよ」

「でも──」

「言われてみればその通りじゃな。ヨミ。舌を打ったりして悪かった」

　雲木は何かを言いかけて止やめ、ゆるゆると首を振った。

「ビー！　ヨミをつれて《虚うつろの図と書しよ館かん》へ戻り、通路を一時的に閉へい鎖させよ。万が一なぞないが、千万が一のための用心じゃ」

「……わかりました……」

　文人は腕から雲木の手を剝はがし、強く握った。

「大丈夫だから、彼女についていって。そこは僕も何度か行ってるけど、本が好きな雲木にはきっと居い心ごこ地ちはいいはずだよ」

　雲木ははっきりと頷うなずいた。

「……信じる」

　文人は、握った手をビーに渡した。

「行け！」

　フィフの声に、ビーは『世界大地図』を閉じ、雲木を引っ張って崩れた本の隙すき間まにするりと吸い込まれた。

　衝しよう撃げきでさらに本は崩れたが、そこには何もなかった。

　ソファーの背もたれでおとなしくしていたミロが、くくっと笑った。

「これで、心置きなく暴あばれられるにゃ」

「家の中じゃ駄だ目めだ」

　文人は二人ふたりを見ていった。

「僕らは勝つんだから、後のことも考えなくちゃ。ここで暴れて、父とうさんの本に傷でもつけたら、母かあさんに殺される」

「む──それはそうじゃな。では、外か」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「黒衣の《マイスター》とその《戦せん闘とう司書》を、正せい々せい堂どう々どうと迎むかえ撃うつぞ」




　　　　　☆




　コンクリートで蓋ふたをされ、地下を川が通るその脇わきに立つ古ぼけたビルを、通りを挟んだ路地の陰からチカは見上げた。

　地下の車庫への入り口のシャッターは下りている。

　荷物は駅のコインロッカーに預けてきた。大きなロッカーが空あいていてよかった。さすがにどこかに置きっぱなしというのは不安だった。

　ともあれ、いまはもう完全に《焚ふん書しよ鬼き》モードだった。背中のタンクの《竜りゆう涎ぜん》も満タンになっている。安易に使うつもりはないが、状況次第だとチカは思っていた。

「ルカ姉ねえ、ここ？」

「うん」

　隣となりで、そっくりな格好をした姉が頷うなずいた。胸ではいまも小こ瓶びんが、いままでにない強い輝かがやきを放っている。火傷やけどをしてしまうため、中に入れることはできない。

「ルカ姉、それ、外はずしてポケットに入れておこうよ。なくしたり壊こわれたりしたら大変だよ？」

「あ、そっか。そうよね」

　ルカは手袋をしたままペンダントを外はずそうとして、

「あれ？　あれれ？」

　と戸と惑まどった。

「は、はずれない……」

「そりゃあそうでしょうよ」

　ため息をつき、チカは手袋を外して口にくわえ、ペンダントのホックを外した。素手で触らないように気をつけながら、姉の掌てのひらに乗せてやる。

「ありがと♪」

　ルカはそれをポケットに押し込むと、えへへ、と笑った。これから敵の本ほん拠きよ地かもしれない場所に乗り込むというのに、緊きん張ちよう感のないことといったらない。だが、この性格にチカは何度も救われてきた。ルカはいつも気持ちを軽くしてくれる。

「よし。それじゃあ、行こう」

　チカは手袋を嵌はめ直した。

「とりあえずは、ここで何が行われているかを確かく認にんしよう。それで、手に負えないようだったら一いつ旦たん引き上げて、フミーたちと合流ね。絶対に無理はしないこと。いい？」

「うん。チカちゃんもだよ？　無む茶ちやは駄だ目め」

「わかってるわよ」

　ヘルメットについたマスクをつけ、ゴーグルを下ろした。《竜りゆう涎ぜん》を使う事態にはなってほしくはないが、こればかりはわからない。ルカも同様にする。

　準備が整ととのったことと、辺あたりに人ひと気けがないことを確認すると、素す早ばやく道路を渡り、路地へと滑すべり込んだ。

　奥の暗がりに扉とびらがある。

　そこまで行ってノブに手をかけると、案あんの定じよう、鍵かぎがかかっていた。チカはカード状になったピッキングの道具をポケットから取り出すと、鍵穴に差し込んで捻ひねった。

　かちり、と音がして鍵が外れる。

　道具をポケットに戻し、放水ガンを構えて静かに扉を開け、中へと進んだ。

　ルカも静かについてきている。振り返り、指を上と下に順番に指す。下でルカは頷うなずいた。そこは駐ちゆう車しや場じようのはずだ。

（車で運び出すのかしら）

　可能性は十分にあった。虫に運ばせるのは目立つし、何より量を運べない。近場に一旦集めてバンやトラックで運ぶのは理に適かなっていると思えた。

　チカは指で階段を指した。下へ、と合図をすると、ルカは頷いた。

　音を立てないようにしながら腰を屈かがめて階段へと走り、上にも下にも人がいないことを確認して階段を下りた。踊り場を回ると、さらに短く下へと向かう階段があり、その先にまた扉が待っていた。

　今度は、鍵はかかっていなかった。チカは数センチだけそっと開け、隙すき間まから中の様よう子すを確かく認にんした。

　扉には窓がなかったのでわからなかったが、駐車場には煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。光が目を刺したが、ゴーグルのおかげもあって、すぐに慣なれた。

　駐車場の中には、長机が並べられている。そこには男たちが並んで、黙もく々もくと何か作業をしていた。一列だけでなく、その後ろ、そのまた後ろにも机が並んで、同じように作業が行われているようだった。

　だが、僅わずかな隙間から見えるのはそれだけで、少し離はなれたところに止まっている車のせいもあって、その周囲で何が行われているかはわからなかった。

　ぎしぎしと木のきしむような音と共ともに、人の呻うめくような声ももれ聞こえてくる。だが、それがいったいなんなのかは、ここからではわからなかった。

　行くか。戻るか。

　チカは迷った。

　ここはあの雑誌の印刷工場なのかもしれない。そうならば、自分たちの手には負えない。自分たちは、燃もやすことしかできない。下へ手たに手を出せば、《本》にされた人々をも燃やしてしまうかもしれない。

　しかし、ここが単なる出荷のための倉庫なら、雑誌だけでも始末しておいた方がいい気もした。被害が拡大して《本》が増えれば、ルカの持つ小こ瓶びんは意味を成なさなくなってしまう。文ふみ人ひとには《本》を燃やすことを戒いましめられてはいたが、《飛び出す》こともない雑誌は別だ。始末しようと思えばできる。

（いえ、駄だ目めだわ）

　どちらにしても、《禁書》がいるはずだった。こんな重要な仕事に、連中が誰だれ一人ひとり嚙かんでいないとは考え難がたかった。となれば、封ふう印いんにはどうしてもフィフの手がいる。

「……チカちゃん、どうするの？」

「もどりましょう。外に出てフミーに電話してこの場所を教えて、フィフに来てもらった方がいいわ。わたしたちだけじゃ、余計な被害が──」

　チカは、階段の暗がりにいつの間にか佇たたずんでいた大きな影かげに気付いて、はっとした。その影が、丸太のような巨大な腕を振り上げるのを、見た。

「ルカ姉ねえ！」

　姉の腕をつかみ、チカは思い切り引っ張った。

　間かん一いつ髪ぱつだった。

　一いつ瞬しゆん前までルカがしゃがんでいた階段はただの瓦が礫れきと化し、飛んできた礫つぶてと共ともに二人ふたりは扉とびらを破るように駐ちゆう車しや場じようへと転がり出た。

「けほっ、けほっ」

　せきこむルカの手を引いて立たせ、チカは《竜りゆう涎ぜん》のホースガンを構えた。

　普通の大きさの戸口が猫の出入り口のように小さく見えるほどの大男が、小さな頭と片腕だけを外に出し、ぎろりと二人を見た。

「……なんだぁ、おまえらはぁ」

　轟とどろくような声だった。

　びし、と音がして扉の周囲のコンクリート製だろう壁かべにヒビが入った。力ずくで出てくるつもりだとわかった。自分の体にあっていないことなど、意にも介していないようだった。

（どうする!?）

　素す早ばやく周囲に視し線せんを走らせたチカは、自分の判断が正しかったことを知った。ここは出荷のための倉庫ではない。印刷工場だ！

　なぜなら《人間印いん刷さつ機き》がある！

　男がプレス機のハンドルと回すと、下にセットされた組版に載せた紙に圧がかかり、悲鳴ともうめきともつかぬ声が、印刷機から上がった。

　印刷された紙はテーブルへと運ばれて、そこに並んだ男たちが切り抜き、組み立てている。雑誌本体は、ここで印刷されているわけではないようだった。おそらくはちゃんとした印刷所で刷すったものに、ここで《仕掛け》を取り付けているのだ。

「チカちゃん！　この男の人たち、たぶん、コミエスで《本》にされた人たちだよ！　体だけ操あやつられてるんだと思う！　そんな気け配はいがあるの！」

　ならば、燃もやすことはできない。

（面めん倒どうな！）

　舌を打ち、チカはルカの手をつかんで、走り出した。反対側には駐ちゆう車しや場じようへの入り口がある。シャッターが下りているが、開閉スイッチが傍そばにあるはずだ。

「……まぁて」

　爆ばく発はつしたような音に振り向くと、大男がよろめきながら壁かべを崩して抜け出すところだった。瓦が礫れきが完全に階段を塞ふさぎ、上に戻ることはできなくなった。

　走りながら開閉スイッチを探したチカは、シャッターのすぐ横に操そう作さ盤ばんを見つけた。おそらくあれだ。背を向けるのは好きではないが仕方がない。

「ルカ姉ねえ、走って！」

　腕を引っ張って走る。が。頭の上を何かが飛びすぎるのを感じた直後、シャッターに長机がが轟ごう音おんと共にめり込んだ。

　チカは突然、床ゆかに引き倒された。ルカだった。次の瞬しゆん間かん、次々と自分が立っていた場所を長机が、中には作業をしていた男を無表情にしがみつかせたまま、飛びすぎ、シャッターに、そして操作盤にぶち当たって破は壊かいした。

「……逃がさぁねぇ」

　這はいつくばったまま振り向くと、大男は長机をそれこそ紙でできているかのように軽々と持ち上げていた。今度は三人も無表情な男たちをしがみつかせたまま。

　チカはルカの手を引いて立ち上がらせると走った。

　後ろで長机がコンクリートの床ゆかに当たって砕くだける音がする。だが、振り返らなかった。その遅れが致命傷になるかもしれない。

　ルカを砲丸投げをするかのように天てん井じようを支える柱の陰に回し投げ、自分もそこへ滑すべり込む。

　直後、その柱にバンが激げき突とつし、粉々に砕けたフロントガラスの破片が降り注いだ。

「ルカ姉、フミーに電話して！　すぐ来てって伝えて！」

「わかった！」

　だが、携けい帯たいを取り出した姉の口から悲鳴が上がった。

「何!?」

　ルカは、情けない顔で、妹を仰あおぎ見る。

「……圏けん外がい」

「くそっ！」

　地下だからだろうか。にしてもいまどきこんな電波状況が悪い場所があるなんて！

　チカはポケットから鏡かがみを取り出して柱の陰から状況を確かく認にんした。

　大男はゆっくりとこっちに近づいてくる。その向こうで、男たちは何もおきてなどいないかのように、黙もく々もくと作業を続けていた。

　入ってきた階段は完全に崩れ、シャッターも変形して、仮に操そう作さ盤ばんが生きていたとしても開きそうにもなかった。他ほかに出入り口も見当たらない。

（完全に閉じ込められた……）

　もしかしたら他にも探せばどこかにはあるのかもしれない。だが、今はその時間の余裕がなかった。殺されることはないかもしれないが、捕まれば《本》にはされてしまうだろう。

　チカは、鏡を天井へ向けた。

　どうやらスプリンクラーはない。《竜りゆう涎ぜん》は水と反応すると爆ばく発はつ的てきな水蒸気を発生するから、スプリンクラーがあれば連中を行動不能にさせると同時にめくらましにもなるのだが、そんな弱点になるようなものがある場所でこんな作業をするほど愚おろかではない、ということか。

「……でぇてこぉい」

「お断り」

　呟つぶやき、チカは姉を向いた。泣きそうな顔をしてはいるが、泣いてはいない。

「ルカ姉ねえ。あの大男は人間？」

　姉はポケットに手を突っ込み、目を閉じると首を振った。

「ううん。あれは完全な《本》よ。フィフちゃんなんかとおんなじ《禁書》」

「そう」

　ルカはホースガンのハンドルを何度も握り直した。

「だったら……燃もやしてもいいわよね」

「チカちゃ──」

　何かを言いかけ、けれどルカはそれをやめ、ゆっくりと頷うなずいた。

「でも、一人ひとりでやるなんていわないでね？　わたしたちは二人ふたりで一人なんだから」

「当然」

　ふうっ、とチカは呼吸を整ととのえた。文ふみ人ひとのところへ身を寄せるまでは、こんな修しゆ羅ら場ばは珍しくもなかった。それが、その感覚が、指の先まで蘇よみがえってくる。

「……あきらめて、出ぇてこぉい」

　大男が軽自動車をのっそりと持ち上げるのを、チカは鏡かがみ越ごしに見た。

（今っ！）

　転がるように柱の陰かげから出、腹ばいになってホースガンを構え、トリガーを引く。ノズルから発射された《竜涎》の滴が大男を目掛け、左右から飛んだ。ルカもまったく同じ行動をしていたのだ。

　だが、大男はそれをまともに喰くらわなかった。軽自動車で受けた。竜の涎よだれの一滴は大きい。それは軽の屋根でぶつかって四散し、燃もえ上がった。
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「……うわぁ」

　大男は軽自動車を放り捨てた。衝しよう撃げきで散らばった炎に、大男はあきらかに動揺した。

　作業をしていた男たちも、それまでの無表情が噓うそのように悲鳴を上げ、逃げ出した。駐ちゆう車しや場じようの隅すみに向かって走り出す。

　その先には、トラックが停とまっていた。ひょっとしたらあそこに男たちの《本》があるのかもしれない。逃げ込もうとしているのかもしれなかった。

「……こらぁ、おまえたち、逃げるなぁ」

　緊きん張ちよう感かんのない声を聞きながら、チカは素す早ばやく立ち上がり、続けて《竜りゆう涎ぜん》を発射した。

　だが、大男は作業をするものがいなくなった長机をつかむと、

「……むぅん」

　それを振り回した。

　風圧で、粘ねん度どの高い《竜涎》は軌道を変え、大男の周囲に落ち、そこで燃えあがった。

「……ぬおぉお」

　うろたえてはいる。だが、判断は冷静で的てき確かくだった。風圧で《竜涎》の軌道を変えるばかりではなく炎の勢いも弱めている。粘液が完全に燃え尽きるまで火が消えることはないが、自分への類るい焼しようは防げていた。

　そうしておいてこちらへ向かってくる。一歩、また一歩と。

「ルカ姉ねえ！　天に唾つば！」

　言って、チカは大男に向かって引き金を引き続けた。

　大男は長机をぶうんぶうんと振り回し、《竜りゆう涎ぜん》を吹き飛ばしながら着実に近づいてくる。吹き飛ばされた《竜涎》は壁かべに、床ゆかに、停とめてある車に張り付いてそこで燃もえ上がる。

　チカはホースガンを構えたまま、柱と壊こわれた車の陰から出た。引き金を引きながら前へと進む。吹き飛ばされても構わずに撃うつ。

　おおよそ二メートルほど離はなれたところで、互いに足を止めた。

「……もぉあきらめろぉ。俺おれには、そんなものはきかねぇ」

「そうかな？」

「……そうだともぉ。今度撃てば、そのときにはぁ、この長ぁい机が、おまえの背骨を砕くだいてしまうぞぉ。死ななければ、何したってかまわねぇって言われてるからなぁ」

「わかった」

　チカは苦笑し、降参をするように両腕を挙げた。

「わたしはこうやって手を挙げましょう。でもね。竜は、前にだけいるとは限らないわよ？」

「……はぁ？　なぁに言ってんだぁ？　そこに隠れている女のことかぁ？　そんなのはなぁ、とうにお見通しだぁ」

「違うわよ。そうじゃなくて」

　チカは、ゆっくりと銀ぎん色いろの手袋を嵌はめた手の人差し指を立てた。

「あぁ？」

　大男の顔が、ゆっくりと天てん井じようを向く。その顔に。

「──ぎゃあっ！」

　チカの合言葉で、ルカが前もって天井に向かって発射しておいた《竜涎》が、炎をまとってぼとりと落ちた！

　長机を放り捨て、大男は顔に張り付いた《竜涎》を剝はがそうとする。だが今度は指に絡みついて指を燃やし、体にこすり付ければ今度はそこが燃えた。

「……あぁ！　あぁあ!!」

　チカはホースガンを構えた。

（くっ！）

　躊躇ためらう気持ちを嚙かみ殺し、引き金を引いた。

　次々と大男に《竜涎》が喰くらいつき、炎を吹く。断だん末まつ魔まの声を上げながら、男は床を転がったが、《竜涎》の炎は、消えたと思ってもすぐに再び火の手を上げ、消えることはない。

　ルカが傍そばに来て、そっとホースに手を置いた。気が付けば手が痺しびれていた。よほど強くハンドルを握っていたらしい。

　やがて男は動かなくなり縮ちぢんでいった。そうしてあとには、炭だけが残った。

「大丈夫？　チカちゃん」

「……ええ」

　大丈夫のはずだ。

　この戦いを始めたときから、こんなことは覚悟の上だった。《本》にされたくなければ、相手を倒すしかない。《焚ふん書しよ鬼き》に《禁書》を封ふう印いんするすべはなく、戦えば、こうなることは当然の結果だ。

　そうわかっていても、何な故ぜかひどく胸が苦しかった。

「後始末をしよ」

　ルカの言うそれがなんなのか、訊きかなくてもわかった。

　二人ふたりはまず、組み立て作業をしていた男たちがもぐりこんだトラックを覗のぞいた。予想はしていたが、そこに男たちの姿はなく、代わりに《本》が山のように折り重なっていた。火に怯おびえ、中に戻ったのだろう。

　それを、開かぬように数冊ずつまとめて紐ひもで縛しばった。この中に、コーヒーショップで《本》になった女や、他ほかにあの雑誌で《本化》した人間がいるかはわからなかった。

　だが、念のために他の車やトラックの中を探しても、それらしき《本》は他にはなかった。

　次に二人は、組み立て途中の《仕掛け》と既すでに組み立てられて取り付けの終わった雑誌を一箇所に集め、これに火をつけた。

　そうして、他に類るい焼しようしないように気をつけながら、《人間印いん刷さつ機き》から《組版》を外はずした。

　手に持って眺めていると、

「それ、人だよ？」

　とルカは言った。

「《本》じゃなくて、こんな風ふうにも変えられるんだね」

「そうして《欲望》を無理やり刷すられていた、ってところなのかしら」

「たぶん」

　これをどうやったら元に戻すことができるのか、チカには見当もつかなかった。

　他の《本》と一いつ緒しよにトラックに積つみ込み、二人は《人間印刷機》の前に立ち、ホースガンを構えた。

「ルカ姉ねえ。これは？」

「ただの機械」

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　トリガーを絞ると《竜りゆう涎ぜん》が断続的に発射され、木製のアンティークな印刷機に付着し、燃もえ上がった。柱が、プレス機が、乾いた音を立てて割れる。二人はそれを黙だまって聞き、黙って見守った。

　そうして、《人間印いん刷さつ機き》が完全に燃もえ尽きてすっかり役に立たなくなるのを見届けると、トラックの荷台をしっかりと施せ錠じようし、二人ふたりして運転席に乗り込んだ。

「ルカ姉ねえ、運転覚えてるの？」

「もちろん」

「ふうん」

　返事をしつつ、チカはしっかりとシートベルトをした。

「行くよー」

　重いエンジン音を響ひびかせ、トラックはバックをしながら切り返した。なるほど。運転の腕は、衰えていないようだ。昔、父親の知り合いに工事現場で運転をさせてもらったのが、こんな場面で役に立つとは思わなかった。

「シャッター、破れると思う？」

「わかんないけど、試すだけ試そ。どのみち、他ほかに出入り口もなさそうなんだし」

「そうね。任せるわ」

「任された♪」

　無理に明るくしている感じで言って、ルカはアクセルを踏み込んだ。

　チカは足を踏ん張り、ダッシュボードに置いた手を突っ張り、迫るシャッターを凝ぎよう視しした。




　　　　　☆




「お出迎え、痛み入る」

　家のすぐ外で、大きな百科事典並みの《本》を小こ脇わきに抱え、黒衣の男はわざとらしい感じで、単眼鏡モノクルの位置を直した。隣となりには既すでに、《本》から抜け出した赤い革のトレンチコートの少女が、無表情で立っている。巨大なカッターを背負って。

　文ふみ人ひともフィフである大きな《本》を抱え、別の一冊を腰に下げ、隣にはハサミを背負ったフィフが立っていた。服はコミエスのときと同じ、ショートパンツと長なが袖そでのシャツの上に白いコートだった。だが、あの時とは違い、こっちにはミロがいた。

「雲くも木きをつけたのか」

　文人が問うと、男はふっと微笑ほほえんだ。

「つけたのはボクではないよ。《奴やつ》の手下だ。ボクはそいつの報しらせを聞いてここへ来た。命令でね。フィフ・デグリースを解体して持って来い、という」

「ばらして、どうすつもりなんだ？」

「おそらくは自分の一部にするんだろうよ。《奴》は人間の《本化》に力を割さくことを優ゆう先せんし、失われた自分を再生することができずにいる。このルーエットと違い、紙の一片も残らなかったからね。ああ、もう気付いているんだろう？　この子がフィフ・デグリースの失われた半身であるということに」

　ふん、とフィフが笑う。

「ビーもそんな戯ざれ言ごとをいっておったがな。拙せつはただ一人ひとりじゃ」

「戯言ではないよ。ボクが新たな《核》を与えたが、紛まぎれもなくこれは君の半身さ」

「あくまでもそう言い張るのであれば──よかろう。おまえが何者かは知らぬが、ぶちのめしたあとで試してやろうではないか。解体し、拙の一部にしてくれる！」

「できるならどうぞ。しかし、既すでにこの子は一個の存在だ。その意志を奪うばい、喰くらうというのではあれば、それはおまえも《奴やつ》と変わらないということにならないかね？」

「言うておることがおかしいぞ？　そやつは拙の半身なのじゃろ？　ならば、元に戻るだけであろうが。もう馬ば脚きやくを現したのか？」

「なるほど、それもそうだねえ」

　男は喉のどの奥で笑った。

（なんだ？）

　文ふみ人ひとは、先刻から奇妙な違和感を覚えていた。

　敵意、というか。

　連中が自分たちにそれを向けるのは当然だが、男は、何な故ぜだろう、何故か《奴》にもそれを持っている──そう思えた。

（そうか。こいつが《奴》と呼ぶからだ。他ほかのやつらは《主あるじ》とか呼んでるのに、こいつは何故か《奴》と呼んでる。それでか。でも、何でだ？　人間だからか？）

　考えても、わかるはずもない。

　文人は余計な考えを振り払った。

　それに、訊たずねても答えてはくれないだろう。

（そんな雰囲気でもないしな）

「こりにゃいにゃあ」

　くねくねと尻尾しつぽを動かしながら、ミロが猫の手で顔を撫なでるようにした。

「また、顔を引っかかれたいのかにゃ？」

　男は喉の奥で笑った。

「いや、正直、驚おどろいているよ。たいしたものだ。君のような駆かけ出しが、いきなり《禁書》を生み出すとは。とはいえ。わかっているのだろうね。それが自分の力でないことは」

「ああ。《奴》に変えられた心しん臓ぞうを通る血のおかげだろ？　こいつは──」

　文人は胸をこつこつと叩たたいた。

「──僕を《本》にしつつあるけれど、同時に僕に力も与えた。ミロを生み出す力をね。感かん謝しやすべきかどうかはわからないけど、使い惜しみはしない」

「それがいい。江え本もと文人君」

　男は顎あごを撫なでた。

「ボクは二に季きと呼ばれている。二つの季節と書く。覚えておいてくれたまえ。今度こそ、君の腕を潰つぶさせてもらおう。何、心配はいらない。君が《本》になれば、あとで《奴やつ》がきちんと修理をしてくれる」

「お断りだ！」

　文ふみ人ひとの声と同時に、フィフがハサミに腕をかけて飛び出した。

　狙ねらいはルーエットではない。男の方だ。

　だが当然、ルーエットがその進路には立ちはだかる。

「どけ！」

　ハサミの輪わに腕を突っ込み、抜くと同時に思い切り振りまわす。開いた刃やいばが、ルーエットに襲おそい掛かったが、それを彼女はカッターの柄えで受け、弾はじき飛ばした。

　フィフは、その反動を使って回転し、逆方向からもう一いち撃げきを加える。だがそれも弾かれる。

　二人ふたりは互いに跳とび退すさり、距きよ離りを取った。

「やるのう」

　フィフがにやりとしたのに対して、ルーエットはにこりともしなかった。

「ルーエット」

　す、と黒衣の男が前に進み出る。

「《銀髪鬼》を押さえ込め。ボクは文人をやる」

「軽々しく名前を呼ばないで欲しいねっ」

　文人は、ばらっと《本》を開いた。中から《銃》が飛び出す。もちろんその仕組みは知らない。本物の弾丸を打ち出す《銃》は。だからこれは別のものを撃うち出す。

「フィフ！」

　飛び出した《銃》をつかみ、それをフィフに向かって投げる。

「させん」

　男が《本》を開く。中から何が《飛び出す》のかは知らないが、それを黙だまってみているつもりはなかった。

　文人は《本》を入れ替え、新しく作った一冊から見開き分のページを取とり外はずし、投げた。

　下がるフィフと男たちの間に落ちる。

　衝しよう撃げきで、極ごく薄うすの《本》は開いた。中から巨大な壁かべが出現し、男たちの行く手を遮さえぎる。

（よし！）

　難むずかしい《仕掛け》ではない。ただの鋼こう鉄てつの壁だ。

　肝の《仕掛け》は台紙の方にあった。

　ポップアップカードという形の《本》の集合体。取り外し、投げることで使えるように、紙でできたバネを取り付けてある。開き始めれば、あとは《仕掛け》そのものの実体化によって、勝手に《飛び出す》。

《本》から切きり離はなされた《仕掛け》は紙に戻ってしまう。だが、それは《本》の定義の問題だった。たとえ二ページしかなくても《本》は《本》。ならば、ポップアップカードでも、《本》として機き能のうするはず──その目論もくろ見みは当たった。

「無む駄だなことを」

　ぐにゃりと壁かべが歪ゆがんで、たちまち崩れた。融とけてしまった。フィフの本から取れる古代の紙は水にとても弱い。そんなことはわかっている。もちろん織おり込み済みだ。わざとだ。

　壁がくずれた向こうに二人ふたりが次に目にするのは、新たな武器を構えたフィフの姿だ。カラフルなアサルトライフル銃──そう見えるだろう。

「喰くらえ！」

　フィフが引き金を引く。だが、銃口から出るのは水だ！

　間抜けな図だが、人間に置き換えれば、濃のう硫りゆう酸さんをぶっかけられるに等しい。それに、本物の銃はその感触がわからなくても、水鉄砲なら簡かん単たんに手に入る。そして他者の《本》から出たのであれば、それが《仕掛け》の水でも、本物と変わらない。

　文ふみ人ひとの創つくった《蛇じや口ぐち》がそうだし、黒衣の男の《鉄砲魚》がそうだった。

　だが。

　ばさっと巨大な唐から傘かさが開いて、二人を隠し、その水を受けた。融けるかと思ったが、傘はまったく水を吸わず、見事に弾はじいた。

　ぶうん、と回転した傘の端から雫しずくが飛び、途中で紙に戻って消えた。

「君も作ったろう？　本物の傘の材料を使えば水を弾くことができる。この唐傘はね、本物と同じく古代紙に油を塗ってつくったのだよ。そして、同じ油紙でルーエットのトレンチコートはできている。水は弱点にはならんよ」

「ならばこれはどうじゃ！」

　フィフが伸ばす手に応こたえ、文人は次の武器を出した。

　巨大なボウガン、と見み紛まがうような武器だが、撃うち出す物は矢ではない。両端に重石おもしをつけたワイヤーが回転しながら打ち出される代しろ物ものだ。

　あの《人間印刷機》事件のときに使った、蝙こう蝠もり捕ほ獲かく器きの改良版である。

「バットキャッチャーじゃ！」

　フィフは、自分の背せ丈たけほどもあるそれを片手で軽々と扱うと、引き金を引いた。一応、マガジンもついていて、五発までは撃てる。

　バスッと音を立てて、唐笠が破れ、ワイヤーがぐるぐると巻きつきながら油紙を裂いた。

　だが、砕くだけ散った唐傘のむこうに、ルーエットと二に季きはいなかった。

「横じゃ、フミヒト！」

　フィフの声に振り向くと、いつの間にか二季がそこまで迫っていた。速い。常人離ばなれした早さだった。その手には、いつの間にか抜き身の刀が握られている。

「フミヒト！」

　フィフは明らかに助けに来ようとした。

　だが、ルーエットがそれを許さなかった。巨大なカッターが行く手を遮さえぎり、そのまま返すように刃やいばが襲おそい掛かる。フィフはそれをバットキャッチャーで受けた。発射のための回転する棒のガイドが火花を散らす。

「ちいっ！」

　フィフは後ろに跳んだ。接近戦になれば、また引くも進むもならない状況へと持ち込まれてしまう。それは避けねばならなかった。

「その余よ所そ見みは、腕一本だ」

　文ふみ人ひとがはっとすると、二に季きが体を思い切り捻ひねり、薙なぎにきた。

（腕一本じゃすまないだろ！）

　どう考えても、胴を両断するつもりで振るわれた一いち撃げきだった。

「あっちを無視するんにゃにゃいにゃ！」

　ミロの爪つめがそれを弾はじき、跳はね上げた。続いて振るわれた一撃に、二季は跳とび退すさる。ぺろり、と赤い舌でミロは爪を嘗なめた。

「また、ひっかかれたいのにゃ？」

　二季は表情を変えない。そもそも、ほとんど表情というものがないように見える。

「……ルーエット。こちらは大丈夫だから、そっちに集中しなさい」

　フィフたちの方を見もしないで、二季は言った。

　ミロのうなじから背骨にそって尻尾しつぽへと続く毛が、ぶわ、と立った。

「そいつはどういう意味にゃ？　あっちを見下してるかにゃ？」

「そう聞こえたかね？」

　二季は刀をコンクリートの地面にやすやすと突き立てると、ばらり、と《本》を開いた。

「その通りだよ」

　速い！　二季は、一いつ瞬しゆんでミロの懐ふところに飛び込んでいた。

　ミロは身を守るように爪を伸ばした腕を交差させた。

　だが、それは間違いだった。

　二季の広げた《本》から、何かが《飛び出し》、ミロに絡みついた。

「んにゃっ!?」

《本》から伸びた《枝》に絡め取られ、ミロはその場に転がった。ずるり、と《本》から落ちたそれには根もあって、土を求めてコンクリートを引っかいた。

　だが、たかが《枝》だ。日本刀のような切れ味のミロの爪ならば、用意に刈り取れる──文人はそう思った。だが──

「ふにゃぁん♪　にゃああん♪」

　ミロは奇妙な、どこか淫いん靡びな声を上げて体を、尻尾しつぽをくねらせた。まるで悶もだえているかのような、そんな様よう子すに、文ふみ人ひとは顔が熱あつくなるのを感じた。

「な、なんで──」

「マタタビだよ」

　二に季きはそう言って、悶えるミロを跨またぎ越えた。

「鉄砲魚では一いつ瞬しゆんの反はん撃げきを食らう可能性があったからね。確かく実じつに無力化するにはこちらの方がいいと思ったのだが、正解だったようだ」

　猫はマタタビに弱い。

　それを自分が知らなかったら、効果はなかったんだろうか、と文人は考えたが、今いま更さらどうにもならなかった。

　何だ、という声が辺あたりで聞こえ始めた。野や次じ馬うまが集まってきているのだ。

　当然だった。

　昼間から公道で大立ち回りをしていれば、いくら人通りがあまりない住宅街でも、それなりに人は集まってくる。

　フィフやルーエットは、巨大なハサミにカッターなどという、冗じよう談だんのような武器だからいいが、二季は洒落しやれにならない。日本刀である。
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　それでもまだ、誰だれか警けい察さつに、という声にならないのは、ミロのおかげだろう。シリアスな状況に、彼女の格好は余りにふざけている。アトラクションか何かの撮さつ影えい、と思っているのだろうが、狙ねらい通りだった。警察に説明などできないし、しても信じてなどもらえない。

「フミヒト！　逃げろ！」

　カッターとハサミの乱らん舞ぶを続けながら、フィフが叫んだ。

　文ふみ人ひとは逆さからわなかった。

「わあああ！」

　情けない声を発して踵きびすを返し、門を過ぎ、扉とびらを開けて家の中へと転がるように逃げ込んだ。施せ錠じようなどしなかった。

「情けないな、君は」

　そんな声が扉の向こうからした。近付いてきた。

「女の子にばかり戦わせて、それでも男かね？」

（……あいにく、僕は頭脳労働が専門でね）

　文人はあらかじめ用意しておいた、《ポップアップカード》の表を扉の内側の端、蝶ちよう番つがいのある側に貼はり付けた。そうして、裏表紙に置いておいた紐ひもを貼り付けて、それを壁かべに固定する。

（こけおどしだけど、人間にも効果はあるはずだ）

　扉の把とつ手てが動き、二に季きがつかんだのがわかった。僅わずかに開く。施錠されていないことに気付いたはずだ。文人は下げ駄た箱ばこの陰かげに座り込み、様よう子すを窺うかがいながら《本》を構えた。

（鍵かぎをかけることを忘れるほど慌あわてて逃げた、とあんたは思う）

　扉が開く。

（勝利を確かく信しんしたあんたは、すぐには気付かない）

　紐ひもがぴんと張り、《カード》を──《本》を閉じていた仮止めのテープがはがれる。

（だが、気付く。そして、見る）

　表情に乏しい二季の目が、《本》を見ると同時に、《仕掛け》が発動した。

「ぎゃあ！」

　噴ふん出しゆつしたのは《炎》──そう見える幻まぼろし。《禁書》にとって禁きん忌きの《火》は、たとえしかけでも生み出すことはできない。本物に見えてまったく紛まがい物ものの、熱あつくも何ともない幻覚が生み出されるだけだった。フィフのために創つくった小さな龍りゆうのペットは火を噴ふくが、それは熱くも冷たくもない。炎のように見える、ただの光だ。

　だが、それでも十分な迫力はある。怯ひるませるくらいのことはできる。水と違って、たとえ人でも炎には恐怖を抱く。それが狙ねらいだった。

（ずいぶんと過剰に反応してくれたけどなっ！）

　文人は体を捻ひねって下駄箱の陰から飛び出すと同時にフィフである《本》を開いた。

　マインツ・ベルクの《人間印いん刷さつ機き》を拘こう束そくした時に作った巨大なバットキャッチャーが、両端に重石おもしをつけたワイヤーが、《飛び出し》て二に季きに命中し、

「があっ！」

　凄すさまじい勢いで巻き付きながら、家の外へと吹き飛ばした。

　文ふみ人ひともそれを追って家の外へ飛び出す。

　と──

「──気を逸そらしたな？」

　フィフの声がして振り返ると、ルーエットの腹にバットキャッチャーを突きつけているのが目に入った。

　ルーエットは体を捻ってかわそうとした。だが、遅い。支柱が回転して打ち出されたバットキャッチャーは、ルーエットの両腕を拘束しつつ体に何重にも巻きつき、道路に転がした。

「フミヒト！　《本》を！」

「ああ！」

　同様に転がっている二季の脇わきに落ちた《本》を文人は取り上げた。二季は頭を打ったのか、気を失っていた。う、と呻うめいたから死んではいない。

　文人はフィフに向かって《本》を投げた。空中で受けとったフィフはそれを開き、

「《本》に戻れっ！」

　ルーエットに叩たたきつけるように被かぶせた。赤い革のコートに包まれた体が一いつ瞬しゆん跳はね、煙のように消きえ失うせる。

　フィフは本を閉じ、よしっ、と腰のところで拳こぶしを握った。どれだけ手て強ごわかったかが、その様よう子すから窺うかがえた。それだけでなく、服はあちこち破れ、髪も切れている。

　文人は、すう、と息を吸うと、

「カーット！」

　と大声で叫んだ。それと同時に、あらかじめ用意をしておいた、中はスカスカの撮さつ影えい機き材ざいや同じ動きを繰くり返す、看かん板ばんの──遠目にはわからない──高校生を出した。高校の映えい研けんの自主制作映画の撮影、という設定だ。

「シーン五〇！　撮影終了でーす！　速すみやかに撤てつ収しゆうしてくださーい！」

　そう言った。

　紙の高校生たちが門から出て適当に右う往おう左さ往おうすると、野や次じ馬うまたちは文人の噓うそを信じて離はなれていき、文人はほっとした。意外と効果があるものだ。

「──これはなんじゃ、フミヒト」

　小こ脇わきに《本》を抱えたフィフが傍そばに来て眉まゆをひそめるのに、

「警けい察さつを呼ばれないための用心だよ。ほら。野次馬が帰っていくだろ？　疑問に思うやつがこっちに来る前に、ミロとこの男を家の中に運び込もう」

　と説明した。

　なるほど、とフィフは手を叩たたいた。

「さすがは拙せつの《まいすた》じゃ！　うむ、わかった。男は拙に任せるがよい！」

「任せるよ」

　言って、文ふみ人ひとはミロのところへ行った。

　フィフが《本》を閉じたからか、マタタビの木はただの紙に戻って絡み付いていた。だが、まだ余よ韻いんが残っているのか、ミロはどこかいやらしく体をくねらせていて、文人は顔が熱あつくなるのを感じた。胸に張り付いている毛皮が、とれてしまうのではないかと思えた。特に、尻尾しつぽの動きが──

「フミヒト！　急げ！」

「え!?　あ、うん！」

　文人は慌あわててミロを抱えると、二に季きを引きずり込んだフィフを追って家に入った。

　今度はしっかりと施せ錠じようをし──そして、長い長いため息をついた。




　　　　　☆




（さして面おも白しろくもない見み世せ物ものであったな）

　ふん、と鼻を鳴らし、クレオパトラはしっかりと閉じられた江え本もと家けの扉とびらを見つめた。

《銀髪鬼》も大した傷を負わなかった。

　漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらうどころの話ではない。フィフ・デグリースの《マイスター》の成長は、ただ事ではなかった。

　本人に自覚があるかは分からないが、あれだけ複数の《本》を操あやつる《マイスター》を、クレオパトラは寡か聞ぶんにして、ひとりしか知らなかった。

　──《主あるじ》、である。

（とても、わらわの手に負えるやつらではない。印刷所に戻り、百ゆ合り若わかと合流して引き上げじゃ。《主》の判断を仰あおがねば）

　虫の闇やみに包まれたまま、クレオパトラはこの場を後にした。街がい路ろ樹じゆから街路樹へ、揺れる枝が作る影かげのように。













　　　　　エピローグ







「やはり、この男ではない」

　ワイヤーでぐるぐる巻きにされたまま廊下に転がされた単眼鏡モノクルの男の顔をじっくり見て、フィフは、ほっとしたように息をついた。相変わらず気を失ったままだったが、胸は浅く上下動を繰くり返していて、生きていることがわかった。

「無理やり思い出してみたのじゃが、先代とは似ても似つかぬ。そもそも先代はこんなに若くはなかった」

　噓うそを言っているようには見えない。そもそもそんな噓をつく必要が、フィフにはない。

　なら、この男はいったい誰だれなのか。

　グリーズ・ビーは、以前にフィフの《仕掛け》を見たことがあるのでは、と言っていた。

　それがありえないと言うなら、誰か他ほかの《司書》の《仕掛け》を見たという可能性はないだろうか？　ビーの他ほかにも《管理司書》はいる。フィフの他にも《戦せん闘とう司書》はいた。そのいずれかの《マイスター》であったという可能性もあるのではなかろうか。

「ビーを呼んだ方がよくないか？　彼女なら、この男がどういう経けい緯いでフィフの半身を再生して《マイスター》になったのか、わかるんじゃないか？」

「それはそうじゃが、ここへの通路は万が一を考えて閉じさせてしまったからの。会うためには、学校の図と書しよ館かんに行かねば」

「まじか……」

　いくらなんでも、この男を担かついでいくわけにもいかない。重さもだが、目立ちすぎる。

「どうする？」

　文ふみ人ひとが訊たずねると、どうするとは？　と返された。

「ビーのところに行くにしろなんにしろ、このままここにいつまでも転がしておくわけにもいかないよ。こいつの《戦せん闘とう司書》は封ふうじたからいいとして、こいつ自身は《本》じゃないから、閉じ込めて本棚にしまうこともできないし」

　フィフは唸うなったが、すぐに、そうじゃと手を叩たたいた。

「箱にしまってしまえばよい。もっと小さく丸く縛しばり上げ、フミヒトが出す箱にしまって、引越しの荷物の如ごとく台車で運ぼう」

　学校へ。

　文人は、そのための箱の《仕掛け》と台車の《仕掛け》を頭に描いた。どちらも、創つくるのには何の問題もなかった。

「……いや、多た分ぶん駄だ目めだ」

　フィフは腕を組み、眉まゆをひそめた。

「何な故ぜじゃ？　いまのそなたなら、造ぞう作さもない《仕掛け》であろう？」

「そうじゃなくて、この男が入るくらいの大きな荷物は、多分、電車に持ち込めない。他ほかの乗客の迷めい惑わくになるからね。それより、タクシーにしよう。お金はかかるけど、家の前から学校まで行ってくれるし、楽だ」

「おお、それはよい！」

　フィフは笑った。

「楽ちんなのは、拙せつも大だい歓かん迎げいじゃ。うむ。言われてみればその通りじゃな。拙も、このようにぼろい格好では、電車には乗りたくはない」

　服をつまんでみせる。

　確たしかにひどい有様だった。文人は、コートが破れてその下のショートパンツが覗のぞき、さらにそれも半ば断ち切られて、かろうじて引っかかっているのに気付き、慌あわてて目を逸そらした。ズボンが落ちたら、その下は裸である。

「じ、じゃあ、決まりだ！　こいつを箱に詰めたら、タクシーを呼ぼう。確か、家計の財さい布ふの中にまだお金はあったはずだから、それを使わせてもらおう。うん」

「？　何をうろたえておるのじゃ？」

「なんでもない！　ていうか、そっと動け、そっと！」

「おかしな奴やつじゃな」

　首を傾かしげるフィフから目を逸そらした文ふみ人ひとは、ミロがやけにおとなしいことに気がついた。

　男の頭の横に座って、じっと見下ろしている。

　すでにマタタビは抜けているはずだった。酔っている様よう子すはもう見られない。二日酔いだろうか？　マタタビにそういう効果があるかどうかはわからなかったが。それとも、さっきのが忘れられず、もう一度、出して欲しいのだろうか？

　くにゃり、と尻尾しつぽが動いて、男の頰ほおを撫なでた。

「うーん……やっぱりにゃ」

　やっぱり？──文人は首を傾げた。何がやっぱりだと言うのか。

「なんじゃ、猫？」

　フィフの声にミロは顔を上げたが、見たのは文人だった。あからさまに無視をされた格好のフィフのこめかみに青筋が浮かんだが、文人は、まあまあ、となだめた。

「どうした？　ミロ」

「ご主人様、わからにゃいのか？　こいつ、顔が変にゃ」

「顔が変わって……」

　文人は苦笑した。

「ひどいこというなあ、ミロは」

「？　にゃにが？」

　ミロは尻尾しつぽの先で、二に季きの額ひたいを突いた。

「おかしいと思ったのにゃ。人間のくせに《本》みたいに動くにゃんて」

　ようやく文人も、ミロが二季の顔の善よし悪あしをいっているのではないということに気付いた。

「そういえばこの男、コミエスの時も顔がおかしかったの」

　フィフにもわかったらしい。

　ミロはちろりと文人の顔を見ると、止める間もなく爪つめを伸ばし、

「こういうことにゃ」

　ざっくりと、二季の顔を切り裂いた。

　何てことを！　と叫びかけ、文人はその声を飲み込んだ。

　血が出ない。

　一滴の血も、男の顔からは流れてはこなかった。そればかりかその下にもうひとつの顔が、まったく別の顔が覗のぞいていた。

「これは、仮面か！」

　フィフが驚おどろいたように言う。

　ミロは下の本物の顔が傷つくかもしれないことをまったく斟しん酌しやくせず、しかし見事に、二季の仮面の顔だけを、綺き麗れいに削そいだ。

「これが、こいつの本当の顔にゃ！」

　現れた中年の男の顔を見て、文ふみ人ひととフィフは、あっ、と同時に声を上げた。

「──父とうさん!?」

「──先代っ!?」

　互いの言葉に、文人とフィフは驚いて顔を見合わせた。

「せ、先代……!?」

「ち、父じゃと!?」




　だがそれは、その顔は──間違いなく、文人の父、江え本もと春しゆん夏かだった。




　　　　　☆




「これは……」

　あちこちが焼やけ焦こげ、その臭においもまだ残る地下の駐ちゆう車しや場じように立ち、少女の姿をしたクレオパトラは、呆ぼう然ぜんと辺あたりを見回した。

　消えていた。

[image: ]

　雑誌も、《人間印いん刷さつ機き》も、作業のための《本》を載せたトラックも。

　かさ、と足元で乾いた音がして、足を上げたクレオパトラはサンダルの裏に炭化した紙がこびりついているのを見た。

　指に取り、こすると、それは煙となって消えた。

「百ゆ合り若わか……」

　そうだとわかった。いくら《本》が残っていても、《仕掛け》の核が失われてしまえば、再生は不可能だった。

　誰だれが、とは訊きくまでもなかった。

　この臭い。

　クレオパトラとて、長い歴史の中で、戦ったことがないではない。これは《焚ふん書しよ鬼き》の使う忌いまわしき《竜りゆう涎ぜん》の薬品の臭いだった。

「小娘どもっ……」

　駐ちゆう車しや場じようの影かげの中から、ぞろりぞろりと、何十人というクレオパトラたちが現れ、かつて百合若であったものを囲むように集つどい、その青く縁ふち取どられたアーモンド形の瞳ひとみに、血のような輝かがやきを宿した。

「──この代だい償しようは、高くつくぞっ！」

　ごお、と闇やみのような虫の群れが辺あたりを覆おおい、怒ど濤とうのように出口という出口から噴ふん出しゆつした。

　そうしてあとには何も──焼けた跡も、《人間印刷機》の残ざん骸がいも、壊こわれた車さえも消きえ失うせ、崩れた階段と壊れたシャッターだけが、ここで何かがあったことを示すのみだった。




　　　　　☆




　病院からの帰り道、八や代しろ秀ひで英あきは自分の小ささにひどい自じ己こ嫌けん悪おを感じて、それから逃のがれられずにいた。

　息も苦しく、最悪な気分だった。

　文ふみ人ひとの家で見た現実離ばなれをした光景に動揺し、無理やりこじつけた論ろん理りを雲くも木きに語り、それが受け入れられないと、学校の司書の夏か宰さい都みやこに、文人の悪口を言うような真ま似ねをした。

（何が、友達だっ……！）

　一番、友達らしくない真似をしているのは、自分だった。友達という言葉を自分に都つ合ごうのいいように使っていたのだと、思い知らされる羽は目めになった。

（俺おれは、ただ自分の不安を消したかっただけだった！　それを──）

　友達、という言葉を利用して、文人のため、というふりをした。それが許せなかった。屑くずのような行いに思えてしかたがなかった。

　もし、あいつの言ったことが全部事実だったら──そう思うと、自分の小ささに吐き気がする思いだった。

「──よお」

　そんな声が公園の暗がりからして、八や代しろは思わず薬の入ったレジ袋を落としそうになった。

「だ、誰だれだ！」

「ヒヒヒッ！　つれないねぇ……すっかりお見限りかよ？」

　闇やみの中からのっそりと、フロックコートにシルクハットという時代錯さく誤ごの格好をした、猫背の外国人の男が現れた。だが、やけに日本語はうまい。

「あーそうか！　俺おれが一度封ふう印いんされたとき、記き憶おくが吹っ飛んだのか！」

　記憶、という単語に、八代はぎくりとした。

「なぁに、心配はいらねえよ。すぐに思い出す。思い出させてやる」

　男はニヤニヤと笑いながら近付いてくる。

　逃げろ、と頭の中で警けい鐘しようが鳴っている。だが、足はそこに縫ぬい付けられてしまったかのように動かなかった。

　ついに男はすぐ目の前にまで来、酒と煙草タバコの入り混じったような悪臭の息で笑った。

「……聞いたぜ？　おまえあの《鬼》の仲間だったんだってな？」

「お、鬼って……誰だっ……」

「おいおい。そいつは今いま更さらだぜ。なぁに。心配はいらねえよ。おまえは一度なりかけたんだ。二度目はもっと楽だ」

　男は、そんなものがどこに入っていたのかと思うような大きな本を懐ふところから取り出すと、ばさりと開いた。

「さあさ！　今度こそ綴とじてやるぜぇ！」

　やめろ、と八代は言いかけ、しかしその声は《本》に圧せられ、飲み込まれ、活字となって誰にも届かなかった。




　　　　　☆




　かつては出版社であった古いビルの最上階で、《少年》は、山のような《本》に埋もれるように、雑誌を積つみ上げてできた椅い子すに座っていた。

　辺あたりには従者の一人ひとりもおらず、《本》の他ほかには何もなかったが、それが彼の望みであった。

「二に季きがしくじるとは、な」

　一人きりの部へ屋やで《少年》は静かに呟つぶやいた。誰もいなくとも《本》が聞いている。それだけで語る意味があった。

「私の戯たわむれが徒あだとなったか。いや、むしろ福ふく音いんかもしれぬ」

　そこに後悔はなく、むしろ、どこか楽しんでいるかのようでもある。

「ならば、私もそれなりの礼を尽くさねば、な」

　呟つぶやきは《紙》に吸い取られて消える。

　消えてしまう。

　その静かな──静か過ぎる部へ屋やで、《少年》はいつしか、指でリズムを刻み、ひとり、誰だれも憶おぼえてはいない、古い古い歌を口ずさんだ。













　　　　　あとがき







　少々、間が開いてしまいました！　もう梅つ雨ゆ！　たぶん！

　すいません、ゆうきりんです……。

　半年とか、遅すぎる感じですよね。前のあとがきで、書く速度が落ちたとか言いましたが、さらに遅くなった気がしないことも。

　がんばらないといかんなー。

　一年が、三六ヶ月あればいいのに、とか思います。二四ヶ月でも足りないから！　何かやたらと眠いし！

　や。

　でも、きっと次は速いはずです！　いよいよ最終巻ですから！

　果たして、文ふみ人ひとはフィフの満足するようなパンツを作ることができるのか！

　そこかよ！




　それはさておき。

　テレビを見ていたら、小学校の理科の教科書の人体の仕組みに《飛び出す仕掛け》が使われているとか！　欲しい！

　人体系の《ポップアップ絵本》はいくつか持ってるんですが、教科書に《飛び出す仕掛け》を使うのは、正しいあり方です。

　もともと《ポップアップ》はそうした使われ方をしていたそうですから。原点回帰？




　さて……残り、あと一巻となりました。

　最後まで『司書とハサミ』にお付き合いくださいますよう、よろしくお願ねがいいたします！




　それではまた、お逢いしましょう！




　二〇一〇年　　三月下旬


ゆうき　りん







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体、イベント等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

去年の初夏から製作スタートしたゲームイラストのお仕事で延々引きこもって完成して久しぶりに外に出たら春になってました。冬眠してた気分です。街がいろいろ変わってました。
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